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序章





　梅雨の長雨は、夜になってもやむことはなかった。

　ここ数日、降ったりやんだりの繰り返しで、空にはずっと灰色の雲が居座っている。

　高校教師の本ほん間ま真ま智ち子こは、気の滅め入いるような残業を終えてアパートに帰るところだった。

　街灯の少ない、舗装の荒れた農道をひとり歩く。

　雨だとわかっていたのだから、新しく買ったパンプスなど履いてくるのではなかった。

　水みず溜たまりをさけながら、彼女は深くため息をつく。

「はあ、どうしようかなぁ……」

　吐いた息までじっとりと肌にまとわりつくような、じめじめした空気がさらに気分を重くさせる。

　まだ教師としての経験は浅く、今回の残業の原因となった問題も、ベテランならば軽くこなしてしまうような仕事なのかもしれない。

　彼女は頭の中で、さきほどまでしていた調べ物の内容を反はん芻すうする。

　思考に集中すると、やがてあたりの雨音が聞こえなくなり、びしゃびしゃという水溜りを踏む自分の足音だけになっていく……

　彼女は、ふと気づく。

　なぜ水溜りを踏む音が聞こえるのか？

　自分は新しいパンプスを気にして、水溜りを避よけて歩いているはずなのに。

　それに、足音はすぐ背後から聞こえる気がした。

　誰だれかがいるのか？

　この農道は長い一本道だというのに、なぜこんなに近づかれるまで気づけなかったのか？

　自分が立ち止まれば、後ろのモノはこちらを追い抜いてくれるだろうか？

　もし、追い抜いてくれなかったらどうする？

　そのときはどうする？

　不安ばかりが頭を巡り、足を止めることはできない。

　かといって、走り出すこともできない。

　ただただ恐ろしくて、このあとに待っている結末を少しでも先延ばしにするため、いまの歩調を維持するだけだ。　びしゃという足音が聞こえるたびに、不安が増大する。

　なんで自分はこんなに夜遅くに帰ることになってしまったのか。

　後悔は不安と混ざり合い、やがて彼女の精神の許容限界に達しようとしたとき――その進む先に立つ人影を見つけた。　暗い色の背広を着た男。

　耳にはイヤホンをつけている。

　男は暗がりの向こうから声をかけてきた。



「その音に振り向いてはいけない」



　すっと心から不安を拭ぬぐい去ってくれるような声。

　急に雨音が聞こえるようになり、あのびしゃという音はそれにかき消された。

　恐怖が薄らぐと同時に、身体からだの力が抜けていく。

　視界が狭まり、闇やみが深くなる。

　ああ、倒れるなと思った瞬間、誰だれかに抱きかかえられた。

　力強い手。

　彼女は久しぶりに味わう安心感に包まれながら、穏やかに意識を失った。



    

  
    
      
第一章　珠たま枝えのでぇと





　稲いな村むら智とも宏ひろには秘密があった。

　それは自分の家に、珠枝という名の家神が住んでいること。

　以前の智宏は、珠枝が家に住んでいることを人に知られないよう過敏に警戒してきた。

　ただ、その感情は幼いころのトラウマが智宏の心を縛り付けていた結果であり、ある出来事のおかげで、いまはその縛りからも解放されている。無む闇やみに珠枝について言いふらすような真ま似ねはしないが、以前ほどそのことで神経質になることもなくなった。

　その証拠に、その日、智宏は高校の同級生である辰たつ則のりを家に招いていた。

「初めてだな、智宏が家に呼んでくれるなんて」

　放課後、一緒に下校しながら、辰則はまた同じ言葉を繰り返した。

　智宏の家は学校に近く、寄り道に都合がよいため、これまで何度も友人たちに遊びに寄りたいと言われてきた。だが、いままで智宏は、家にいる珠枝のことを隠すためにそんな友人の申し出をすべて断り続けていたのだった。

「いや、ちょっとつきあい悪かったかなって思ってな」

「そうそう。だから、おまえが家に可愛かわいい妹を隠しているとか、美人の宇宙人が同居しているとか、メイドロボットにいけないご奉仕させているとか、いろいろ噂うわさが流れるんだ」

「……そんなこと言われてたのか？」

「まあ、俺おれとしてはそれが事実であっても大歓迎だけどな」

　智宏は口まで出かかっていた、その噂の出所は辰則本人なのではという言葉を飲み込んだ。これからは普通の高校生のようなつきあいができるのだから、そんな馬ば鹿からしい噂話はすぐに消えるだろうと思ったからだ。

　やがて二人は智宏の家についた。

　古くも新しくもない、実に平凡な二階建ての一軒家。

　智宏は父親を幼いときに亡くしているので、この家に暮らしているのは、智宏と母親、そして家神の珠枝の三人だけ。田舎の家なので部屋数は結構多く、三人だけだと少し広く感じる造りだった。もっとも、これからは友人を呼ぶ機会も多くなるだろうから、家が広いのは悪いことではないだろう。

「ただいま～」

　智宏はちょっとした理由により、つい最近に取り替えたばかりの真新しい玄関のドアを開いた。

「おっじゃましま～す」

　あとから辰則もついてくる。

　そんな二人を、桜色の着物の似合う、二十歳ぐらいのしっとりとした美しい女性が三つ指をついて出迎えてくれた。長い黒髪を後ろで編みあげており、頭を下げたときに見える白いうなじがやけに色っぽい。

「おかえりなさいませ」

　その女性は下げた頭をあげると、それこそ花が咲いたと形容するのが相応ふさわしい最高の笑顔を智とも宏ひろに向けた。

「こ、好この香か～っ！」

　智宏は絶叫した。

「ささ、おカバンを……まあ、お友とも達だちですの。これはこれはいらっしゃいませ」

　好香は智宏からカバンを受け取りながら、後ろに立つ辰たつ則のりにもさきほどの素晴らしい笑顔で挨あい拶さつした。

「な、な、何してるんだ、おまえは！」

　そんな智宏を無視して、好香はまるで世話女房のような口調で辰則に話しかける。

「どうも、いつも智宏さんがお世話になってます。おふたりとも雨には降られませんでしたか？」

「辰則、これはだなっ！」

　弁解しようと智宏が辰則のほうを振り返ると、その友人は両の目から熱い涙を流していた。こんなマジ泣きをする男を見たのは久しぶりだ。

「まさか、俺おれたちに隠していたのは年上の若奥様だったとは……あまりに基本過ぎて想像もしていなかったよ。うん、負けた。負けたよ、智宏」

「いや、違うんだ。誤解だ！」

「もう十分だ。何も聞きたくない。これ以上、俺を追い詰めないでくれ……」

　辰則は涙を流しながら首をぷるぷると横に振って、そのまま外に出た。

「俺の話を聞け！」

「安心しろ。このことはちゃんとクラスのみんなには伝えておいてやる……今日中にな。うわ～ん！」

　恐ろしいことを言い残しながら、辰則はベタな泣き声をあげて走り去っていった。

「うわ～ん」と泣く人間は本当にいるんだなぁと、心のどこかで感心していた智宏だったが、すぐにきびすを返すと家に戻った。

「好香ぁっ！」

「あーはははははっ！」

　玄関では、好香が着物の裾すそがはだけるのもお構いなしで、足をバタバタさせながら笑い転げていた。さっきまでのおしとやかな雰囲気はどこへ行ったやら……

　この好香は近所のお稲荷いなりさんの境内に生えている桜の古木の精であるが、どうも智宏のことがおきにいりのようで、最近、ことあるごとに家に遊びに来るようになっていた。見た目はどう見ても若い人間の女性のようだが、着ている物を変へん化げさせたり、自分の姿を見えなくしたりと、妖よう怪かいらしい力も持っている。

「それだけ笑ってるってことは、わかっててやったんだな？」

　静かに燃え上がる智とも宏ひろの怒りの炎に気づいたようで、好この香かは急に姿勢を正した。

「いえいえ、私は智宏さんとご友人を礼儀正しくお迎えしただけですよ？」

　なるべく真面目まじめな顔をしようとしているのだろうが、それでも口元がひくひくと笑いでひきつっている。

「なんで、俺おれがダチを連れてくるっての知ってるんだ」

「だって、珠たま枝え様がぁ……」

　好香は自分は悪くないのよ～、といった顔つきで、家の奥をちょいちょいと指さした。

「なんだなんだ、騒がしい。客を連れてきたのなら、早くあがってもらったらどうなんだ？」

　落ち着かない素振りで奥から出てきたのは、この家に住まう家神の珠枝だった。

「珠枝も……なんて格好をしてるんだ？」

　珠枝の姿を見て、智宏はがくっと脱力した。

　いつもはＴシャツとスパッツというのが定番の珠枝だったが、今日は袖そでの広い白装束に朱色の帯という、お祭りのときにでも神社の人が着ていそうな格好だった。

　珠枝の見た目は十歳ぐらいだが、実年齢は不明。白くて細い足はすらりと長く、全体的にスマートな印象を受ける。枝毛一本無い美しい黒髪を、今日は朱色のリボンで結んでおり、耳の上にちょんと飛び出た髪の毛の束がひょこひょこ揺れる様は見ていて愛らしい。

「罰当たりめ。これはワシの正装だ」

　珠枝は白装束の袖を持ってパタパタと動かした。外見に比べて、その口調が妙に年寄り臭いのも珠枝の特徴だった。

「じゃあ、聞き方を変えるけど……なんでおまえは正装をしているんだ？」

「おまえの友とも達だちを迎えるのだ。それに相応ふさわしい格好というものがあるだろう……それとも、どこかおかしいか？　もしかして、好香のような着物のほうがよかったのか？」

　最初は自信満々の珠枝だったが、途中から声を小さくしながら上目遣いに尋ねる。

「いや……いい。もうどうでもいい」

「それより友達はどうした。外にいるのか？」

「もう帰ったよ。『うわ～ん』って泣きながらな。今いま頃ごろ、音速を超えたスピードで、俺の噂うわさをクラスの連中に流しているところだろうさ」

「ん、どういうことだ？」

　珠枝はきょとんとした顔をしている。

「私がお迎えしたら、なんだかちょっと誤解されたようでして。それで、気を利きかしてお帰りになったみたいです」

「誤解、気を利かして？　なんのことだ」

「なんですか、私のこと智宏さんの奥様だと思ったようですよ？」

　好香は口元にそっと手を当てて、オホホと上品ぶった笑いかたをした。

「お、奥様だと～っ！」

「やっぱり見る人が見れば、そう見えちゃうんですかねぇ」

　好この香かは身体からだをくねくねと動かしながら、嬉うれしそうに照れ笑いをしている。

「智とも宏ひろ、おまえはいったい学校でどんな話をしているんだ！」

「なにも話してねぇよ！　これからはわからないけどな！」

　たぶん明日からは、年上の若奥様と同居する高校生というレッテルが貼はられることだろう。ようやくこの前貼られた、女子大生と同伴登校をする高校生というレッテルがはがれたと思ったところだったのに……

「それより、おまえこそなんで好香なんかを呼んだんだよ」

「まあ、なんかとは失敬ですね」

　好香はぷうっと頬ほおを膨らませたが、珠たま枝えが忌いま々いましげな顔でにらむと少し小さくなった。

「ワシでは茶菓子などを用意できんからな。手伝いに呼んだまでだ」

「つまり若奥様という設定もあながち間違いでは……」

「だ・ま・れ！」

「ひぃ～ん！」

　怒りは治まっていないが、珠枝の説明には智宏も納得した。

　家神である珠枝は、お供そなえをされない限りは、家のものを勝手に食べることはしない。好香はそういった約束事に縛られてはいないらしく、自分の代わりに辰たつ則のりに茶菓子を用意させるために呼んだというわけだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　気遣いは嬉うれしいが、好この香かの性格まで考慮に入れてなかったのは珠たま枝えの誤算だ。

　もっとも、智とも宏ひろも好香の性格を完全に把握しているわけではないのだが。

「まあまあ、せっかくお友とも達だちも気を利きかせてくれたのですから。これから新婚の甘い時間を二人きりで過ごさせていただきましょうか？」

　好香はくいくいと智宏の袖そでをひっぱる。

「なにが新婚だ！」

「……ふむ、それは面白いな」

「珠枝～っ!?」

「だが、その前に――貴様が稲いな村むら家の嫁に相応ふさわしいかどうか、ワシがみっちりと実技試験をしてやろう」

　珠枝は両手の指をワキワキと動かしながら、まるでこれから料理をする魚を見るような目つきで好香を見た。

「えっ、あっ、いや……ご、ごめんなさい。私ったら、ちょっと調子に乗りすぎちゃったかもぉ～？」

　珠枝のただならぬ雰囲気に、好香はこそこそとその場を逃げだそうとしたが遅かった。

　珠枝は好香の帯をガッシとつかむ。

「遠慮するな。掃除、洗濯、料理に害虫駆除まで、特別フルコースで試験してやる」

「が、害虫駆除ってなんですか。私、黒くて足の速い虫はちょっと……」

「妖よう怪かいのくせに情けないことをぬかすな。よし、それならまずは害虫駆除から始めるぞ！」

「あ～れ～、智宏さん、助けてぇ～！」

　手足をバタバタさせながら助けを求める好香だったが、今回ばかりは智宏も助け船を出す気がしなかった。

　好香は珠枝にずるずると力任せに引きずられていく。

「自業自得だ。たっぷりしごかれてこい」

　そう言い残して、智宏は二階の自分の部屋へと上がっていった。



「いや～っ、く、黒いのがこっちに！　うわっ、と、飛んだぁ～？」

「ばっ、馬ば鹿か者！　こっちに飛ばすな～！」

　しばらく経たって、下の階から好香と珠枝の悲鳴が聞こえてきたが、智宏は枕まくらを頭に被かぶって、その騒ぎを無視することにした。

　明日のことを考えると、とてもその騒ぎにつきあう気にはなれなかったからだ。



　　　　　◆◇◆



　稲村智宏には秘密があるらしい。

　それは年上の若奥様と同居していること。



　翌日、それは智とも宏ひろのクラスの常識になっていた。

　どうやら、辰たつ則のりはしっかり自分の仕事をこなしたようだ。律儀な男である。

　そんなわけで、その日の間ずっと女子たちの冷たい視線に晒さらされた智宏は、心身ともに疲労していた。

　唯一の救いは、クラス担任の本ほん間ま先生が休みだったことだ。あの生き真面目まじめな本間先生がこの噂うわさを聞いたら、間違いなく生徒指導室に呼び出されるところだったろう。もしそうなったら、どのように説明すれば良いのか思いもつかない。

　さっさと家に帰りたいと切に願っていた智宏をあざ笑うかのように、下校時間になって夕立が降り出していた。

　今朝は珍しく青空も見えていたのに、これだから梅雨の天気は信用ならない。

　傘を持っていない生徒たちの多くが、通り雨だからすぐやむだろうと教室で雨宿りをしている。智宏も少し他ほかの生徒たちに距離を置くようにして、ロッカーの上にあった先週号の漫画雑誌を読みながら雨がやむのを待っていた。

「うわあっ、可愛かわいい～！」

　気づくと、クラスの女子たちがきゃあきゃあと歓声をあげている。

「なんだ？」

　智宏が雑誌から顔をあげると、教室の入口付近で人垣ができていた。歓声の内容に聞き耳をたてていると、「その服可愛～！」とか「どこの子～？」とか聞こえてくる。

「まさか……珠たま枝えじゃないだろうな？」

　智宏は嫌な予感がした。

　珠枝には前にも勝手に学校に訪ねてきたという前科がある。心配になった智宏が人垣の合間から中をのぞいてみると、幸いなことにそこにいたのは珠枝とは別人だった。

　だが、智宏はそこに珠枝がいたのと同じぐらい驚いていた。

　クラスの女子たちに取り囲まれていたのは、珠枝と同じぐらいか少し下ぐらいの年に見える女の子。

　もちろん、そのぐらいでは智宏もそんなに驚いたりはしない。

　まず、智宏の目を引いたのは、その子の髪の色だった。

　鮮やかな銀髪。

　それは病的なものを感じさせない自然な美しさで、染めたようには見えないない。後ろ髪は肩に掛かるぐらいで、無造作にたらした前髪は鼻に触れるぐらい長い。

　そんな珍しい髪の色に目を奪われがちだが、よく見てみると服装もかなり奇抜だった。

　スカートがボリュームたっぷりのフリルで膨らんだ黒いワンピースに、背中に大きなリボンがついた白いエプロン。

　胸にはシルバークロスのネックレスをさげており、手には傘を二本持っている。

　少女は雨宿りで退屈をしていたクラスの女子たちにおもちゃにされながらも、にこにこしながらその相手をしている。

「あれ、マヤちゃん。来てくれたの？」

　智とも宏ひろの後ろからひょこっと顔を出したのは瑞みず穂ほだった。

「あ、お姉たん！」

　少女は女子たちの人垣を抜けて、瑞穂に全身で飛びついた。

「傘持ってきてくれたんだ。ありがと～」

「ん～ふふふ、どういたしまして！」

　瑞穂に頭を撫なでられると、少女はくすぐったそうに笑った。

「おまえ、妹なんていたのか!?」

　瑞穂とは幼なじみの関係だが、わけあってしばらく疎遠になっていた。しかし、それにしても妹がいたなんて話はまったくの初耳だった。

「なに言ってるのよ。この子はウチの親しん戚せきの子よ。ねっ、マヤちゃん？」

「マヤなのー」

　瑞穂に紹介されたマヤは、スカートの裾すそをつまんでクラスのみんなにペコリと頭を下げた。その可愛かわいらしい仕草に、また女子たちの歓声があがる。

「どう？　マヤちゃん、可愛いでしょ～」



    

  
    
      



    

  
    
      　瑞穂はマヤに抱きついて、頭をぐしぐしと撫で回す。マヤのほうはされるがままに頭をぐるぐる回しているが、そんなことをされても少しも気分を害した様子もなく、嬉うれしそうにニコニコしている。よほど瑞みず穂ほと仲が良いのだろう。

「そりゃ可愛かわいいと思うけど……ひとつだけ聞いていいか？」

「なぁに？」

「なんでその子はウェイトレスの格好をしているんだ？」

　その途端、智とも宏ひろはクラスの女子たちの非難の嵐あらしに巻き込まれた。

　そんな轟ごう音おんの中からなんとか聞き取った言葉によると、これはゴシックロリータ、通称ゴスロリと呼ばれるファッションであり、決してウェイトレスの服装ではないらしい。

「この服はお母さんが用意したの。私はこういう派手なのは苦手だから着ないけど」

「……おばさんの趣味か」

　旅行好きで多趣味な人だとは思ったが、こんな趣味もあったとは……

「でも、今日みたいに暑い日は、無理にお母さんの趣味につきあわなくてもいいのよ？」

「ううん、これ可愛いからマヤは大好き～！」

　瑞穂の心配をよそに、マヤのほうはけろっとした顔でスカートの裾すそをもってクラスの女子の中でクルクルと回っている。実にサービス精神旺おう盛せいな子供だ。

　それにジメッと蒸し暑い天気にもかかわらず、マヤは涼しげなさっぱりした顔をしていた。暑さに強い体質なのかもしれない。

「お姉たん、帰るの、帰るの～！」

　女子たちにたっぷりサービスしたマヤは、瑞穂の手を引っ張る。

「あ、うん。じゃあ、帰ろうか」

　瑞穂はマヤから長いほうの傘を受け取る。

「智ちゃんも一緒に帰る？」

「ん、でも、傘が足りないだろ」

「こっ、この傘は大きいから一緒に入れる……かもよ？」

　なぜか真まっ赤かになっている瑞穂が差し出した傘はそれほど大きくはないようだったが、このまま雨宿りで無駄に時間を過ごすのも馬ば鹿からしい。

「そうか？　悪いな」

　背後にクラスメイトのひやかしの声を聞きながらも、智宏は瑞穂の申し出をありがたく受けることにした。

　ところが三人で学校の校門を出ようとしたところで、いままで行儀の良かったマヤが急に駄々をこね始めた。

「お姉たんと入るの～！」

　どうやら智宏が瑞穂と一緒の傘に入っているのを見てうらやましくなったらしい。

「でも、三人は入れないでしょ？」

「だったら、マヤの傘をお兄たんに貸してあげるから！」

　そう言ってマヤが差し出したのは、小学生が使うような黄色い傘だった。

「これは小さい子用の傘だから……」

　なんとか瑞みず穂ほがなだめようとするが、マヤはどうしても納得してくれない。

「いいよいいよ、マヤちゃんは瑞穂と一緒に入りな」

　智とも宏ひろはマヤから傘を受け取ると、立ち位置を交代してやった。

　マヤは手を伸ばして瑞穂と一緒に傘を持つと、二人で並んで歩き出す。

　小さな傘ではどうしても体半分は濡ぬれてしまうが、嬉うれしそうに瑞穂と歩いているマヤを見ていると、そんなことは気にもならなかった。

「お姉ちゃんと一緒でよかったな、マヤちゃん」

　智宏が話しかけると、マヤは顔を上に向けてのけぞるように智宏のほうを見上げる。

「……お姉たんはマヤのなの」

　声の質は変わっていないのに、そのマヤの言葉はなぜか智宏の腹の底深くに響いた。

　そして、その声は智宏の肝に冷たい澱おりのように淀よどみながら残る。

「……っ！」

　急に高いところに連れてこられたときのように、智宏は足がすくんだ。

　マヤの小さな背中に、強い違和感を感じる。

　智宏はこの違和感に馴な染じみがあった。

　小さな姿と中身の大きさがアンバランスな存在。

　それは家神としての力を使っているときの珠たま枝えと似た感じだった。

　二人はそんな智宏のことなど気づいていないらしく、どんどんと先に進んでいく。

「お、おい！」

　ようやくすっかり冷え切った体内から声を出すことができた。

　智宏の声に気づいて、二人が振り返る。

「どうしたの、智ちゃん。濡れちゃうよ？」

「お兄たん、濡れちゃうよ？」

　瑞穂の言葉を真ま似ねて、くすくすと笑っている少女。

　いまの二人は仲の良い姉妹にしか見えない。

　智宏は水たまりがはねるのもかまわずに二人に駆け寄ると、瑞穂のカバンに小声で話しかけた。正確には、カバンにつるされている柿かきの妖よう怪かい、たんころりんにである。

「おい、たんころりん？」

　智宏が呼びかけても、たんころりんは干ほし柿がきの姿のままうんともすんとも言わない。これでは智宏のほうが怪しい奴やつだ。

　しかし、たんころりんが反応しないということは、やはりさきほどの奇妙な感覚は気のせいなのかもしれない。でかい顔だけが自慢の間の抜けた妖怪に見えるが、たんころりんは子こ守もり柿がきとも呼ばれるなかなか頼りになるモノなのだ。

「どうしたの、たんころりんになんか用があるの？」

「いや、別にそうじゃないんだけど」

「この子、雨降りが苦手みたい。干ほし柿がきだから濡ぬれるのが苦手なのかなぁ？」

　瑞みず穂ほはぶらさがっているたんころりんを指でつついた。

　マヤもそれを真ま似ねして、たんころりんをつつきまわしているが、それでもなにも反応しなかった。

「あ、そう……だったらいいんだ」

　智とも宏ひろは言葉を濁して、その場を誤ご魔ま化かした。

　やはり、さっきのことは気のせいだったのかもしれない。

「そう言えば、本ほん間ま先生の病気、心配だね。明日も休みだったら、お見舞いに行ってこようかなぁ」

「ああ、そうだな……」

　上の空で智宏は返事をする。

「男子があんまりいじめるから、先生、学校が嫌になったんじゃないの？」

「まさか、あのぐらいで休むわけないだろ」

「そうかな……先生、本気でへこんでるように見えるときあるよ」

　瑞穂の言っているのは、本間先生にわざと難しい質問をして困らせるという、クラスの男子で流は行やっている悪戯いたずらのことだった。

　先生でさえ困るような質問をするには授業の予習をしてくる必要があるので、この悪戯は男子の間で持ち回りで行われている。ちなみに、最近、安あ部べ公こう房ぼうという昔の作家のことで本間先生に質問をしたのは智宏であった。

　そう言えば、その答えは本間先生が休んだため、まだもらっていなかった。

「智ちゃんの質問が難しすぎて、悩んでるのかも」

「あのなぁ、あれでも先生なんだぞ」

「それもそうか……」

　瑞穂はなにやら考え事を始めたようなので、智宏も黙って二人のあとをついて行った。



「傘ありがとうな」

　智宏は家についたので、マヤに傘を返した。

　結局、こんな小さな傘ではほとんど役に立たず、頭以外はびしょ濡れであったが。

「智ちゃん、ちょっと寄らせてもらっていい？」

「俺おれの家に？」

「うん、噂うわさの若奥様にご挨あい拶さつしたくて」

　その瑞穂の言葉に、智宏は肩にかけていたカバンをズルッと落とした。

「だから、それは好この香かのことを辰たつ則のりが誤解したんだって言っただろ！　おまえだって、好香には会ったことあるだろ!?」

「好香さんのことは知ってるけど。二人が一緒に暮らしてるなんて知らなかったもん」

「だから、暮らしてなんかいないって！」

「だったら、寄らせてくれてもいいんじゃない？」

　瑞みず穂ほは口をとがらせて、カバンにぶら下がっているたんころりんをつついている。

　ああやって口をとがらせる仕草は、瑞穂が納得していないときの癖だった。どうやら若奥様という辰たつ則のりのたわごとまでは信じていないようだが、同居しているという部分については疑ってるらしい。

「わかったよ、あがっていけよ」

　以前、智とも宏ひろはわけあって瑞穂に対して冷たく接することが多かった。その罪滅ぼしというわけではないが、ここは瑞穂の気の済むようにしてやろうと、智宏のほうが折れることにした。

「マヤちゃんも寄っていくかい？」

「んー、マヤは嫌かなー」

　智宏が尋ねると、マヤはクンクンと何かの匂においを嗅かぐような仕草をしてから言った。

「なんで？　一緒に寄らせてもらおうよ」

　瑞穂もマヤの言葉に意外そうな顔をしている。

「んーふふふ、ちょっとだけ嫌なんだなー」

「だったら、マヤちゃんひとりでウチまで帰れる？」

「マヤはひとりでも大丈夫だよー」

　マヤはそう言って、智宏に右手を差し出した。

「ん、なんだ？」

　なんのことかわからずに智宏は首をかしげる。

「んー！」

　すると、マヤは少し怒ったような顔をして、さらにずいっと手を差し出す。

「あっ、マヤちゃん！　お駄賃なら私があげるから」

　瑞穂はちょっとあわてたように、自分のカバンの中をまさぐった。

「だめー。お兄たんを送ったんだから、お兄たんからもらうのー！」

「えっ、お駄賃？」

「ごめんね、マヤってば、すぐ人におねだりするの。智ちゃん、お菓子とか持ってないかな？」

「お菓子でいいのか？」

　智宏はカバンに入っていたガムを取り出した。

「こんなのでもいいかな？」

「うん、ホントになんだっていいのよ」

　瑞穂はばつの悪そうな顔をしている。

「今日は送ってくれてありがとう。これはお駄賃な」

　智宏がマヤの手にガムを乗せてやる。

「んー、ありがとー！」

　マヤはガムを受け取ると梅雨空も吹き飛びそうな笑顔でお礼を言った。いまどきガムぐらいでこんなに嬉うれしそうにする子は珍しい。

「ホントにごめんね。いつもはいい子なのに、こういうときだけ変にわがままになるの」

「ガムぐらい別にいいよ。傘を貸してもらったのはこっちなんだし」

　智とも宏ひろはそう言って、マヤの頭を撫なでた。こんなにじめじめしているというのに、マヤの銀髪はさらさらに乾いていてとても手触りがよい。

「んーふふふふっ！」

　智宏に撫でられると、マヤはくすぐったそうに身をよじって笑う。

「じゃあ、気をつけて帰るんだよ」

「んー、マヤは大丈夫だよ」

　そう言って去っていくマヤの黄色い傘を見送りながら、智宏はあのとき感じた違和感の正体はいったいなんなのだろうかと心の隅で考えていた。

「どうしたの、智ちゃん？」

「いや……ちょっと変わった子だなって」

「そう？」

　瑞みず穂ほは意外そうな顔で首を傾かしげている。

　どうやら瑞穂はマヤに対して、なにも感じるところはないらしい。

　以前、珠たま枝えに眼力を与えられてから、智宏は妖よう怪かいなどの変なモノが見えるようになった。この眼力は自分ではコントロールが利きかないので、時々、智宏は混乱することがある。

　好この香かたちのようにハッキリと見えているモノならば良いのだが、目の錯覚かと間違えそうな、姿形のはっきりしないモヤモヤしたモノが見えることもある。

　珠枝に相談したところ、よく見えないモノは見られたくないからそうしているのだそうで、無理に見ようとするのは相手に害意を示すことと同じらしい。だからそういったモノは見て見ぬふりをするのが得策なのだそうだ。

　なんとも消極的な対処法で、智宏としては不満であったが、だからといって自分でどうにかできるモノでもない。眼科に行ったところで無駄なことであろう。

　もしかすると、マヤのこともそうした見られたくないモノが関係しているのだろうか？

　智宏はそんなことをぼんやりと考えながら、玄関のドアを開けた。



「こらっ、もっと精魂込めて磨かんか！」

「ひぃ～ん、お姑しゆうとめさんがいじめる～！」

「誰だれが姑だ。この罰当たりめ！」

　ドアの向こうでは、フローリングの廊下を好香が雑ぞう巾きんがけしていた。真っ白の割かつ烹ぽう着ぎ姿が案外と似合っている。その好香の姿を見れば、これぞ日本のお袋さんだと、団塊世代のお父さんたちは懐かしがって涙を流すことだろう。

　そんな好香の尻しりをハタキで叩たたいているのは、Ｔシャツにスパッツ姿でいながら、頭には古風な手ぬぐいを巻いているという、どうにもちぐはぐな格好をした珠たま枝えである。

「…………！」

　その光景に一瞬呆ぼう然ぜんとしていた智とも宏ひろは、ふと我に返ってドアを閉めようとしたが、それはほんの少しだけ遅かった。

　振り返ると、両目を大きく見開きわなわなと震えている瑞みず穂ほの顔がすぐそばにある。

「みっ、瑞穂、落ち着……ぶっ！」

　弁明の言葉を口に出すより前に、智宏の顔面に瑞穂のカバンがふっ飛んできた……



　それからきっかり十五分後。

「――といったわけで、ワシはこやつの性根を叩たたき直してやっていただけなのだ」

「もう、叩かれ過ぎて、おがくずになりそうです～」

　ようやく休憩をさせてもらえた好この香かは、割かつ烹ぽう着ぎのままでぐったりと応接間の座卓に突っ伏している。

　どうやら昨日からずっと珠枝にこき使われていたらしい。

　おかげで家の中は、まるで新築のようにピカピカになっていた。ここまで完かん璧ぺきに掃除をすれば、きっと黒くて足の速い連中も居心地が悪くなって、一家揃そろってどこかへ移住したことだろう。

「な～んだ、そういうことだったの」

　智宏たちの懸命な説得のおかげで、瑞穂もようやく納得してくれたらしい。

「じゃあ、クラスの子たちには私からうまく説明しておくね」

「ああ、頼むよ」

　これで明日からはクラスメイトの態度も元通りになるだろうと、智宏はほっとした。

「けど、好香さんも、あまり智ちゃんをからかわないでくださいね」

　瑞穂は何気ない口調で、好香に軽く釘くぎを刺す。

「あららっ、私はからかっているつもりはありませんよ」

　その言葉に、好香は敏感に反応した。

「え、それってどういうことです？」

「私はいつも本気ってことですけど」

「またまた、そんなぁ」

「いえいえ、どういたしましてぇ」

　表面はあくまで穏やかだったが、見えないどこかでバチバチと火花が飛び散った。そんな急激に高まる緊張感に耐えきれなくなって、智宏がそっと腰を上げようとしたとき――

「たんころり～ん」

　いきなり背中に何者かがのしかかってきた。

「うげっ！」

　そのあまりの重さに、智宏はべちゃっと潰つぶされた。

　首だけ振り返って後ろを見ると、巨大な柿かきが背中に乗っかっている。

　それは瑞みず穂ほのカバンにいつもぶらさがっている、柿の妖よう怪かいたんころりんだ。普段は干ほし柿がきの姿をしているが、その正体は厳めしい力士のような顔つきの巨大柿である。

「な、なんだよおまえ！」

　智とも宏ひろは這はいずってその下から抜けようとするが、そのあとを追うようにごろりとたんころりんも転がってくる。ロードローラーに潰つぶされている気分だ。

「ど、どうしたの、たんころりん！」

　あわてて瑞穂が助けようとするが、たんころりんは素知らぬ顔をして、ぐりぐりと下にいる智宏を押し潰している。さっきまでうんともすんとも言わなかったくせに、雨に降られなくなった途端、これである。

「あらら、たんころりんはやきもちをやいているんじゃないですかぁ？」

「たんころり～ん」

　好この香かの言葉に、熟した柿のような色のたんころりんの顔がさらに赤く染まる。

「や、やだぁ、たんころりん。なんでやいたりするのよ。私と智ちゃんはそんなんじゃないってば！」

　瑞穂も真まっ赤かになって、智宏の上からたんころりんをどかそうと両手で押した。

　すると、たんころりんは逆方向に転がって、今度は瑞穂の腕へと飛び込んだ。

「きゃっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　たんころりんの巨体を、瑞みず穂ほはなんとか両手で抱きかかえた。

「たんころり～ん」

　瑞穂の懐でたんころりんはぷしゅうと空気が抜けたように縮んでいくと、やがていつもの干ほし柿がきの形状に戻った。

「あれあれ、瑞穂ちゃんはモテモテですねぇ～」

　好この香かはそんな瑞穂とたんころりんを横目で見て、ウヒヒッと笑う。

「モテモテって……そんな……ねえ、智ちゃん？」

　手の中のたんころりんと智とも宏ひろを見比べながら、瑞穂はまだ顔を赤らめている。

「……おまえたち楽しそうだな」

　そんな四人の様子をじっと黙って見つめていた珠たま枝えが、ぼそっと呟つぶやいた。

「どこが楽しそうなんだよ！」

　さっきからろくな目にあっていない智宏が反論するが、珠枝の目は冷たい。

「楽しそうに見えるから、楽しそうだなと言ったのだ」

　じと～っとした目で珠枝がこちらをにらんでいる。それはまるで、切り分けたケーキが智宏の分だけ少し大きかったときのような目つきだった。

「なに怒ってるんだよ」

「別に怒っとらん」

　そう言いながらも、珠枝がむくれているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「なんだよ、いきなり瑞穂を連れてきたりしたから怒ってるのか？」

　もしかして、誰だれかを連れてくるのだったら、辰たつ則のりのときのように珠枝なりに準備をしておきたかったのかもしれない。いきなり客を連れてきた旦だん那なを怒る奥さんと同じようなものだろうか？

「そんなことではない」

「あのさぁ、俺おれはいままで瑞穂に冷たくしてきたから、その埋め合わせをしてやりたいんだよ」

　智宏は瑞穂に聞こえないように、珠枝にひそひそと耳打ちをする。

　それを聞いた珠枝はじっと目を閉じてなにやら考えていたかと思うと、いきなり智宏の前に手を差し出した。

「な、なんだ？」

「ケイタイを出せ」

「は？」

「ケイタイだ。わからぬのか、持ち運べる電話のことだ！」

「あ、ああ……それはわかってるけど」

　智宏は制服のポケットに入っていた、自分の携帯電話を珠枝に手渡した。

　珠枝はその携帯電話を上にしたり、下にしたり、ひっくり返したりしていたが、やがてぶすっとした顔で智宏に突き返す。

「もういいのか？」

「使い方がわからん。この番号に電話しろ！」

　珠たま枝えはちょっと顔を赤くしながら、手帳の一ページを切り取ったメモを渡した。そこには見知らぬ携帯電話の番号が書いてある。

　腑ふにおちない部分が多々あったが、やたら不機嫌そうな珠枝に理由を尋ねるのも気が引けたので、言われるがままにその番号を押した。

「ほら、呼び出しているよ」

　プルプルプルッという呼び出し音が聞こえてきたところで、智とも宏ひろは珠枝に電話を渡す。

　すると、珠枝はジロリと智宏を横目で見てから、その電話に耳をあてた。

「もしもし、ワシだ。珠枝だ」

　どうやら相手は珠枝の知り合いらしい。

　智宏が知る限り、珠枝のことを知っている人間は数少ない。

　となると、電話の相手は妖よう怪かいだろうか？

　しかし、携帯電話を持っている妖怪なんているのだろうか？

　いったい珠枝が誰だれと話をしているのか気になって、智宏は珠枝の様子をちらちらとうかがう。すると珠枝はそれに気づいてか、にやっと勝ち誇ったように笑って智宏に背中を向けた。

「うむ、この前のことだがな。いいだろう、協力してやる。なに、近くにいるのか？　だったらすぐに迎えに来い。すぐにだぞ、わかったな？」

　やたらと偉そうに指示したのち、珠枝は通話を切りたいのかぐちゃぐちゃと携帯電話をいじり回してから、智宏に突き返した。

　案の定、通話は切れていなかったが、そんなことはどうだっていい。

「誰と話してたんだよ？」

「おまえには関係ないことだ」

「俺おれの知っている奴やつか？」

「そうかもしれんなぁ」

　いくら智宏が尋ねても、珠枝は思わせぶりな態度でにやにや笑うだけである。

「では、ワシはちょっと着替えてくる。のぞくなよ？」

　やがて、珠枝はそう言い残して、二階の和室へとあがっていった。



「好この香か、おまえ心当たりあるか？」

「ほえ？」

　さっきまで瑞みず穂ほと火花をちらしていたくせに、いつのまにか仲良く二人で麦茶を飲んでいた好香が、間の抜けた声をあげた。

「さっきの電話の相手だよ」

「ああ、珠枝様のですか？」

　好この香かはあまり関心の無い様子で、座卓の上のお茶菓子などをぱくついている。前から思っていることだが、この桜の精には遠慮というものがない。

「妖よう怪かいも携帯を持っていたりするのか？」

「はてさて、私が知る限りは思い浮かびませんけど……携帯電話ってお金がかかるんでしょう？　妖怪ってのは、たいてい貧乏ですからね」

「……なるほどね」

　確かに言われてみれば、携帯電話の契約をする妖怪というのもあまり想像できない。やはりさっきの電話の相手は人間だったのだろう。

「そんな心配することありませんよ。珠たま枝え様だって、子供じゃないんですから」

「そりゃあそうだけど」

　心落ち着かない気分ではあるが、智とも宏ひろも座卓の前にあぐらをかいてお茶菓子に手を伸ばした。

「ねえ、見て見て。手乗りたんころり～ん！」

　瑞みず穂ほが小さくなったたんころりんを手のひらに乗せて見せびらかした。

「たんころり～ん」

　手のひらでたんころりんがコマのようにクルクルと回転している。なんともアホらしくて、心の和む芸だ。

「あははは、たんころりん可愛かわいい～！」

　瑞穂たちの芸に馬ば鹿か受けしている好香の笑い顔を眺めながら、智宏はまた珠枝の電話相手のことを考えていた。



　しばらくして、玄関のチャイムが鳴った。

　おそらく珠枝が呼び寄せた誰だれかだろう。

　その相手が誰なのか気がかりだった智宏は、珠枝よりも先に出てやろうと、小走りで玄関に向かってドアを開けた。

「やっ、こんにちはっ！」

　手に駅前の煎せん餅べい屋の手提げ袋をぶら下げて立っていたのは、このあたりで妖怪の調査をしている国土交通省の役人、楠くすの木き兼かね康やすだった。

「なんだ、あんただったのかぁ～」

　智宏の力が一気に抜けていく。相手が兼康なら、すべては合点がいった。

「これ、つまらないものだけど。みんなで食べてくださいね」

　兼康はお土産用にきれいに包装されたおかきを差し出した。

「珠枝に呼ばれたんですか？」

　おかきを受け取りながら、智宏は尋ねた。

「そうなんですよ。まさかと思ったけど、私の仕事に協力してくれるらしくて」

「危ない仕事じゃないでしょうね？」

「そんなことはないですよ。ただ、ちょっとつかみ所のない相手でしてね。それにしても、最近は『転ぶ』人が多くて困ります」

「転ぶ？」

　梅雨時で水たまりの多い季節だが、そのせいで転ぶ人が増えたとでも言うのだろうか。

　国交省は道路を管轄する役所だそうだから、そんなつまらないことも気にかかるのかもしれない。

「ですが、珠たま枝え様が協力してくださるのなら数日のうちに片付けられそうですよ」

　いきなり呼び出されたにもかかわらず、兼かね康やすはやたらと嬉うれしそうに言った。

　なんでもこのあたりに新しい道路を通すために、地元の妖よう怪かいたちと話し合いをするのが、兼康の仕事らしい。そこで強い力を持つ家神である珠枝に、その仲立ちをお願いしているというのは、智とも宏ひろもちらりと聞いたことがある。もっとも、珠枝は面倒くさがってその頼みを断っていたらしいが。

「おお、来たか、来たか！」

　聞こえよがしの大声をあげて、珠枝が二階から降りてきた。

　着替えたというその服装は珠枝の言うところの正装らしい、例の白装束である。

「おっと、これはこれは……ありがたいお姿で」

　その姿を見た兼康は、いまにも拝みだすのではないかというほどに感激している。

　智宏もその正装は珠枝によく似合っていると思うが、ただ背中に背負っているおきにいりのウサギのリュックは、その和装には絶望的なまでに似合っていないと心の隅で思っていた。

「ふふふ、でぇとだからな。めかしてきたぞ」

　微妙に違和感のある台詞せりふが、珠枝の口から飛び出した。

「「デート？」」

　二人の男はハモりながら問い返す。

「あのぉ、お電話では私の仕事にご協力いただけるということ――」

「ワシとでぇとなのだ！」

　兼康の言葉を、珠枝はぴしゃりと遮った。

「はっ、デートですか。それはもちろん、珠枝様のお誘いとあらば喜んで」

　それでいいのかと、智宏は心の中で突っ込んだが、どうも兼康は珠枝に頭が上がらないらしい。智宏には実感はわかないが、兼康が言うには、珠枝ほど力のある家神というのは滅多にいない、とてもありがたい存在なのだそうだ。

「車で来ただろうな？」

「ええ、いつものセダンですが」

「うむ、車はいいのぉ。なにしろ、歩かないでいいからな。やはりでぇとは車に限る！」

　珠枝は妙に「でぇと」という部分に力を込めて言った。

「はぁ……珠枝様のおっしゃるとおりかと」

「では、今日はふぁみれすに行くぞ」

「ファミレスですか？」

「うむ、あそこの甘かん味みはなかなか美う味まいからな。さすがはふぁみれすだ。こんな近くにあの有名なふぁみれすがあるとはなぁ」

　珠たま枝えがやや自慢げに言っている言葉からは、きっとなにかいろいろと勘違いをしていることが察せられたが、智とも宏ひろは黙っていることにした。よくわからないが、珠枝のとても一生懸命な様子だけは伝わってきて、それに水を差すのは悪いと思ったからだ。

「さて、でぇとに行くか、でぇとに！」

「はい、ご一緒させていただきます」

　兼かね康やすは仕事のことはすっかりあきらめた様子で従っているのだが、肝心の珠枝のほうは口ばかりでなかなか外に出ようとはしなかった。

「……では行ってくるぞ、智宏？」

　ドアの前で珠枝がもう一度振り返る。

「ああ、気をつけてな」

　智宏は笑顔で二人を見送った。

「……！」

　せっかくこっちはにこやかに見送ってやってるというのに、なぜか珠枝はムスッとした顔でドアを乱暴に開けると、兼康を置いてさっさと外へ出て行ってしまった。

「じゃあ、また」

　兼康は苦笑いを浮かべながら会釈をすると、あわてて珠枝のあとを追って外に出た。

「うーん、よくわからん」

　なぜか最近、珠枝の機嫌が悪い。

　また山からの風とやらが悪いとでもいうのだろうか？

　智宏は玄関にひとり立って首をかしげた。

「珠枝ちゃん、かわいそう」

「かなり無理してましたよね、あれ」

「たんころり～ん」

　いつのまにか応接間から、瑞みず穂ほと好この香か、そしてたんころりんまでが顔だけだしてのぞき込んでいた。

「なんだよ、おまえたち」

「珠枝様をあの人と一緒に行かせて良かったんですか？」

　好香は少し責めるような口調で言った。

「そりゃあ、俺おれも兼康さんが珠枝を仕事に利用しようとしているだけなんじゃないかとは思っているよ。けど、そのぐらいのことは珠枝だって判断つくだろうさ」

「いえ、そうではなくてですね……」

「それに、これまでずっと俺のせいで珠枝を家に縛り付けてきたから、これからはあいつが出かけるときは気分良く送り出してやろうと思ってるんだ」　智とも宏ひろはいま自分がいいことを言ったという確信があったのだが、女性陣の反応は惨さん憺たんたるものであった。

「だめだこりゃ」

「やっぱり、珠たま枝えちゃんかわいそう……」

　ふたりは顔を見合わせて、やれやれと首をふっている。

「たんころり～ん」

　そのうえ、たんころりんまで二人の真ま似ねをしてその巨大な顔を左右にふってため息をついていた。

「な、なんだよ～っ！」

　いつのまにか仲良くなっている好この香かと瑞みず穂ほは、二人して「鈍感」「冷血」「朴ぼく念ねん仁じん」と、智宏のことを責め続ける。智宏が反論しようとしても、結託した二人はそれを許してくれなかった。

　ただ、それでも二人が火花を散らしているよりはマシなので、智宏は納得できなくとも、黙ってその責め苦に耐えることにした……



    

  
    
      
第二章　コヒロの休日





　その日、智とも宏ひろはひとりで土曜の午後を過ごしていた。

　瑞みず穂ほの説得のおかげで、智宏に関する馬ば鹿からしい噂うわさは沈静化してくれた。噂の発生源である辰たつ則のりが、今日は欠席していることも幸いしたのだろう。

　休みと言えば、本ほん間ま先生もまた休みだった。若くて美人の本間先生はクラスの男子みんなの人気者で、特に辰則は先生のことを気に入っていたようだった。本間先生にやたらと難しい質問をして困らせるという悪戯いたずらを思いついたのも辰則だったが、あれは絶対に好きな子をいじめる子供の発想である。

「まさかあの馬鹿、先生が休みだからって学校をさぼってるんじゃあないだろうな……」

　そんな独り言を呟つぶやきながら、智宏はエアコンの利きいた応接間の畳の上にゴロリと大の字で寝ころんだ。

　あの日、珠たま枝えが兼かね康やすと「でぇと」とやらに出かけてから二日が経過していた。

　珠枝が二、三日家を空けるのは、前からよくあることなので智宏はそれほど気にはしていなかった――というのは嘘うそで、内心ではどこかで悪い妖よう怪かいにでも襲われているのではないかと気をもんでいた。

　以前のように自分でも制御できない焦燥感に襲われるようなことは無かったが、それでも心配なものは心配である。

　天井の板目を眺めながらぽんやりとしていると、どんどん珠枝のことが気になってくる。好この香かでも遊びに来れば気も紛れるだろうが、こういうときに限ってやってこない。

　しんと静まりかえった部屋に、エアコンが風を送る音と、ずっと降り続けている雨音だけが聞こえてくる。

　なにをするでもなく、やがてうとうとしていた智宏だったが、誰だれかがドアを叩たたく音ではっと目が覚めた。

　この家の玄関にはチャイムがついているので、ノックをする客は珍しい。

　もしかして、居眠りしていてチャイムに気づかなかったのだろうかと、智宏はあわてて玄関に行ってドアを開けた。

　ドアのすぐ前に立っていたのは、黒ずくめの長身の女性。傘を持っていなかったようで、頭の上からスカートの裾すそまでびっしょりと濡ぬれてしまっている。

「え、えっと……コヒロだっけ？」

「こんにちは、稲いな村むら様」

　コヒロは兼康の妹である真ま希きといつも一緒にいる妖怪である。

　前輪にわがまま、後輪に早とちりを装着した暴走バイクのような真希を制御するブレーキ的な存在で、彼女がこうしてひとりでいることは珍しい。

　智とも宏ひろはよく知らないのだが、コヒロの正体は八や咫た烏がらすというカラスの妖よう怪かいらしい。そのせいなのか、いつも黒い服を着ており、珠たま枝えなどは彼女のことを黒助と呼んだりする。

「どうしたんだ。真ま希きも一緒なのか？」

　その問いに、コヒロは首を横に振った。

　てっきり真希が珠枝に喧けん嘩かでも売りに来たのかと思ったが、そうではないらしい。

「じゃあどうして？」

「今日は休暇なのです。それでお話をしに来ました」

　コヒロは抑揚のない口調で無表情のまま答える。

　その言葉の意味を理解するのに、智宏はしばらく時間を要した。

「えーと、つまりは遊びに来たってこと？」

「そうです。お邪魔でなければ」

　相変わらずコヒロは無表情のまま、じっとこちらを見つめている。

　珠枝や好この香かと同様に、外見は人間そっくりのコヒロだが、一点だけ大きく異なる部分がある。それは半紙に落とした墨汁のような、光の無い瞳ひとみである。

　智宏はそんなコヒロの目が苦手だった。

　まるで、すべてを見透かされているような気分になるからだ。

　事実、コヒロの眼力はプライドの高い真希でさえ認めるものである。

　智宏はその視線を避けつつ、コヒロの姿を見た。

　濡ぬれた身体からだからは、ぽたぽたと水滴が落ちている。外はまだ雨が降っているようだし、このまま追い返すのはあまりに心が痛む。

「いいよ、あがっていけよ」

「ありがとうございます」

「いまタオルを持ってきてやるから、身体を拭ふけよ」

「いいえ、お構いなく」

「いや、だけど……」

　妖怪にとってはどうなのかは知らないが、濡れ鼠ねずみの格好で家に上がられるのは智宏としてはちょっと困る。

　そんな智宏の心境を察してか、コヒロは言葉を続ける。

「すぐに乾きますから」

　そう言って、コヒロは両りよう肘ひじを左右に上げると、タイトスカートをはいた腰をくいくいっと軽快な動作で振った。

　見た目はクールな大人の女性であるコヒロが、至極真面目まじめな顔をしてそんな動作をするのはとても奇妙な感じがしたが、それよりもっと驚くことが起きた。

　コヒロが腰を振った途端、彼女の身体から水滴が一斉にバシャーッと真下に落ちたのである。

「これで乾きました」

　カラッと乾いているというわけではないが、確かにもう雨水はどこにもついていない。

「す、すげーな！」

　これまで妖よう怪かいたちのいろいろな能力を見てきた智とも宏ひろであったが、これにはあらためて驚かされた。なんというか、実生活で役に立ちそうで、やっぱりあまり役に立たなさそうなところが、妙に智宏の心の琴線に触れた。

　智宏がしきりに感心していると、コヒロは驚いたように両の目を見開く。

　ほとんど感情をあらわにしないコヒロが、そんな表情をするのは珍しい。

「コツは尾羽に水滴を集めるように振ることです」

　コヒロはいきなり後ろを向いて、秘技・水滴落としの講義を始めた。

　コヒロのおしりには短い羽のようなものが突き出ている。最初、服の飾りかと思ったが、ぴこぴこ動くことからして、これは鳥の尾羽部分らしい。

　智宏の前で、コヒロは熱心に尾羽と腰を振る仕草をする。

「い、いや……ありがたいけど。ちょっと俺おれには無理かも。尾羽とか無いし」

「そうですか？」

　智宏がそう言うと、コヒロはぴたりと腰を振るのをやめた。

　見開かれていた目も、いつもの大きさに戻っている。

　そのときのコヒロがなんとなく残念そうに見えたのは、たぶん智宏の気のせいではないだろう。



　とりあえず、コヒロには応接間にあがってもらったのだが、座卓の前にちょこんと正座をしたっきり、びくとも動かないで正面を見据えている。

　智宏が麦茶とお茶菓子を取りに行って戻ってきても、まったく姿勢に変化は無い。きっと智宏が席を外している間も、微動だにしないで待っていたのだろう。

「どうぞ」

　珠たま枝えのように供えたものしか食べないタイプだと面倒なので、きちんとコヒロの前に差し出してやった。ちなみにお茶菓子に出したおかきは、一昨日おととい、兼かね康やすが手土産に持ってきたものだったりする。

「ありがとうございます」

　コヒロはきっちりと礼を言ったが、そのあとは手もつけようとはせずにジッと智宏のほうを見つめているだけだ。そんなコヒロの目が苦手な智宏は視線をさまよわせながら、なんでこういうときに限って珠枝や好この香かがいないんだと思っていた。

「……で、話ってなんなんだ？」

　いつまで待ってもコヒロが話を切り出してこないので、しびれを切らして智宏のほうから口を開いた。

「話というと？」

「話があるから来たんだろ？」

「いいえ、お話をしたいから来たんです」

　コヒロには、こちらをからかっている素振りは見られない。いつもの通り、これ以上はないというほどの真顔である。

「あ……そう」

　話はしたいが、コヒロから提供する話題はないらしい。

　智とも宏ひろはぐったりとしながらコヒロの顔を見た。

　それは、どう見てもおしゃべりを楽しむという雰囲気ではない。無理に形容するなら、じゃがいもに生えた芽を見つめているような顔だった。

「えーと、じゃあコヒロと真ま希きの関係とか教えてくれよ」

　それほど聞きたいことでもなかったが、こちらから話をふらなければコヒロはずっと黙ったままだろう。智宏はこれ以上、この重い沈黙の空気には耐えられなかった。

「私は真希様の目付役です」

「目付役？」

「真希様を危険から守ったり、助言をしたり、禁きん呪じゆの使用を咎とがめたりするのが、私の役目です」

「それってよくある使い魔とかそういう奴やつなのか？」

　智宏はロールプレイングゲームなどに登場する、主人公の代わりに戦うモンスターのことを思い浮かべた。

「使い魔とは違います。契約はしていますが、主従関係はありません」

「ふ～ん」

　よくわからないが、完全に真希の手下というわけでもないらしい。そう言えば、前に頭に血が上って暴走した真希を、コヒロが空手チョップで気絶させたことがあった。智宏のイメージでは、使い魔は主人に対してあんな暴挙には出ない。

「今日は契約で約束されている休暇日ですので、いまここにいるのは真希様とは無関係のことです」

「あいつの世話は疲れるだろうから、そりゃあたまには休みたくなるよな」

「おっしゃるとおりです」

　コヒロが真面目まじめな顔で答えたのが面白くて、智宏は思わず大笑いをした。

「なにかおかしなことを言いましたでしょうか？」

「いや……悪い。なんかツボに入っちゃって」

　そんな智宏に、コヒロはちょっとだけ目を大きくする。

　いま気づいたことだが、どうやらコヒロは感情が変化すると目を見開く癖があるようだ。わかりづらくはあるがコヒロにも感情の動きがあるのだとわかると、智宏はいままでよりはずっと話しやすくなった気がした。

　やがて、コヒロへの苦手意識がだいぶ消えてきたころ、智宏はなにやら畳の上をうろうろしているモノがいるのに気づいた。

「あれ、こいつらって？」

　いつのまにか現れて、畳の上をうろちょろしていたのは、頭には白い頭ず巾きんを被かぶり、背中に「縛」の文字が染められたはっぴを着た小人たちである。小人たちは手分けをしてコップの底に細い鎖のついた、糸電話のようなものを運んでいた。

「んーんー！」

　そんな小人たちはそのコップをさかんにコヒロに差し出しているのだが、彼女のほうは小人たちのことは完全に無視していた。

「……おい、真ま希きの小人たちが来てるぞ？」

　智とも宏ひろはこの小人たちのことを知っている。真希が縛鎖と呼ぶ術を使用するときに、地面から鎖を持って現れる小人たちだ。以前、智宏もこの術をかけられたことがある。

「知っております」

　コヒロは当然のことのように答える。

「なんかコップみたいなのを差し出してるけど……？」

「これは真希様からの呼び出しです」

「やっぱり、これって糸電話なのか」

　小人たちはコップを持って、コヒロのまわりをうろうろしたり、座卓の上にのぼって顔の正面に差し出したりと、懸命に努力しているのだが、コヒロは取り合おうとはしない。



    

  
    
      



    

  
    
      「あのさぁ、出てやれば？」

「いまは休暇中ですので」

「いや、そうだろうけどさぁ」

　そうは言っても、目の前でこうもうろうろされては落ち着かないし、なにより小人たちが可哀かわい相そうだった。

「おい、俺おれに貸してみな」

　しかたないので智とも宏ひろは小人たちに手を差し出した。

「ほーほー？」

「ふーふー？」

　小人たちは顔を見合わせて、笛の音のような言葉で話し合っていたが、やがて決心したのか智宏に糸電話のコップを差し出した。

　しかし、これで本当に話せるのだろうか？

　いまさらながら、智宏は疑問を感じた。

「あー、もしもし？」

　半信半疑でコップに話しかけると、予想外の大音量で声が聞こえてきた。

「なぁ～にやってるのよ。呼んだらさっさと出なさ～いっ！」

　このいきなりの怒声は、間違いなく真ま希きの声である。

「もしもし、俺だよ。稲いな村むらだけど」

「ああん、なにあんた……もしかして、智宏？」

「そうだけど」

「なんであんたが出るのよぉっ！」

　それは、いままでで最大の怒鳴り声だった。

　鎖を支えていた小人たちも、その声の大きさに揃そろってブワワ～ンと振動している。

「しょうがないだろ。コヒロが出ないんだから！」

　さっきの怒鳴り声でキーンと耳鳴りがしていたが、智宏も負けじと大声で言い返した。すると、また小人たちがブワワ～ンと震える。

「出ないってどういうことよ！」

「休暇だから出たくないってさ」

「なんですってぇ！　ちょっとコヒロとかわりなさい！」

「わぁったよ！」

　いい加減、耳がジンジンしてきたので、智宏はコップをコヒロに突き出した。

「私は休暇中ですので」

　コヒロはコップを受け取りもせずに、顔だけ近づけて喋しやべった。

「急な仕事が入ったの。いいからすぐに来なさい！」

「休暇中ですので」

「だから、仕事が入ったって言ってるでしょ！」

「休暇中……」

　二人の会話は完全に平行線だ。

　真ま希きの暴投しか投げられない会話センスは承知していたが、それに対してコヒロもなかなか頑固である。このまま二人の言い合いを聞いているのも馬ば鹿からしいので、智とも宏ひろは会話に割って入った。

「休みなんだからしかたないだろ。仕事ならおまえだけで行けよ」

　コヒロの味方をするわけではないが、さっきから一ミリも腰を動かしていない様子からして、彼女が真希の言葉に従うことは絶対になさそうに見える。

　となると、真希に引いてもらうしかないのだが――そちらもとても無理な気がする。

「ひとりでやれるならやってるわよ。だいたいなんであんたがしゃしゃりでてくるの！」

「しゃしゃりでて……って」

　人の家で大声を張り上げておいて迷惑かけているのはそっちだろうという言葉を、智宏はごくりと飲み込んだ。余計なことを言って、怒りの矛先を向けられるのはごめんだ。

「いま、あんたの家よね。わかった。すぐ行くから覚悟してなさい！」

　そう言い残すと、いきなり真希からの声は聞こえなくなった。

　小人たちはようやく仕事が終わったといった顔をしながら、コップを畳の中にずぶずぶと沈めていく。いったいどういう仕組みになっているのだろうか？

「真希が来るって」

「ご迷惑おかけします」

　智宏がうんざりした顔で言うと、コヒロは深々と頭を下げた。

　迷惑だとわかっているなら、真希の仕事につきあってやってくれとも思ったが、同時に少しだけコヒロに同情する気持ちにもなった。あのワガママハイテンションの真希と年がら年中一緒にいたら、コヒロだってたまには休暇も取りたくなるだろう。

「ほーほー」

　ふと気づくと、持ってきていたコップや鎖を畳の下に片付け終わった小人たちは、すぐに帰るわけでもなく、そのまま応接間に残ってウロウロしていた。

「ほーほー」

　そのうちの一人がこそこそと座卓の上によじ登って、中央に置かれたお茶菓子のおかきに手を伸ばそうとしている。その仕草がなんとなく可愛かわいくて微笑ほほえましかったので、智宏は気づいていないふりをしながら横目でその様子を見ていた。

「いけません」

　もう少しでおかきに手が届くというところで、突然、小人の目の前にコヒロが何か黒くて鋭いモノを突き立てた。

「ほーっ!?」

「なっ!?」

　智宏と小人は揃そろって驚きの声をあげる。

　よく見ると、突き立てられたのはコヒロの指だった。それは鋭く黒いかぎ爪づめを生やしたカラスのモノに変へん化げしている。

　その恐ろしげな爪つめに、小人は腰を抜かしたように座り込んでがたがたと震えている。

「おいおい、そんな意地悪するなよ」

「意地悪？」

　コヒロはかぎ爪を元に戻しながら、表情は変えることなく少しだけ首をかしげた。

「おかきぐらい食べさせてやれよ」

「甘やかすと、つけあがります」

「そんな……つまみ食いぐらいいいじゃないか、なあ？」

　智とも宏ひろはおかきをひとつ取ると、座卓の上で腰を抜かしている小人に手渡してやった。

「ほー？」

　小人はおかきを両手に抱きかかえて、智宏のほうを見上げている。

「食べていいよ」

「ほーほー！」

　どうやらこっちの言葉はわかるらしい。さっきまで震えていた小人は、おかきを両手で高々と掲げながら、仲間たちのほうに駆けていった。

「ふーふー」

「んーんー」

　おかきをゲットした小人を仲間たちは輪になって取り囲んでいる。まるで宝物を手に入れた英雄といった様子だ。

「稲いな村むら様はお優しいですね」

「おかきひとつで大げさな。それにあれは兼かね康やすさんからの土産だし」

「そういうことを申し上げているのではありません。私たちのような存在と、あのように自然に接することができるところが素晴らしいのです」

　そう言って、コヒロはまた自分の手をかぎ爪に変化させた。

「普通の人なら、こんなモノは忌み嫌うはずです。もちろん、それは悪いことではありません。異質なモノを避けるのは生き物として当たり前のことです。だからこそ、私と真ま希き様は互いを契約で縛り合っているのです」

　いままで無口だったのはなんだったのだと思うぐらい、急にコヒロは雄弁に語り出した。

「最初にお会いしたときもそうでした。稲村様は桜の精を身体からだを張ってまで守ろうとしていました」

「あれは……あの場にいれば誰だれだって普通はそうするだろ？」

　コヒロや真希と最初に出会ったのは、二人が誤解から好この香かを退治しに来たときだった。

　そのとき、智宏は真希から好香を守ってやろうとしたのだった。もっとも、結局はあまり役に立たなかったのだが……

「そのことを普通だと思えるところが素晴らしいのです。ですが、それは私たちのようなモノから見ての話です――きっと、真ま希き様はそれを嫌うでしょう」

　コヒロはよどみの無い口調でそこまで話すと、また貝のように口をつぐんでしまった。

　いったい何を考えているのか、その表情から読み取ることはできない。

　智とも宏ひろはなんと答えていいのかわからず、ただじっと座卓の上のおかきを見つめていた。

「ふーふー」

「んーんー」

　気づくと智宏のまわりに小人たちが集まっている。

　どうやらおかきをおねだりしているらしい。

「あなたたち……いいかげんになさい」

　そんな小人たちを見て、コヒロの目がすうっと細められた。

　コヒロの両手が金属がきしむような音をたててかぎ爪づめに変化し、長い黒髪がざわつきながら翼のように両側に広がっていく。息が苦しくなるような禍まが々まがしい気配が部屋中に充満して、ガラス窓がビリビリと振動した。

「ほ、ほほーっ！」

　智宏のまわりにいた小人たちは、我先にと逃げ出すが、コヒロの広がった髪がそれをヘビのように追いかける。

「ま、待て！　ひとりだけにあげたら不公平だろ。みんな平等。これが民主主義！」

　怒りをあらわにしたコヒロの迫力に、なぜか智宏まで涙目になって弁明をする。

　そして、智宏は座卓のおかきを両手でつかんで、部屋にいる小人たちにひとつひとつ配っていった。

「な、これでみんな一緒だ！」

　智宏は最後のひとつを、コヒロにも手渡した。

「一緒？」

　コヒロは手の中のおかきと、小人たちを交互に見ている。

　幸いなことにコヒロの怒りは静まったようで、いつもの物静かな表情に戻っていた。

「ほーほー」

「ふーふー」

　おかきをもらった小人たちは大喜びだった。さっきまであんなに怯おびえていたのに、現金な連中である。

　さっそくポリポリ食べ始めたり、大きさを比べっこしたり、仲間のおかきを横取りしようと引っ張りあいをしたりと、まるで保育園のような大騒ぎっぷりだ。

　やがて、おかきを食べ終わった小人たちは、思い思いにくつろぎはじめた。中には智宏の膝ひざの上に乗って居心地良さそうにくつろいだり、もそもそと背中をのぼろうとするモノまでいる。

「甘やかすと、このようにつけあがります」

　コヒロは自分の膝に乗ろうとした小人をひょいとつまみ上げ、そっと畳に下ろしながら呟つぶやいた。

「いいじゃないか。楽しくて」

　背中の登山に成功して満足げな顔をしている小人を頭に乗せたまま、智とも宏ひろは笑った。

　無邪気にはしゃぎまわる小人たちは可愛かわいいし、こういう騒がしい雰囲気は嫌いでない。

「……お優しいのですね」

　コヒロは智宏にもらったおかきを両手で包み込むと、少しだけ頬ほおをゆるめた。

　それはとてもとてもぎこちない微笑ほほえみだったが、智宏にはコヒロの気持ちが良く伝わってきた。

　そして、今日、コヒロと話ができて良かったと思った。



　　　　　◆◇◆



「なんでタクシーが来ないのよ！」

　勝手に玄関のドアを開けて、どかどかと上がり込んできた招かれざる客は、いきなりお門違いな文句を智宏にぶちまけた。

「タクシーなんて駅前しか走ってねーよ」

「まったく、なんて田舎なの！」

　あの電話から三十分ぐらい経たってから、ようやく真ま希きはやってきた。

　どこから来たのか知らないが、ジーパンの裾すそから膝ひざあたりまで濡ぬれて色が変わっているところからしてタクシーを待ちきれずに歩いてきたのだろう。

「タオル貸してちょうだい。おかげでびしょ濡れよ！」

「ふん、腰を振れば乾くんじゃないのか？」

「腰、なにそれ？」

「腰を振ると、稲いな村むら様が喜びます」

　きょとんとしている真希に、コヒロは座ったまま腰をクイクイと動かして言った。

「……あんたたち、二人で何してたのよ？」

　真希はじと～っとした目で智宏をにらみつける。

「別に変なことはしてないぞ！」

　雲行きが怪しくなってきたので、智宏はあわててタオルを取りに洗面所へと向かった。

　すっかり懐いてしまった小人が何人かついてきたので、タオルを渡してみると、それを持ってとてとてと応接間のほうに戻っていく。

　真希は小人たちからタオルを受け取ると、冷ややかな目で彼らをにらみつけた。

「で、あんたたちはここで何してるの？」

　真希ににらまれた小人たちはぎょっとした顔をして、あわてて畳の中へと消えていく。

　あれだけ騒々しかったのに、嘘うそのように部屋は静かになった。

「なんだよ、帰っちゃったのか」

　智とも宏ひろは少しだけ名な残ごり惜しそうに言った。

「ああいうのは用が済んだら、すぐに帰すモノなの。でないと、つけこまれるんだから」

「そういうもんなのかね」

　前から思っていることだが、妖よう怪かいたちに対する真ま希きの態度はいつも厳しい。

　さきほど、コヒロが言った「真希様はそれを嫌うでしょう」という言葉通りだ。

　妖怪退治が仕事の祈き祷とう師なのだから、それも当然のことなのかもしれないが、智宏にはそれがちょっとだけひっかかった。

「さあ、コヒロ行くわよ。もう十分に休んだでしょ？」

「私は休暇中ですので」

　相変わらずコヒロはそれしか言わない。

「なによ、いつもなら休暇なんて気にしないくせに。どうしちゃったのよ？」

　どうやらコヒロが休暇に執着することは珍しいことらしい。てっきりそういう杓しやく子し定じよう規ぎな性格なのだと思っていたが、それは智宏の勘違いだったようだ。

　いつも強気の真希も、そんなコヒロの頑固な態度に困り顔をしている。

「今日は稲いな村むら様とお話をする日なんです」

　コヒロは淡々とした口調で答える。

「こいつと？　話を？」

　真希は本当の敵を見つけたとばかりに、もの凄すごい目つきで智宏のほうを見た。

「いや……俺おれは……」

　なにもやましいことはないのに、なぜか言葉が詰まってしまう自分が情けない。

「どういうことなの、説明してくれる？」

「だから、コヒロが勝手に……」

「稲村様は素晴らしいかたです」

　絶妙のタイミングでコヒロは口を挟む。

　もしかしてわざとやっているのではないかと、智宏は恨めしそうにコヒロを見るが、そんな邪心は無さそうに見える。しかし、これが天然だとすれば、なお始末に悪い。

「ふーん、じゃあ今日はこいつと一緒にいるってわけだ」

　すぐにキレるかと思ったが、真希の口調は案外と冷静だった。

「その通りです」

「だったら、こいつを連れて行けば、あなたも一緒に来るってことね」

「……その通りです」

「聞いての通りよ。すぐ出かけるわよ」

　真希はいくつかの過程を飛び越して、決定事項を告げた。

「なんで俺が！」

「文句言ったら、あんたがコヒロと二人でいちゃついていたことを瑞みず穂ほにチクるからね」

　そう言って、真希はパンクっぽい銀色のシールがべたべたと貼はってある黒い携帯電話を取り出した。

「なんで瑞みず穂ほに？」

「知らなかった？　この前の件以来、私たちメル友なのよ」

　真ま希きは勝負あったとばかりに、ニヤリと勝ち誇った顔で笑う。

　智とも宏ひろはコヒロをちらりと見たが、彼女に援護を求めるのは無理な話のようだ。

「……わかったよ」

　どうやら、ここは自分が折れるしかないようだった。

　コヒロは自分のことを素晴らしいとか言うが、もしかして単に流されやすい性格なだけなのではないかと、智宏は自問自答をした。

「そう言えば、あんたのところの生意気な家神はいないの。ついでだから、あれも連れていくわよ。霊格は高いみたいだから、なにかに使えそうだし」

「珠たま枝えは出かけてるよ」

　真希に「あれ」とか「ついで」呼ばわりされたことを知ったら珠枝は激怒するだろうなぁ、などと思いながら智宏は答えた。

「家神のくせに？」

「もう珠枝には、家にいろとかうるさいことは言わないようにしているんだ」

「家神なんて家に閉じこめておかないと、他ほかの家に福を持っていかれるかもよ」

「大丈夫だろ、珠枝なら」

「まあ、あんたの家のことなんだから、私はどうでもいいんだけど――って、まさかあいつ、またお兄ちゃんと一緒なんじゃないでしょうね!?」

「し、知らねーよ！」

　真希の剣幕に圧倒され、智宏は思わず嘘うそをつく。

「全然、連絡取れないし……いったい何してるのかしら？」

「連絡が取れないって、兼かね康やすさんと？」

「そうよ。コヒロが休みだったから、二人で退治に行こうと思ってたのに」

　真希は苛いら立だたしげに親指の爪つめを噛かむ。

　兼康と連絡が取れないというのは、智宏も気がかりだった。何か危険な目に遭っているのだとしたら、珠枝も巻き込まれている可能性がある。

「いつから取れないんだよ？」

「四十分前からよ」

「え、四十分？」

「そうよ、四十分も連絡が取れないの！」

　そう言いながら、真希は手に持っていた携帯電話でどこかに電話した。

「……やっぱり留守電になってる」

「くだらねぇ。どっかでメシでも食べてるんじゃねぇの？」

「お兄ちゃんは、どんなときでも私の電話には出てくれるの！」

　真ま希きは携帯電話を閉じると、乱暴にズボンのポケットに突っ込んだ。

「あれっ、もしかしておまえってブラコン？」

「なっ、なに言ってんのよ。私のどこがブラコンなのよ」

「いや、いままでの様子を見て、普通にそう思ったんだけど」

「あっ、あんなお兄ちゃんいなくたって、私だけでも軽くかたづけられるわよ！」

　真まっ赤かになって真希は反論する。

「さっきの電話では、ひとりじゃあ無理だとか言ってた気がしたけど……」

「うっさいわね。あんたも連れていってあげるんだから、少しは役立ちなさいよ。その眼力ぐらいしか取り柄がないんだから！」

　無理矢理連れていくことにしておいて、よく言うとも思ったが、真希のブラコンっぷりが見ていて面白かったので、智とも宏ひろは突っ込むのをやめておいてやった。



　　　　　◆◇◆



　この土地のタクシー事情を学んだ真希は、今度はタクシーを電話で呼びつけ、妖よう怪かいに取り憑つかれた人がいるという家へと向かった。

　いまこのあたりでは、完成までに十年はかかるという大規模な道路工事が行われている。そのため、山に住んでいる妖怪たちが工事の邪魔をしたり、人里に降りてきて騒ぎを起こしたりすることがある。

　地域住人に迷惑をかけてしまっては道路事業自体に影響を及ぼす可能性があるため、国土交通省では妖怪に関する専門家である、兼かね康やすや真希を派遣しているのだそうだ。

「今度の妖怪はそんなにやっかいな奴やつなのか？」

　タクシーの車内で智宏は真希に尋ねた。

「妖怪に取り憑かれた人を診みた病院から通報をもらったんだけど、症状を聞いてもどんな妖怪なのかいまいちわからないのよ。もしかするとヤマイヌに取り憑かれているのかも」

「ヤマイヌ？」

「ちょっと前、このあたりで白い犬の妖怪を見かけたの。私は初めて見たんだけど、たぶんあれはヤマイヌよ」

「どんなやつなんだ？」

　化け猫は聞いたことはあるが、化け犬というのは聞いたことがない。智宏にはそのヤマイヌというモノが、どんな妖怪なのかいまいち想像つかなかった。

「人のあとをつける妖怪でね、古くから山にいる霊格の高いモノよ」

「あとをつけてどうするんだ？」

「転んだ人間を食べるらしいわね」

「食べるって……ずいぶんとヤバイ奴だな。さすがに、そんなのが相手だと、おまえじゃあどうにもならないってことか」

「そうね……さすがに相手が悪いわ。だからお兄ちゃんやコヒロに手伝ってもらおうと思ったんだけど――って、別に相手がなんだって、私ひとりでも大丈夫なんだからね！　ただ、用心のためにあんたたちを連れて行くだけで」

「ああ、そうかいそうかい」

　真ま希きの強がりにはもう慣れっこなので、智とも宏ひろは適当に相づちを打った。

　しかし、妖よう怪かいの専門家である真希にも正体がわからない妖怪というのは、少し智宏も気にかかった。これまであまり人に害を為なすという妖怪に出会ったことがないので、怖いモノ見たさという気持ちも少しだけある。

「ええと、いただいた住所ですと、そこの家がそうですね」

　タクシーの運転手が、ある一軒の家を指さした。

「おい……あそこに妖怪がいるのか？」

「病院からの連絡ではそうらしいけど。どうかした？」

「あれって、辰たつ則のりの家だぞ……」



　智宏は辰則の家には何度も遊びに来たことがあり、親とも顔見知りである。

　いったいどんな顔をして訪ねればいいものかと気が重かったが、真希のほうはそんな智宏の気持ちなど無視して、勢いよくチャイムを何度も鳴らした。

「それにしても、あんたの友達は妖怪に縁があるわね」

「言うなよ。俺おれのせいじゃないかって、マジで心配してるんだから」

「あまり気にしないことね。縁って言ってね、こういうことって重なるものなのよ」

　珍しく真希は励ますようなことを言ってくれる。

　もっとも、元をただせば道路工事がすべての原因のような気もするので、それを誤ご魔ま化かすためにそんなことを言っているのかもしれない。

　しばらくして玄関のドアが開くと、中から辰則の母親が出てきた。

「あら、稲いな村むら君。もしかして、辰則のお見舞いに来てくれたのかしら？」

「いや……そういうわけじゃないんですが」

　以前、瑞みず穂ほが妖怪に狙ねらわれたときのことを、智宏は思い出していた。

　あのときの瑞穂の母親はひどく心配した様子でやつれていたが、辰則の母親は智宏が思っていたよりも元気そうだった。

「せっかく来てくれたのに悪いんだけど、どうも辰則は病気じゃあないらしいのよ」

　そう言いながら、辰則の母親はなぜかばつの悪そうな顔をする。

「で、私が病院からの依頼を受けてやってきたというわけよ！」

　智宏をずいっと押し退のけて、真希は胸を張って言った。

「あらあら、じゃあ、あなたがお医者様が言ってた専門のかた？」

「国交省から来たわ。妖怪のことだったらまかせてちょうだい」

　真希はそう言いながら、国土交通省の名刺を差し出した。

「すみませんねぇ。うちの馬ば鹿か息むす子このために」

「で、こいつらは私のお手伝いだから、気にしないでね」

　そう言って、真ま希きは智とも宏ひろとコヒロを指さす。

「稲いな村むら君、こんなアルバイトをしてたの？」

「ま、まあ、そんなもんです。それより辰たつ則のりは大丈夫なんですか？」

「ええ、元気なことは元気なのよ。部屋に閉じこめておくのが大変なぐらいだから。まったく、あんなみっともない格好で外に出ようとするんだから困った子よ」

「みっともない？」

　真希と智宏は二人揃そろって首をかしげたが、とりあえずは辰則の様子を見せてもらうことにした。



「おおい、辰則。入るぞ～？」

　智宏は辰則の部屋の襖ふすまを開けた。

「おおっ、なんだ遊びに来たのか？」

　辰則は敷きっぱなしの布団の上に座ってゲームをしていた。この前買ったと言っていた新製品のサッカーゲームである。見たところは元気な様子だったが、その姿を見れば、すぐに辰則の母親の言っていたことがすべて理解できた。

「ぬ、ぬらりひょん!?」

　驚きの声をあげたのは真希だった。

　ぬらりひょんという名前の妖よう怪かいは、智宏も聞いたことがある。

　巨大な頭を持った老人の姿をしていると言われる妖怪である。

　確かに、いまの辰則はそのぬらりひょんに通じるものがあった。

　そう――辰則の頭は、まるで少しだけ空気の抜けただらしない風船のように巨大に膨らんでいたのだ。

「大丈夫なのか、おまえ？」

　その辰則の異様な姿に驚きを隠さない真希よりも、智宏のほうが少しだけ冷静だった。なぜなら、智宏の目にはそれほどその頭が禍まが々まがしいモノには見えなかったからだ。

「みんな大げさなんだよ。ちょっと腫はれてるだけだろ？」

　辰則はコントローラーから手を離すと、巨大な頭をふにょふにょと触った。

「ちょっとって……」

　それは別に強がって言っているわけではなく、辰則は本気でそう思っているらしい。

「それより、その人たちは？」

　辰則はいままで座布団代わりにしていた布団を、いそいそと片付けながら尋ねる。

「ああ、おまえの頭を治しに来たんだ。これが真希で、この人はコヒロって言うんだ」

「ちょっと、なんで私が『これ』扱いなのよ。コヒロのことは『この人』とか呼んでるくせに！」

「いちいち細かいこと気にするなよ」

「気にするわよ。あんた私をなんだと思ってるの？」

「それを言うなら、おまえだって俺おれのことを物扱いしているくせに」

　そんな風に二人が言い争っていると、コヒロが智とも宏ひろの肩をつついた。

「どうした？」

「お友達の様子が」

　コヒロはいつもの無感情な口調で言った。

「え……うわっ？」

　なんと、辰たつ則のりの頭がさっきよりもムクムクと膨張を始めており、すでにさきほどよりふたまわりぐらい大きくなっていた。

　しかも、当の本人はそれに気づいていないようで、真ま希きたちへの体面を気にしてか、散らかしっぱなしの部屋の片付けに忙殺されている。

「おいっ、辰則！」

「なんだよ？　いま座れる場所を作るから、おまえはその子と仲良く喧けん嘩かしてろ」

「いや、そうじゃなくて……頭が……」

　ようやく頭の膨張は収まったが、その大きさは智宏が両手でやっと抱えられるかどうかというほどになっていた。ただ、その頭の比重は軽いらしく、完全に中の空気が熱せられていないときの熱気球のような半端な感じで空中に浮いている。

「おまたせ。まあ、汚い部屋だけど、どうぞどうぞ」

　ようやく辰則的に女性を入れて問題ないだろうぐらいに部屋が片付いたらしく、この場で当事者のくせに一番のんきな様子で手招きした。

「コヒロ、あれってぬらりひょんなのかな？」

　智宏の後ろに立っているコヒロに、真希は耳打ちをした。

「私はぬらりひょんという妖よう怪かいには会ったことがないのでわかりませんが」

「そうなの。結構、有名なのに？」

　真希は意外そうな顔をする。

「古い絵に描かれているだけで、その正体は不明とされています。楠くすの木き家の記録でも、ぬらりひょんに出会ったというものはありません」

「じゃあ、私が初めてってこと？」

「私としては、そもそもぬらりひょんという妖怪そのものが存在していないのではないかと思いますが」

　興奮気味の真希とは対照的に、コヒロは冷静な口ぶりで答える。

「けど、あそこにいるじゃない」

「姿が似ているだけで、別の妖怪の影響かと……」

「じゃあ、なんなのよ。あの変な頭はヤマイヌに取り憑つかれたせいなの？」

「申し訳ございませんが、それも私にはわかりかねます。この土地のヤマイヌについては何も知りませんので」

「……って、あんたやる気が無いだけじゃないんでしょうね？」

「それもあります」

　しれっとコヒロは答える。

「あんたねぇ～」

　真ま希きが怒りに満ちた目でにらみつけると、コヒロはすすすっと智とも宏ひろの陰になるように移動した。

「今日は休暇ですので」

「うぎぎぎぃ～」

　ギリギリと歯を噛かみしめながら、真希は鬼のような顔をしている。

「ま、まあ、中に入ろうじゃないか。話はそれからだ！」

　真希とコヒロが妖よう術じゆつ大戦争を始める前に、智宏は努めて明るい声で二人を部屋へと押し込んだ。



「それで、そのお二人さんとおまえはどんな関係なんだ？」

　全員が車座に腰を下ろすと、まず最初に辰たつ則のりが聞いてきた。

「稲いな村むら様とは今日一日お話をすることになっています」

　その質問に真っ先に答えたのは、意外なことにいつも無口なコヒロだった。

「お話？」

「そうです。だから一緒にいるのです」

「へええ、そうなんですか……」

　普通だったら奇妙な受け答えだが、独特の雰囲気を持つコヒロが言うと、なんとなくそういうものかと思えてしまうから不思議だ。

「じゃあ、そっちの人は？」

「だから、私はあんたの頭を治しに来たって言ってるでしょ」

　真希はじれったそうに身体からだを前後にゆすらせながら言う。なぜか辰則と目を合わせようとはしないし、落ち着きもない。

「けど、別にどこも悪いところはないんだけど」

「んなわけないでしょ！　なによ、そのでっかい頭は!?」

「なにって……」

　辰則が不思議そうに首をかしげると、たぷんと巨大な頭が横に揺れた。

「おい、辰則のやつ……自分の頭に気づいてないんじゃないのか？」

「そうみたいね。家族には見えているみたいだし、気づいていないのはこいつだけみたいだけど」

「そんなことってあるのか？」

「取り憑ついた人間だけを化かすというのは、力の弱い妖よう怪かいがよく使う手よ。でも、こんなのは見たこと無いわね」

　真ま希きは忌々しげに辰たつ則のりの巨大な頭を見上げた。

「どうにかならないのか？」

「そうねぇ。縛鎖で縛って、ちぎり取ってやろうかしら？」

　そう言って、真希は手でチョキを作って、ぱちんと切る仕草をした。

「ちょっと待て。それって危なくないのか？」

「さあね、知らないわよ。こんなやつの相手は初めてだもん」

「コヒロ、おまえはなんかいい手を知らないのか？」

　なんとなく身体からだを少し前に倒しながら、智とも宏ひろはあわててコヒロに尋ねた。

「申し訳ございませんが、このかたに取り憑ついている妖よう怪かいの正体がわかりません。そのため、有効な対処手段は思いつきません」

「そんな……」

「おそらくは確固たる意志を持たない、妖怪とも呼べないようなモノかと思われますが」

　智宏は背中を丸めて前まえ屈かがみになったまま、コヒロの説明を聞いている。こんな格好を長く続けていると、だんだんと腰が痛くなってくる。

「クワッ！」

「な、なんだ？　どうした!?」

　突然、コヒロが目を大きく見開いて奇声をあげたので、智宏はびっくりしてしまった。

「驚かせてしまって申し訳ございません。いま気づいたのですが、私たちは少し危険な状態におかれています」

「えっ、なにが？」

　この姿勢で会話をするのは、なかなかつらい。

　どうにも身体が自由に動かせないので、智宏は首だけで横を向く。自分よりも背の高いコヒロはもっと窮屈そうで、ほとんどうつぶせになるぐらいに前屈みになって顔だけをこちらに向けている。

「……お友とも達だちの頭に、よく目をこらしてみてください」

「辰則の頭がどうかしたって……うわああああっ！」

　智宏はあらん限りの声で悲鳴をあげた。

　なぜいままで気づかなかったのだろうか？

　いつのまにか部屋の天井一杯に、辰則の頭が膨らんでいた。

「私たちの意識の外にあるモノのようです」

「でも、さっきまでは見えていたじゃないか」

「理由はわかりませんが急に力を強めて、私たちの目まで欺いたようです。それでも、稲いな村むら様と私は無意識のうちに避よけていたようですが、真希様は……」

　隣に座っていた真希を見ると、智宏たちのように前屈みになって避けようとしなかったらしく、胸から上はずっぽりと辰則の頭の中にめり込んでしまっていた。

「おい、真ま希き！」

　智とも宏ひろが呼びかけても返事はない。

「これ以上は危険です。外に出てください」

　そう言うと、コヒロは両手を黒い翼に変へん化げさせた。

　そして、その翼を辰たつ則のりからかばうように智宏の頭上に広げる。

「さあ、いまのうちに」

「コヒロは？」

「真希様を助けます」

「だったら、俺おれも！」

「智宏様はお逃げください。一緒にいていただいても何も役に立ちませんから」

　コヒロは歯に衣きぬ着せぬ言葉で言った。

　薄々わかっていることだったが、そこまではっきり言われてしまっては、智宏も素直にそれに従うしかなかった。コヒロの邪魔になるのはごめんだ。

「俺、兼かね康やすさんを呼んでくるから」

「おねがいします」

　智宏はコヒロが翼を広げて作ってくれたわずかな隙すき間まを、四よつん這ばいになりながら部屋の外へと進んだ。辰則の頭はかなり柔らかいらしく、コヒロの翼の隙間からにゅるにゅるとはみ出してきている。智宏はそれを避よけながら、なんとかギリギリで脱出に成功した。

「コヒロ、大丈夫か!?」

　振り返ると部屋の入口は巨大に膨らんだ智宏の頭で塞ふさがれてしまっており、中の様子はまったくわからなくなっていた。

「なんだよ、智宏。トイレか？」

　部屋の中から辰則の声が聞こえてきた。ぶよぶよと膨れた巨大な頭が声に合わせて振動している。

　声はすこしくぐもっているが、それ以外はいつもの辰則のものだった。

「辰則、真希とコヒロも外に出してやってくれ！」

　智宏は真剣な口調で訴えた。

「遊びに来て早々、いきなりトイレだなんて……女の子の前でみっともねえなぁ」

「お願いだ、二人を出してくれ」

「ほら、さっさと行ってこいよ」

「くそっ、通じてないのか……？」

　智宏は舌打ちをすると、急いで携帯電話を取り出した。

　そこには、以前、珠たま枝えが兼康に電話したときのメモリーが残っているはずだ。

「頼むから出てくれよ！」

　焦って震える指でリダイアルを押すと、幸運にもすぐに兼康が出てくれた。

『もしもし、楠くすの木きですが』

「もしもし、稲いな村むらだけど！　大変だ、いま真ま希きたちが妖よう怪かいに襲われてるんだ！」

『なんですって、どういうことです？』

「俺おれの友とも達だちの頭が大きくなって真希とコヒロを飲み込んじまったんだよ！」

『落ち着いてください、コヒロが一緒なんですね？』

　電話の向こうからはエンジン音が聞こえていることから運転中らしい。

「コヒロも一緒に飲み込まれた。すぐに来てくれ！」

『すみませんが、電話を二人のいるほうに向けてください。様子を聞いてみますので』

　一瞬、言葉の意味がわからなかったが、智とも宏ひろは兼かね康やすが常人を遙はるかに超えた聴力を持っていることを思いだした。そこで言われたとおり、智宏は携帯電話を二人が飲み込まれてしまった辰たつ則のりの部屋のほうに向ける。

　しばらくして、携帯電話から兼康の声が聞こえてきた。

『コヒロは大丈夫だと言ってます。智宏君は無用な手出しをせずに安全な場所に避難してください』

「けど……」

『智宏なのか？　ちょっと貸せ！』

　兼康との話の途中で、いきなり珠たま枝えが割り込んできた。

『もしもし、智宏か？　余計なことに首を突っ込みおって。すぐに行くから、おまえはおとなしくしていろ』

　二人がかりでひっこんでろと言われ、智宏は少し気を悪くした。

　コヒロを合わせれば、三人がかりだ。これはいくらなんでもひどすぎる。

「なにか、俺にできることはないのかよ？」

『……なら、そいつのことをよく見ることだ。見ることで相手の正体は定められ、力がそがれることになる。手出しは無用だ。そいつのことをよく見て、理解しろ』

「見ろって……それだけでいいのかよ」

『見るということは、人が最初に得た呪のろいなのだぞ。単純であるが故に、効果は間違いがないのだ』

　そう言い残して、珠枝は兼康に電話を替わった。

『珠枝様のご指示に従ってください。ええと、そちらの位置はだいたい聞こえましたから……そうですね、あと十五分ぐらいでそちらにつけそうです。では、気をつけて！』

　急に勢いを増したエンジン音の呻うなりと共に、携帯電話の通話はとぎれた。

　位置が聞こえたというのは、兼康ならではの言葉だ。

「しかし、よく見ろって言われてもなぁ……」

　智宏は、半信半疑で部屋一杯に詰まっている辰則の頭の一部をにらみつけてみた。

「なんだよ、ちょっと二人と話をしていただけじゃないか。そんなににらむなよ」

　部屋の中から辰則の声が聞こえた。

　辰則の顔は巨大な頭に遮られて見えないが、こちらが見ていることには気づいているらしい。ただ、いったい辰たつ則のりが何を言っているのかは理解できない。

「おまえなぁ、あんな美人と暮らしているんだから、独り占めにしないで、少しは俺おれにも紹介してくれよなぁ」

「ああ、わかった。紹介するから、とりあえず二人を外に出してくれないか？」

「真ま希きちゃんはちょっときつい感じがするけど、顔は可愛かわいいよな。コヒロさんも凄すごい美人だけど、ちょっと年齢の差がなぁ。あと、ちょっと無口過ぎるよな」

　相変わらずこちらの声は聞こえていないようだが、その口調は智とも宏ひろに話しかけているといった感じだった。

「おまえは年上が好きなんだよな。瑞みず穂ほはしっかりしてるけど、見た目はちょっとガキっぽいもんな。あれ、もしかしておまえおっぱい星人か？」

　智宏は辰則の頭から視線を片時もずらすことなく、じっと見つめたまま考えていた。

　珠たま枝えは『よく見て、理解しろ』と言った。

　よく見てはいる。

　あとは理解しなければ。

「俺は胸なんてどうでもいいんだよ。やっぱり、つきあうんなら雰囲気のいい人だな。癒いやし系ってやつ？　例えば、本ほん間ま先生みたいなほんわかした感じの人がいいよな」

　さっきから辰則は女性の話ばかりしている。

　いつもこんな感じの男だが、それにしてもくどすぎる。智宏はそこに少し不自然さを感じた。

　もしかして、これが理解するための手がかりなのか？

「俺も本間先生はタイプだけど、いま休みが続いてて心配だよな？」

　試しに智宏は辰則の話に合わせてみた。

「そうだよな～。俺なんか、この前、本間先生のお見舞いに行ったん――」

　辰則の言葉がぷつりととぎれた。

「ど、どうした……本間先生の見舞いに行ったんじゃないのか？」

　辰則の返答は無い。

　その沈黙は智宏の不安を増大させる。

「辰則、返事をしろ!?」

　すると返事の代わりに、部屋の入口に詰まっていた辰則の頭に変化が起きた。

　いままで空気の抜けた風船のようだった頭が、内側から何かに押されているかのようにうねうねと動き始めたのだ。

「なっ？」

　智宏は後ろに飛とび退のきながら、視線だけはそらさずにその変化を見逃すまいとにらみ続ける。珠枝の言っていた『見る』という行為にどれだけの効果があるかは知らないが、いまできることはこれだけなのだ。

　智宏がその動きをじっと集中して見ていると、やがて辰則の膨らんだ頭に見慣れたものが浮かび上がってきた。

　それは一畳はあるかという、巨大な辰たつ則のりの顔だった。

「なんでおまえばっかりモテるんだろうなぁ」

　部屋の入口一杯に広がった辰則の顔は、のっそりと口を動かして喋しやべりだす。

「辰則、大丈夫か？」

「やっぱり顔なのか？　俺おれとおまえって、そんなに違うか？」

　その話の内容はこの状況にかなりテンパっている智とも宏ひろも、思わず脱力してしまいそうになるほどくだらないものだった。

「わざわざ、美人をふたりも連れてきて見せびらかすこと無いだろう。そんなに自慢したいのか？」

　ぶつぶつと愚痴を続ける辰則の言葉を聞きながら、智宏はこれまでの辰則の言動を整理する。

　どうも辰則は、智宏が恋人自慢にでも来たと勘違いをしているようだ。好この香かのときもそうだったが、早とちりは辰則の専売特許である。

　智宏としては、声を大にして否定したくなるような誤解だったが、ふと、これが辰則の頭の変化と関係しているのではないかという考えがひらめいた。

「もしかして、この頭って辰則のねたみが溜たまったものなのか？」

　思い返してみると、さっき真ま希きと智宏が喧けん嘩かをしているのを見て、辰則の頭は大きくなった。智宏としては普通の喧嘩のつもりだったが、辰則の目には仲の良い痴話喧嘩に映ったのだろう。

　となれば、辰則を元に戻すためには、その誤解を解けば良いはずだ。

　しかし、どうすれば――？

　名案の思いつかない智宏は、駄目元で辰則に呼びかけた。

「おまえ、勘違いしてるかもしれないけど。その二人はおまえに会いに来たんだぞ」

　我ながら空々しい嘘うそだと思ったが、思った以上に辰則の食いつきは良かった。

「ほ、ホントかよ!?」

　早とちりをしやすいということは、根が単純と同義らしい。このときだけは智宏も、辰則の馬ば鹿かさ加減に感謝をした。

「ホント、ホント。俺は紹介しに来ただけなんだよ」

「けど……俺なんかで大丈夫かなぁ？」

「なに言ってんだよ。クラスの女子だって、よくおまえのこと話してるぞ。ただ、照れくさくて誰だれも話しかけられないでいるだけだって」

「マジかよ。そうだったのかぁ……」

　するとみるみるうちに部屋一杯に詰まっていた辰則の頭は萎しぼんでいく。これほど劇的な効果があるとは、智宏も自分で仕掛けておきながら驚いていた。



「なんだなんだ、もうほとんど片付いているではないか」

「珠たま枝え!?」

　聞き慣れた声に振り返ると、後ろには珠枝と兼かね康やすが立っていた。

「いゃあ、モナコでも優勝できそうなぐらい飛ばしてきましたよ」

　兼康はいつもの苦笑いを浮かべている。

「とってもすりりんぐだったぞ。特に脇わき道みちからじいさんが出てきたときの、こいつの驚いた顔は傑作だった」

「珠枝様、それは言わないでください……」

「まあ、じいさんに怪け我がが無くて良かったが――ふむ、そいつがおまえの友とも達だちか」

　部屋の入口でぼうっと立ちつくしている辰たつ則のりを、珠枝は値踏みするように見つめた。すでにその頭は最初に智とも宏ひろが会ったときぐらいの大きさにまで萎しぼんでいる。

「よし……智宏、これをやつの頭に刺せ」

　そう言って、珠枝は懐からワラを一本取り出した。

「これを？」

　手に取ってみても、やっぱりただのワラだ。

「そうだ、さっさとやれ。ワシではちょっと手が届かんからな」

　そう言って、珠枝はちょいちょいと辰則の眉み間けんあたりを指さした。

「わかった……おい、辰則、ちょっとだけ動くなよ」

　智宏は珠枝から受け取ったワラを、辰則の膨らんだおでこに狙ねらいをつけて突き立てた。

　その手て応ごたえは軽く、プリンにスプーンを突き立てたぐらいの感触だった。

「あん、いまなにかしたか？」

　ワラを刺されて我に返ったらしい辰則は、自分のおでこをぺたぺたと触るが、なぜかワラが刺さっていることには気づいていない様子だ。

「おい、二人ともこっちこっち」

　珠枝はちょいちょいと手招きする。

「あれ……この子だれ？」

　辰則はいきなり現れた珠枝を不思議そうに見ている。

「ワシは智宏の連れだ。それより、いいからこっちに来い」

「なんだよ？」

　智宏と辰則の二人は怪け訝げんそうな顔をしながらも、前まえ屈かがみになって珠枝に顔を近づけた。

　すると、珠枝はいきなり智宏の耳をつかんで強引に引き寄せ、辰則に見せつけるかのようにその頬ほおにキスをした。

　ひやりとした唇の温度と、どんなふわふわの洋菓子よりも柔らかな、例えようもない感触を、智宏は頬に感じた。



　ピィ～～～ッ！



　その途端、湯の沸いたヤカンの笛のような音をたてて、辰たつ則のりの頭に刺さったワラの先端から黒い煙のようなものが勢いよく吹き出した。

「なんだこりゃあ!?」

　キスされたことにも驚いたが、それ以上に友人が蒸気機関車のように煙を吹き上げているほうが智とも宏ひろにとっては驚きだった。

「黙って見ていろ、すぐに収まる」

　珠たま枝えはぺろりと唇を舐なめると、にやりと笑う。

　確かに、そう言っている間にも煙の勢いは衰え始め、やがてゆらゆらとたなびく程度になった。

「ふむ、これで仕舞いだな」

　煙が出なくなったことを確認すると、珠枝はよっとジャンプをして辰則の頭からワラを引き抜いた。煙を完全に吹き出した辰則の頭は普通の大きさに戻っており、ワラの刺さっていたあたりにポツリと虫さされのあとのようなものが残るのみだった。

「で、その子はおまえのなんなんだ？」

　すっかり元に戻った辰則は、きょとんとした顔で目の前に立っている珠枝を見つめていた。



　　　　　◆◇◆



　悪戦苦闘させられたが、なんとか辰則に取り憑ついていたモノを追い払うことができた智宏たちは、辰則によけいな詮せん索さくをされる前に早々に家を引き上げた。

　真ま希きはあれからずっと気を失っており、いまはコヒロが背負っている。特に身体からだに異常は無いようで、ただ眠っているだけといったところらしい。

　あいかわらず雨はしとしと降り続けているため、辰則の家の前にある耕こう耘うん機きなどが置かれたガレージで、とりあえず智宏たちは雨宿りをしていた。

「さて、智宏……なんで拝み屋なんぞと一緒だったのか聞かせてもらおうか？」

　怒っているのか、珠枝の顔つきは少し険しい。

「私のために来てくださったのです」

　智宏の代わりにその質問に答えたのはコヒロだった。

　珠枝は意表をつかれたような顔で、コヒロの顔をしげしげと見つめる。

「なんで、おまえが関係してくる？」

「今日は稲いな村むら様とお話をする日でしたので」

　どこまでも無表情のまま、コヒロは静かに答えた。

「ふむ……まあ、だいたいのところは見当がつくがな」

　珠枝は両手に腰を当てて、はああっと深いため息をついた。

「危険なことに巻き込んでしまいまして申し訳ございません」

　コヒロは智とも宏ひろと珠たま枝えに深々と頭をさげる。

「まあ、たいしたモノではなかったが、その小娘にはちょっとばかりやりづらい相手だったと見える」

　珠枝はコヒロの背中に背負われている真ま希きを見て、意地の悪い笑みを浮かべた。

「稲いな村むら様、私はこのまま真希様と一緒に戻ります。いま目を覚ますと、きっと真希様は気分を悪くされると思われますので」

「あ、うん……そうだな。真希にはこのことは教えないほうがいいな」

　あの真希のことである。自分が為なす術すべもなく相手に飲み込まれ、あまつさえ智宏や珠枝に助けてもらったと知ったら、きっとプライドを深く傷つけることになるだろう。

　ここに来る前、真希にずいぶんと冷たかったコヒロだったが、やはり最終的には彼女のことを気遣っているのだということを知って、智宏は少しほっとした。

「せっかく、今日はお話をする日だったのですが……」

「しかたないだろ。また休みの日があったらウチに来いよ。小人たちも連れてさ」

　智宏がそう言うと、コヒロは目を大きく見開いてから小さくうなずいた。

「では、稲村様……また次の機会に」

「ああ、またな」

　すると、一瞬、目の前が真っ黒になり、強い風が巻き起こったかと思うと、コヒロと真希は姿を消した。

　空を見上げると、遠くに黒い鳥が飛び去る姿が見えた。

　智宏は軽く手をあげて、その鳥を見送った。



「なあ、珠枝。辰たつ則のりのやつはもう大丈夫なのかな？」

「ああ、憑ついていたモノは追い払ったからな」

「あんな簡単に？」

「内ではなく、外に転んでいたからな。ワラ一本で残らず外に吹き出してしまった」

　智宏には、珠枝の言っていることがいまいちわからない。

「あれは最近このあたりに拡ひろがりつつある、人のあとをつける妖よう怪かいの一種でしてね。人の不安などを嗅かぎつけては、そこにつけこむモノなんです。ちょうど、珠枝様にもご協力いただいて追っていたところなんですけどね」

「なんで辰則が取り憑かれたんですか？」

「智宏君のお友とも達だちは、ちょっとしたコンプレックスに悩んでいたようですね」

「……コンプレックス？」

　智宏はすぐにはなんのことか思いつかなかったが、辰則の言っていた言葉を思い出すと、そのコンプレックスとやらの正体も見当がついた。

「おまえたちぐらいの年とし頃ごろは、頭の中はそんなことばかりだからな」

　珠たま枝えは訳知り顔をすると、あまり感じの良くない目つきで智とも宏ひろを見た。

「きっと、智宏君が真ま希きやコヒロと一緒なのを見て、何か変な誤解をしたんじゃないですか？」

「じゃあやっぱり、そういうモンモンしたのが、あの頭の原因だったってことなのか？」

　辰たつ則のりはそんなモノを、あの部屋一杯になるまでため込んでいたのだというのだろうか。

「本当ならいろいろな形で発散されるモノを、アレのせいでためこんでしまったのだ」

「本来、外に出ようとしているモノですから、ちょっとしたきっかけがあれば吹き出してしまうというわけです。なるほど、それで外に転ぶですか。うまい言い方ですね」

　兼かね康やすはしきりにうなずいて感心している。

「恐怖だろうが、不安だろうが、欲望だろうが、とにかく内側にため込むとろくなことはない。その点、智宏の友とも達だちは心がけが良かったから大事にならずにすんだのだ」

「……じゃあ、キスしたのは？」

　智宏は顔を赤らめながら頬ほおをさする。

「あ、あれは、あやつの気持ちを高ぶらせて、一気に外に吹き出させるためのきっかけだ。別に……それ以外に……他意はないのだぞ」

　珠枝は顔をうつむかせながら、ぼそぼそと呟つぶやく。

「そ、そうなのか」

　なんとなく気まずい空気が二人の間に流れる。

「じゃあ、そろそろ私は失礼いたしますので」

　そんな空気を読んでか、兼康が二人に別れの挨あい拶さつをした。

「もう、珠枝との仕事は終わったんですか？」

「いや、それはまだですけどね。ですが、だいたいの枝葉は刈り取りましたし、根っこは見えていますから、もう少しでこの土地からいなくなってもらえることでしょう。今回、智宏君の友達が被害を受けてしまったことは申し訳ないと思っていますが」

「謝るんなら、辰則に謝ってくれ」

「ええ、それは後日、道路工事との因果関係を確認の上、国交省の担当者を通じて謝罪させていただくことになるでしょう」

　兼康は急に役人っぽい言い回しで答えてから、いつもの苦笑いを浮かべた。

「じゃあ、私はちょっと急ぎの用がありますので。申し訳ないんですけど、お二人は歩いて帰ってください」

「歩いて……って、ここまでタクシーで来たから傘がないんだけど」

「ここに一本ありますから、これを差し上げますよ」

　車に乗り込んだ兼康は、コンビニで売っているようなビニール傘を窓から差し出した。

「ちっちゃい傘だな……」

「すみません、それしかなくて。二人で使ってください」

　そう言って、兼康は意味ありげなウィンクをすると、さっさと車を発進させた。

「なんだよ、家まで送ってくれてもいいのに。今日は妙にケチくさいな」

　ぶつぶつと文句を言いながら、智とも宏ひろは傘を広げる。思った通り、二人で入るにはちょっと小さい傘だった。

「じゃあ、帰るか？」

「う、うむ……帰ろう」

　珠たま枝えはちょこちょこと智宏の脇わきに寄って、傘の中に入る。

「もっとこっちに来いよ。濡ぬれるぞ」

「おまえこそ、もっと真ん中に立たないと反対の肩が濡れているぞ」

　梅雨時の雨はしつこく、やみそうでなかなかやまない。

　遠くに見える山は雨にけぶり、道の両側に広がる田んぼの緑ばかりが鮮やかに目にうつる。

　そんな農道を、二人はしばしの間、無言のまま歩いていく。

「智宏……もしかして、怒っているのか？」

　長い沈黙のあと、珠枝は意を決したように尋ねてきた。

「なんでだよ？」

「その……ワシが兼かね康やすとでぇとをしたりしたから……」

「ホントは兼康さんの仕事を手伝っていたんだろ？」

「う、うむ……では、もしかして、さっき口づけをしたことを怒ってるのか？」

「べ、別にもう気にしてないよ」

　智宏は極力冷静な態度で返事をしたが、頬ほおが赤くなるのは抑えることができなかった。

「だったら、なんで何も喋しやべってくれないのだ？」

　珠枝は口をとがらせて不満そうに言った。

「あ、相合い傘をしているとき……男ってのは無口になるもんなんだよ」

「む、そういうものなのか」

「そういうもんだ」

「なんだ……だったらいいのだ。ちょっと心配してしまったぞ」

　珠枝は傘を持つ智宏の袖そでを軽く引っ張ると、ほっとしたような顔で微笑ほほえんだ。

　そして、そんな笑みを向けられた智宏は、そっと気づかれないように傘を珠枝のほうに傾けた。



　――ただ、珠枝が帰ってきてくれたことは嬉うれしいが、智宏は辰たつ則のりから吹き出したあの黒い霧のことが少しだけ引っかかっていた。

　真ま希きの言っていたモノとは少しイメージが違っていたが、あれがヤマイヌという妖よう怪かいだったのだろうか？

　もしそうだとして、辰則がどこでそんなものに取り憑つかれてしまったのだろうか？

　いろいろ疑問はあったが、横を機嫌良さそうに歩いている珠枝に尋ねるのは少し気が引けたので、智とも宏ひろはそれをしばらく胸の内にしまっておくことにした。



    

  
    
      
第三章　珠たま枝えが町内会長？





　日曜日を挟んで月曜日になって、辰たつ則のりはいつも通りに学校に来ていた。

　本人は親に言われてよくわからないまま学校を休まされたと思っているようなので、智とも宏ひろからはなにも言わずにいた。



　智宏が学校から戻って、いつものように二階にあがると、珠枝が洗濯物を抱えていた。

「梅雨時は困るのぉ。洗濯物がなかなか乾かん」

　二階の和室は珠枝が使っている部屋で、外が雨のためここに洗濯物を干そうとしているらしい。踏み台を使いながらよろよろと干している姿が危なっかしいので、学校から帰ってきたばかりだったが、智宏も手伝ってやることにする。

「こらこら、ズボンは裏返しにして干さないとポケットが乾かんぞ」

　智宏が適当に干していると、いちいち珠枝が注意をする。珠枝はこういったことに案外と細かい。先日、好この香かがしごかれていたが、この調子ではさぞや大変だったことだろう。

「そういえば、ここ何日か好香が来ないな」

「そうかのぉ？」

「なんだよ、あれだけこき使っておいて冷たいやつだな」

　好香が大掃除をしたあと、智宏の母親はピカピカになった家を見て、なにがあったのだと驚いていたものだ。

「なんだ、智宏。そんなに好香のことが気になるのか」

「いや、そういうわけじゃないけど」

「じゃあ、どういうわけなのだ？」

　洗濯物を干し終えた珠枝は、背伸びをしながら、ずいっと顔を近づけてムスッとした顔で尋ねる。

「いや、だから……深い意味はないって」

　なんとなく思いついたことを言っただけなのに、妙にしつこい珠枝に智宏は答えに窮してしまった。

「ふ～む……？」

　そんな智宏を、珠枝はジロジロと居心地が悪くなるような目つきで見つめる。

　いったいなんと言ったら納得してくれるのか智宏が困っていると、ナイスタイミングで玄関のチャイムの音が鳴った。

「あれ～っ？　誰だれか来たみたいだぞ！」

　思わぬ助け船に、智宏はわざとらしく大声をあげて、いそいそと階段を下りていった。

　インターホンで確認するのも面倒なので、そのまま玄関に出て、ドアを開く。

「こんにちは～」

　噂うわさをすれば影。外に立っていたのは、さっき話題になっていた好この香かだった。

「ん、どうしたんだ？」

　どうも、今日の好香の様子はいつもと違っていた。だいたいこのパターンだと、玄関を開けた途端、好香はいきなり飛びついて抱きしめてくるのだが、まずそれが無い。

　なんとなく拍子抜けしながら好香の様子をよく見てみると、その顔色は悪く、普段はきれいに編んでいる髪ははらりとほつれ、おまけに頭に氷ひよう嚢のうまで乗せている。

　さすがに氷嚢はやりすぎという気もして、こちらの関心を引くための新しい作戦かとも思ったが、その全身から漂う疲労感は演技とは思えなかった。

「すみませ～ん、珠たま枝え様はいらっしゃいますかぁ～」

　妖よう怪かいから幽霊に転職したのではないかと思わせるような、力無い声で好香が尋ねる。

「上で洗濯物を干しているけど」

「よかったぁ、いらっしゃるんですね～。あがらせていただいてもよろしいですか～」

「そりゃあ、かまわないけど。大丈夫か、おまえ？」

「あまり大丈夫じゃありませんが……」

「水でも持ってきてやろうか？」

　ふらふらと玄関をあがる好香の様子に、智とも宏ひろは心配そうに声をかけた。

「お水より、これの氷を替えてもらえますか？」

　そう言って、好香は生暖かくなった氷嚢を智宏に手渡した。そのとき触れた好香の手は、少し熱っぽく感じられた。どうやら本当に具合が悪いらしい。

「応接間で待ってろ。氷を入れてきてやるから」

「すみませ～ん」

　よたよたと歩く好香の背中を心配そうに見送りながら、智宏は二階の珠枝に下におりてくるように大声で呼びかけた。



「助けてください、珠枝さま～！」

　氷を入れ替えた氷嚢を頭に乗せた好香は、開口一番、いきなり珠枝に泣きついた。

「なんだなんだ、その情けない顔は」

　珠枝はそんな好香の姿に、同情というよりは呆あきれた顔をしている。

「私、いま妖怪町内会長の代理をさせられていまして……その仕事がもうたいへんで、たいへんで」

「ふむ、普段は怠けさせているおつむをこき使ったせいで、知恵熱が出たというわけか」

　完全にグロッキーな好香の様子を見て、珠枝はカラカラと笑った。

　最初は心配していた智宏も、好香の話を聞いて、病気とかそういった深刻なものではないとわかりほっとした。

「それにしても、妖よう怪かいたちにも町内会なんてものがあるのか？」

　勝手気ままにやっているように見える妖怪たちに、そんなものがあるとは意外だった。

「そんなたいそうなものでもないんですけど、ウチのお稲荷いなりさんによく来る妖怪たちで作っているんです。このあたりだけじゃなくて、あっちの山からこっちの山まで、ちょっと遠くに住んでいる妖怪もいますけどね」

　そう言って、好この香かは北から南までぐるっと指差した。どうやら智とも宏ひろの思っている地図上で区分をされた町よりも、ずっと広い範囲のようだ。

「ふん、妖怪たちがつるんでなにをしているんだか……」

　珠たま枝えは好香の話す町内会については否定的な態度だった。

「でも、案外と楽しいんですよ。みんなで人間のお祭りに紛れ込んだり、山の幸とかお供え物とか持ち寄って、境内でお花見とかお月見とかしたりして」

「ふ、ふむ、なるほどな」

　そんな好香の説明を聞いているうちに、珠枝の口元がちょっとゆるんできた。どうも智宏のまわりにいる妖怪というのは、みんなで集まったり、うまいものを食べることが好きな連中が多いようだ。

「それで、ワシに助けてもらいたいとはどういうことだ？」

　町内会の話に興味が引かれたのか、珠枝は自分のほうから好香に尋ねる。

「見ての通り、私などではとても町内会長の大任を務めることは無理ですので、ここはひとつ珠枝様にお願いできな――」

「断る！」

　まだ好香が全部言い終えないうちに、珠枝は口をへの字にしてきっぱりと言った。

「そ、そんなぁ。珠枝様なら霊格も申し分なしですし、みんな絶対賛成してくれると思うんですよ」

「そんなことを言って、ワシに面倒な仕事を押しつけようというのが見え見えだ」

「まったくだな」

　智宏も珠枝と同じ感想だった。要は町内会長の仕事が大変なので、珠枝に代わってくれと言っているわけだ。もう少し上う手まい頼み方をすればいいのにとも思うが、妖怪たちはそういった腹芸が苦手なモノが多いようだ。どうやら嘘うそをつくことに関しては、妖怪よりも人間のほうが上うわ手てらしい。

「そんな……智宏さんまで。このまま私が町内会長の仕事に追われていたら、もうこの家に遊びに来ることもできなくなるかもしれないんですよ。さみしくないんですか？　あの日、やさしくしてくれたのは偽りの愛だったんですか？」

　だんだんおかしな方向に話を持っていきながら、好香は着物の袖そでを目元にあてて、さめざめと泣き崩れている。どうにもわざとらしい演技だったが、それでも女性に目の前で泣かれてしまっては、智宏も男なので無下にするわけにもいかない。

「前に町内会長をやっていたやつはどうしたんだ？」

「それがちょっと前から行方不明でして」

　好この香かはパッと顔を上げて即答する。予想通り、顔に涙のあとは無い。

「行方不明って……そっちのほうが大おお事ごとじゃないか！」

　とはいえ、いなくなったのが妖よう怪かいでは警察に相談するわけにもいかないだろう。

「妖怪がふらっとどこかへ行くことなんて、よくあることだ。大げさに心配するようなことではない」

　珠たま枝えがつまらなそうな顔で口を挟む。

「大昔からこのあたりの山に住んでいるかたですから、簡単にはどこかへ行ってしまうことはないと思うんです。たぶん、なにかわけがあって身を隠したんでしょう」

「だったら、珠枝に頼むより、そいつを探したほうが手っ取り早くないか？」

「それはそうなんですけど、霊格の高いかたなので、本気で隠れられてしまうと私たちの力では探しようがないんですよ」

　好香はそう言って、大きなため息をつく。

　そのくたびれた顔つきは演技ではないようだ。きっと、智とも宏ひろに言われるまでも無く、かなり探し回ったのだろう。

「で、その妖怪ってのはどんなやつなんだ？」

「人のあとをつける妖怪でして、ヤマイヌさんといいます」

「あれっ、ヤマイヌって……たしか人を食べる奴やつじゃなかったか？」

　その名前は真ま希きから聞いたことがある。

「あら、よくご存じですね。智宏さんなんて、頭からばりばり～って食べられちゃうかもしれませんよ～！」

　好香は両手をあげながら「ぐわ～っ」と大きく口を開いて、智宏に襲いかかるふりをした。もっとも、好香ではまったく迫力はなかったが。

「そいつは、よく人を襲ったりするのか？」

「いえいえ、そんなことは全然ないですよ。どちらかと言えば、私たちの仲間でも珍しいぐらい人間と近しいかたです。人間を襲うようなことは滅多にありませんし、それにヤマイヌさんに食べられないようにする、簡単なおまじないがありますしね。智宏さんだって、そのおまじない知ってるでしょ？」

「いや、聞いたことも無いけど」

「あらら、最近の若い人は……」

　好香はちょっと呆あきれたような顔をする。

「じゃあ、それほど危ないモノでもないのか？」

「おい、智宏……おまえはなにを目安に、ワシらのことを危ない、危なくないと判断するつもりなのだ？」

　珠枝は冷たくて気持ちがよいのか、座卓に頬ほおをぺとっとつけたままけだるそうに言った。

　どうもさっきから珠枝はふてくされたように態度が悪い。

　雨続きで洗濯物が乾かないからだろうか？

　好この香かがこんなに困っているのに、その態度はちょっと冷たすぎるのではないかと、智とも宏ひろは思った。

「ん～、なんか気になるから、その妖よう怪かいを捜すのを手伝ってやろうか？」

　態度の悪い珠たま枝えのことをフォローする意味も込めて、智宏は好香に申し出た。

　妖怪町内会長の仕事を手伝うことはできないが、人探しぐらいなら自分でも役に立てるだろう。それにもしヤマイヌがそんなに危なくない妖怪ならば、そのことを確かめて真ま希きに教えてやらねばならない。

　妖怪に対して、なるべく話し合いなどで穏便に済ませようとしている兼かね康やすに対して、真希はいつも退治、退治とぶっそうなことを言っている。どちらが正しいのかは判断がつかないが、妖怪たちと少なからず縁を持ってしまった智宏としては、迷惑だからといって無む闇やみに退治するということには賛成できなかった。

　相手が本当は害の無い妖怪ならばなおさらだ。

　もっとも、「害の無い」などという言い方を、珠枝は嫌うだろうが……

「そりゃあ、智宏さんは私よりも強い眼力をお持ちですから。手伝っていただけるのなら心強いですし、せっかくですから二人の将来についても語り合い……もにょもにょ」

　だんだんと好香の声は小さくなっていき、最後のほうはなにを言っているのかよくわからなくなった。

　そんな好香の伏目がちな視線を追うと、智宏の隣に座っている珠枝に向けられていた。

「好香と一緒に捜しに行くぐらいなら、ワシが捜してきてやる！」

　いままでやる気ゼロだった珠枝がすっくと立ち上がって大声で言った。

「ど、どうしたんだいきなり？」

「ワシが一緒に捜してやるというのだ。好香はここで留守番をしていろ。それで不服はあるまい？」

　それはもう誰だれにも有無を言わせないという口調だ。

「は、はい！　それはもう、珠枝様が捜してきてくださるというのでしたら。留守番でもお庭番でも、なんでもして待ってますから」

　好香はその勢いに圧倒されて、ぺこぺこと頭を下げる。

「では、ワシらがそのヤマイヌとやらを捜してくるまで、ゆっくり養生してるがよい。ほら、智宏、さっさと準備をしろ！」

「あ、ああ……」

　なぜいきなりやる気を出しているのかはわからないが、珠枝が手伝ってくれるというのなら、なにも文句は無い。

　珠枝に急せかされるまま、智宏はあわてて自分の部屋に着替えに行った。



　　　　　◆◇◆



「おい、珠たま枝え。傘を忘れてるぞ」

　手ぶらで外に出ようとする珠枝に、智とも宏ひろは傘を差し出す。

「このぐらいの雨なら、ワシはおまえの傘に入れてもらうからいらんぞ」

「いや、天気予報だと今日一日ずっとふるらしいぞ」

「……そうか？　別にいらんと思うがなぁ」

「いいから持って行けよ」

　そこまで言って、ようやく珠枝はしぶしぶながら傘を受け取った。

　どうせ手ぶらなんだから傘ぐらいたいした荷物じゃあないだろうにと、不思議に思う智宏であった。

「それで、どこに行くんだ？」

「さあなぁ」

「さあ……って、どっかヤマイヌのいそうなところを知ってるんじゃないのか？」

「ワシはこの土地のヤマイヌには会ったことがないからな。どんな奴やつなのかも知らんのに、どこにいるか知っているわけがなかろう？」

「そうなのか？」

　妖よう怪かいのことなら珠枝は何でも知っていると思っていたので、ちょっと意外だった。

「この土地では、ワシはまだまだ新参だからな」

　智宏が生まれて、ここに家族で引っ越してきたとき、珠枝も一緒についてきたらしい。

　となると、ここに住んでから十数年といったところだが、妖怪の世界ではそれでも新参者らしい。まあ、あの好この香かでさえお稲荷いなりさんに百年近くもいるのだそうだから、妖怪たちの時間感覚は人間とはかなり異なるのだろう。

　しかし、意気込んで探しに出たのに、これではどうしようもない。さっき好香から聞いた町内会の広さからいっても、探す範囲はあまりに広大すぎる。

「で、いまはどこに向かっているんだ？」

「この町の事情通のところだ」

「へえ、そんなのがいるのか」

「ああ、日がな一日、外でぼんやりしているのが仕事のような奴だからな。きっとこの町の噂うわさぐらい知っているだろう」

　そう言って珠枝が向かったのは、二丁目にある沼だった。

　昔は貯水池だったらしいが、最近は田んぼの灌かん漑がいも進み、いまは誰だれも使わなくなったらしい。そのためまわりには木々が生い茂り、自然の沼のようになってしまっている。

　時々、子供たちがフナ釣りに来ているぐらいで、大人はあまり近寄らない場所だった。

「この沼は……」

　二丁目の沼に住んでいる妖怪といえば、智宏にも心当たりがあった。

「おおい、起きろ。会いに来たぞ！」

　沼の脇わきにある座布団ぐらいの大きさのある平たい石を、珠たま枝えはぺちぺちと叩たたいた。

「はいはい、これはこれは雨の中、わざわざどうも」

　するといままで石だったモノが、むっくりと起き上がった。

　と、同時に姿形もゆで卵に着物を着せたようなモノへと変化していく。

「おや、智とも宏ひろさんまでご一緒で？　お珍しい」

　この妖よう怪かいは石の怪といって、以前、智宏の家に来たことがある。見た目は丸くて滑こつ稽けいだが、声がやたらと渋いことが智宏の印象に残っていた。

「今日はおまえに聞きたいことがあってな」

　珠枝は石の怪のおでこにあたる部分を、まだぺちぺちと叩いている。

「はあ、わたくしにわかることでしたらなんなりと」

「うむ、たいしたことではないのだがな……」

　ようやく石の怪を叩くのをやめた珠枝は、怪け訝げんそうに小首を傾かしげながら石の怪に抱きついて頬ほおずりをした。

「うひゃあ、気色悪ぅ！」

　自分から抱きついたくせに、珠枝は石の怪を思い切り突き飛ばした。

「な、なにするんですか？」

　仰あお向むけに倒れた石の怪は、細くて短い手足をバタバタさせながら抗議をする。

「なんだおまえ。いまぺちょっとしたぞ！　ぺちょっと！」

　頬に残っている感触を追い払うためか、珠枝は猫のように顔をごしごしこすりながら叫んだ。

「おい、大丈夫か？」

　どうもひとりでは起きられない様子なので、智宏は石の怪に手を貸してやった。

「ああ、すみません」

　石の怪はなんとか起き上がると、つるつるの顔を自分でなでる。

「この長雨ですからね。湿っぽくなるのは当然ですよ」

　この石の怪の特徴としてもうひとつ忘れがたいのは、珠枝がその肌の手触りをいたく気に入っているということだった。

　珠枝いわく、石の妖怪のくせにその手触りは干した布団のようなのだそうだ。そのため、珠枝にはやたらと石の怪に抱きついて撫で回すという悪癖がある。

「なんだと……おまえから、あの手触りの良さを取ったらなにも残らんではないか！」

「そんなこと言われましても……わたくしとしては、水に濡ぬれた艶つややかな肌も色っぽくて良いと思っているんですけどね。ほらほら、どうです。つるつるのつやつやですよ～」

　石の怪は両手で頬を撫でながらアピールしたが、珠枝の反応は最悪だった。

「ふんっ、なめくじみたいで気色悪いだけだ！」

「な、なめくじって……ひどい、ひどすぎます。あんまりです」

　珠枝の心ない言葉に石の怪は完全に傷ついたらしく、うずくまって丸くなった。

「こら、珠たま枝え。いくらなんでもそんな言い方は可哀かわい相そうだろ」

「む、むぅ～。しかし、ワシだってせっかく楽しみにしていたのに」

　珠枝は手のひらを組んで指をもじもじと動かしながら、未練たらしくぶつぶつ文句を言っている。その様子を見ていると、珠枝がここに来たのはヤマイヌの情報収集のためなどではなく、石の怪を触りに来ただけなのではと疑いたくなった。

「悪かったな。俺おれはいいと思うぞ。なんか白玉団子みたいで」

　智とも宏ひろは石の怪の頭をぽんぽん叩たたいて、珠枝の代わりに謝った。

「……智宏さん、それってあまり慰めになってませんよ。わたくしはこれでも石の妖よう怪かいなんですから」

「あ……そのぉ……ごめん」

　そう言えば、石の怪は自分の身体からだがふわふわのもふもふであることを気にしていたことを思い出した。のっぺりとした外見に似合わず、案外とデリケートな妖怪である。

「それで……わたくしに聞きたいことというのはなんなんですか？」

　こちらに背を向けてうずくまった姿勢のまま、石の怪はふてくされた声で尋ねた。

「このへんに住んでいるヤマイヌって妖怪のことを聞きたいんだけど」

「ああ、ヤマイヌさんのことですか。存じ上げてますよ」

「いまそいつのことを探しているんだけど、どこにいるか知らないか？」

「そうですねぇ～」



    

  
    
      



    

  
    
      　石の怪は背を向けたまま、ゆらゆらと大きな頭を揺らして考え込む。どうせこっちを向いても石の怪には顔は無いので、背を向けられたままでもあまり気にはならない。

「ヤマイヌなら馴な染じみの家があるのではないか？」

　そんな石の怪に、珠たま枝えが助け船を出す。

「ああっ、そう言えば、近所にヤマイヌさんがおきにいりの人間がいましたっけ。もしかしたら、その人の家にいるかも」

　大きな頭をむくっと上げて、石の怪はポンと手を叩たたいた。

「そうか。じゃあ一緒に行くぞ」

「いや、わたくしは……知らない人間に会うのはちょっと……」

「そうではない。ヤマイヌのことを教えてくれた礼をしてやろうと思ってな」

　珠枝は石の怪の手を取って、にんまりと笑う。

「えっ、そんな、お礼をいただくほどのことでは」

「なあ、智とも宏ひろ。確かこの先に金を払って洗濯をする店があったな？」

「ああ、コインランドリーのことか？」

　時々、智宏の母親の美雪が毛布などの大物を洗濯する時に利用することがあり、洗濯物を運ぶのを手伝わされたことがある。

「よし、今日は奮発して、おまえを乾燥機に入れてやろう。前に美み雪ゆきさんが使っているところを見たことがあるが、あれは凄すごいぞ～。あっという間に洗濯物を乾かしてしまうんだ」

「は、はあ？　それとわたくしになんの関係が……？」

「あれに入れば、おまえもすぐにふわふわのもふもふだ」

　それを聞いてあわてて逃げだそうとした石の怪を、珠枝はすかさず羽交い締めにした。

「え、遠慮しておきます。わたくしはこのままで結構ですから！」

「ええい、往生際が悪い。いつまでもこんなじめじめだとこけが生えるぞ」

「いいんですよ、わたくしは石なんですから。こけを生やしているぐらいのほうが風格が出るんですってば」

「馬ば鹿か者、こけなんか生やしたら手触りが悪くなる！」

「こら、珠枝！」

　放ほうっておくと本当に石の怪をコインランドリーまで連れて行きかねないので、智宏は珠枝のおでこをぴーんと指ではじいた。

「むうっ、痛いぞ、智宏。なにをする？」

　珠枝は石の怪から手を離して、はじかれたおでこを撫なでる。

「おまえなぁ、石なんか入れたら乾燥機が壊れちゃうだろ？」

「そ、そうなのか？　それはいかんな。美雪さんに怒られてしまう」

「ちょっと、心配しているのはそっちのほうなんですか？」

　石の怪は智宏の足下でパタパタと手を振り回しながら抗議をする。

「ごめん、ごめん。けど、おまえは硬い石なんだから乾燥機に入れられても平気だろ？」

「それは……ま、まあ、その通りです。わたくしは平気でも、人の作った機械などはひとたまりもないでしょうね」

　智とも宏ひろにおだてられて、石の怪はあっさりと機嫌を直した。

「それにしても、なんで智宏さんたちはヤマイヌさんを探しているんですか？」

「好この香かに頼まれたんだよ。なんか町内会長なのにどこか行っちゃったらしいじゃないか」

「ああ、それでですか」

　石の怪もその話は知っているようで、納得したようにうなずいた。

「そんなわけだから、そのヤマイヌの立ち寄りそうな家ってのを教えてくれ」

「ええっとですねぇ――」

　石の怪の道の教え方はとてもわかりやすく、口で説明してもらうだけでその家の位置は完全に把握できた。さすがはずっと昔からここに住んでいるだけのことはある。

「なるほど、よくわかった」

「あ、その代わりと言ってはなんですけど――好香さんがいまどこにいるかご存じありませんかね？」

「えっ、好香だったらいま俺おれの家にいるけど？」

「そうですか。こりゃどうも」

　石の怪はペコリと頭を下げる。

「じゃあ、ありがとうな」

「こら、石の怪、おまえにはこけは似合わんぞ。肌の手入れを怠るな。太陽が出たらちゃんと身体からだを乾かすんだぞ！」

「ほら、いいから行くぞ……」

　いつまでもくどくどと石の怪に注意をしている珠たま枝えを引きずりながら、智宏は二丁目の沼をあとにした。



　　　　　◆◇◆



「まったく、石の怪の奴やつめ……」

　あれからずっと珠枝は石の怪への不平不満ばかり言っている。

「そんなに触りたかったのかよ？」

　智宏はさすがにうんざりして尋ねた。

「梅雨時は布団も干せんし、洗濯物もカラッと乾かん。おかげで、ここしばらくもふもふしたものに触っておらんのだ」

　そう言えば珠枝は石の怪に限らず、干したての布団や、洗い立てのバスタオルなどに抱きつくのが大好きだった。そんな珠枝にとって、なんでもじめっとしている梅雨時は欲求不満の溜たまる季節なのかもしれない。

「だからって、石の怪を乾燥機に入れるのはやりすぎだろう」

「そうかのぉ。前にテレビで見た電気でモチをつく機械と似たようなモノではないか？」

「ああ、あれね……」

　珠たま枝えが言っているのは、モチ米を入れるとぐおんぐおんと回転してモチを作る電動モチつき器のことらしい。確かに、乾燥機に入れられて回転する石の怪の姿を想像してみると、電動モチつき器の中のモチにそっくりのような気もしてきた。

「きっと、あれに入った石の怪は、つきたてのモチのようにふわふわのもふもふになるのだろうなぁ～」

　珠枝は乾燥機から出てきた石の怪のことを想像して、うっとりとした顔つきになっている。ここまでくるとある種の中毒とさえ言えそうだった。

　目を離すと、妄想にとらわれてフラフラどこかへ行ってしまいそうな珠枝の手を引きながら、智とも宏ひろはようやく石の怪が教えてくれた家の前までやってきた。

「ここらしいな」

　このあたりの土地にある家は、古くからある農家の大きな家と、最近の開発で建てられた新興住宅とにだいたい分けられる。

　ところが、この家はそのどちらとも少し違っていた。

　遠くから見ると、白い壁に大きくて凝ったデザインの窓ガラスがある造りは最近の家に見える。だが、近づいてみると壁は白く塗られた木目の浮いた木の板で、窓ガラスもサッシではなく木枠だった。

　出来合のパーツを組み上げて作るような近ごろの家とは趣がだいぶ違う。智宏は自分の通っていた小学校の旧校舎が、このような感じの建物であったことを思い出していた。

　表札にはローマ字で「Sizue」と書かれてある。

　玄関の前に立ってから、智宏は呼び鈴を押すのを少しだけ躊ちゆう躇ちよした。

　いきなり知らない人に、どのようにして妖よう怪かいが来ていないかと尋ねたらいいのか、それは頭の痛い問題だ。こういうときだけは、後先考えないで突っ込んでいく真ま希きの性格がうらやましい。

「どうした、智宏。さっさと押さんか」

　ここにもう一人、うらやましい性格なのがいた。

「わかったよ」

　珠枝に急せかされて、智宏は思いきって呼び鈴を鳴らす。

　それほど待たされることなく、玄関のドアが開いた。

　出てきたのは、品の良さそうな老婦人だった。

　パリッとノリの利きいた白いシャツに、黒の長いスカート。女性にしては長身で、智宏よりも少し高いぐらいだ。腰もしゃんとしていて、年寄り臭さはまったく無い。

　髪は白髪だったが、長く伸ばしていて、それを後ろで縛っている。

　穏和そうな顔で、口元や目元のシワは内面からにじみ出る優しさを際だたせているかのようだ。智宏が知っているお婆ばあさんといったイメージからはかけ離れた、ちょっと独特の歳としの取り方をした人といった感じだった。

「なにか、ご用？」

　そんな老婦人は、門の前に立つ智とも宏ひろたちに問いかける。張りがあって、透き通った、とても聞き取りやすい声だった。

「あ、あの、ちょっと聞きたい……あ、いや、お聞きしたいことがありまして」

　そんな老婦人の雰囲気に飲まれて、智宏は妙に緊張してしまった。先生と話をするときだって、こんなにあがったりはしない。

「私に？　どんなことかしら」

「この家にヤマイヌは来ていないか？」

　しどろもどろの智宏に呆あきれてか、珠たま枝えが横から割り込んできた。

「まあ、驚いた。いまどきそんなことを聞いてくる子がいるなんて」

　老婦人は目を丸くしながら、玄関から出てくると門を開いた。

「ちょっと事情があって、ヤマイヌを探しているんです」

「う～ん、残念だけどウチには来ていないわ」

　顎あごに手をやって、老婦人は智宏と珠枝の顔を興味深げに見つめている。

「そうですか……」

「でも、ヤマイヌを探す手助けならできると思うわ。時間があるのなら、ちょっとあがっていらっしゃい」

　そう言って、老婦人はさっさと玄関に戻っていく。

　ヤマイヌのことを教えてくれるのならば断る理由などないのだが、それ以上に老婦人の言葉にはどこか逆らいがたい力があった。

　それは、小学生ぐらいのときに、先生に何かを言いつけられたときの気分に似ている。

　あの頃ころの智宏は、先生の言うことはなんでも正しく思えて、言いつけられたことはきちんと守らないといけないのだと信じていた。やがて小学校も高学年になるといろいろ悪知恵がついて、先生のことを馬ば鹿かにするようにもなったが……この老婦人の言葉には、高校生になった智宏でさえ無条件で従いたくなるような、そんな独特の雰囲気がある。

　一瞬、智宏は老婦人が妖よう怪かいの一種ではないかとも思ったが、どうもそういった気配でもない。

　横にいる珠枝は、そんな老婦人の背中を口をへの字にして見つめている。

　そんな顔をしている珠枝を、智宏はあまり見たことがない――と思ったが、よくよく考えてみると、いまとまったく同じ顔をしているときがあったことを思い出した。

　それは珠枝の苦手なブロッコリーが食卓にのぼったときの顔だ。

「どうした、珠枝。何か気になることがあるのか？」

「いや、たいしたことではないがな」

　妙に素っ気ない態度で答えると、珠枝はさっさと老婦人のあとを追って玄関へと向かう。智宏にはそんな珠枝の態度が、無理に強がっている子供のようにも見えた。



　智とも宏ひろたちは、壁の大部分が窓になっていて、大きな天窓まである明るい洋室に通された。あまり智宏には馴な染じみが無いが、サンルームというものなのだろう。

　外は相変わらずの雨がふっている。

　雨粒でにじむ窓から見える庭には、見事なアジサイが色とりどりに咲き誇っていた。

　部屋の雰囲気によく似合った籐とう椅い子すに腰を下ろして待っていると、老婦人が細長い洒落しやれたタンブラーに入ったアイスコーヒーを持ってきてくれた。

「まだ、お名前も聞いてなかったわね」

　老婦人は二人の前にタンブラーを置くと、正面の椅子に腰を下ろして、とても楽しげな様子で尋ねた。

「稲いな村むら智宏といいます。そこの通りをずっといったところの、一丁目に住んでます」

「あら、稲村さんって、もしかして美み雪ゆきちゃんのお子さんかしら？」

「えっ、母さんのこと知ってるんですか？」

「そうね、よく知ってるわよ。最近は大学のお仕事が忙しいみたいで、なかなか会えずにいるけど」

　そう言ってクスクスと笑う仕草からは、女性の華やかな魅力さえ感じられる。智宏はこの老婦人がいったいいくつなのか、かなり気になっていた。

「じゃあ、その子が珠たま枝えちゃんかしら？」

「そうだ」

　籐椅子に深く腰をかけて、足をぶらぶらさせていた珠枝はぶっきらぼうに返事をした。

「まあ、話に聞いたとおり可愛かわいらしい女の子だこと」

「珠枝のことも知っているんですか？」

「ええ、美雪ちゃんから聞かされているわ」

　智宏の母親が、珠枝のことを余よ所その人に話していたということは、智宏にとって意外であり、同時にショックでもあった。珠枝のことを無む闇やみに言いふらすなというのは、死んだ父親の遺言のようなものでもあったからだ。

「ワシが何者であるかも知っているのか？」

「ええ、聞いているわよ。とっても小さな神様ね」

　それは嫌みからではなく、珠枝が可愛くてしかたないといった口ぶりだった。

　ところが、珠枝としてはそうとは受け取らなかったらしい。

「ならば、ワシがおまえよりもずっと年を経たモノだということも知ってるだろう」

「そうね、わかっているつもりよ」

「だったら、もっと相応の扱いをせんか」

「おい、どうしたんだよ、珠枝？」

　いつもの珠枝なら、自分が家神であることを誇示したりしない。

　どうもさっきから老婦人に対する、珠枝の態度は妙だった。それは偉そうな態度というよりは、彼女に無理に張り合っているといった感じである。

「そうね、だったら珠たま枝えちゃんじゃなくて、珠枝おばあちゃんと呼んだほうが良かったかしら？」

「お、おばあちゃんだと……？」

「私は珠枝おばあちゃんよりもずっと年下で若いから、静しず江えちゃんと呼んでいいわよ？」

　目を白黒させている珠枝の顔を、老婦人は悪戯いたずらっぽい顔で見つめている。

「ああ、智とも宏ひろ君も私のことは静江と呼んでね。私、名前で呼ばれるほうが好きなの」

「静江――さんでいいですか？」

「そうそう。若い人に名前で呼ばれると、若返った気分になるわ。ねえ、珠枝おばあちゃんもそう思わない？」

「ばっ、馬ば鹿か者。呼び捨てしても構わんから、そのおばあちゃんというのはやめろ！」

　おばあちゃんなどと呼ばれ、珠枝は真まっ赤かになって怒った。

「じゃあ、お言葉に甘えて、珠枝ちゃんと呼ばせてもらうことにするわね」

「ふん……勝手にしろ。この罰当たりめ」

　珠枝は完全にふてくされた顔をして、そっぽを向いてしまった。

　智宏は自分の母親以外にここまで珠枝がやりこめられるのは初めて見た。そう言えば、静江は智宏の母親と少しだけタイプが似ているような気がする。

「それでご用件はヤマイヌのことだったかしら？」

「はい、珠枝の友とも達だちの妖よう怪かいから頼まれて、行方を捜しているんです」

「あなたが？」

　静江はちょっと意外そうに、眉まゆを上げた。

「は、はあ……」

　やはり妖怪を捜しているなどと言えば、変わった人間と見られてもしかたないのかもしれない。

「いまどき珍しいわね。妖怪に縁を持とうとするなんて」

　静江はいままでより少しだけ真剣な顔つきになって言った。

「珠枝のおかげで、妖怪たちのことが見えるようになったもんで」

「なるほどね。それじゃあ、いろいろ戸惑うこともあるでしょう」

「そうですね……いろいろ驚かされています」

「でしょうね。でも、彼らのことを知るのは楽しくもあるでしょ？」

「どうなんでしょうね？」

　智宏は首を傾かしげながら曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

　楽しいといえば楽しいような気もするし、いらぬ気苦労が増えただけだという気もする。

「でも、ヤマイヌのことだったら、人間の私よりも珠枝ちゃんのほうが詳しいんじゃないの？」

「それが、珠枝も会ったことはないらしくて」

「あらそうなの」

「前にいた山で会ったことはあるがな。この土地のヤマイヌがどんなやつかは知らん」

　籐とう椅い子すの肘ひじ掛かけに顎あごを乗せて庭を見ていた珠たま枝えは、ぽそっと答える。知らんぷりしているようで、しっかりとこちらの話は聞いているらしい。

「ヤマイヌって、そんなにいろいろいるのか？」

「昔は全国の山にいたらしいわよ。その土地によって性格もだいぶ違っていたみたいね」

　静しず江えが代わりに答えた。

「性格ですか……」

　智とも宏ひろは縛鎖の小人のことを思い出す。

　そう言えば、彼らも見た目はよく似ているが、積極的なモノや臆おく病びようなモノ、甘えん坊なモノなど、よく観察していると性格に違いがあった。

「人のあとをつけるという共通点はあるけどね。呼び名もいろいろあって、送り犬と呼ぶ地方もあるわ」

「送り犬？」

「人を家まで送るから送り犬。送り狼おおかみって言葉もあるけど――智宏君は送り狼になるにはまだ早いかな？」

「えっ？」

「ふふふ、その話はもっと大人になってからね」

　静江は含み笑いを浮かべると、水滴の沢たく山さんついたアイスコーヒーのタンブラーを手に取って一口飲んだ。

　よくわからないまま、智宏も一緒にいただくことにする。少し酸味が強いが、よく冷えていて、さっぱりとした味わいだった。

「ヤマイヌはね、大昔、人間たちが山で狩猟生活をしていたころから、人間社会とつかず離れず生きてきたの」

「野良犬とは違うんですか？」

「昔の人たちは、犬のことを家畜とも、ましてやペットとも思っていなかったわ。一緒に暮らし、仕事を手伝ってくれ、互いに守りあう仲間だったの。だから、犬の飼い主なんてものもいなかった――」

「飼い主のいない犬が野良犬でしょ？」

「うーん、ちょっといまの人にはわかりづらいのかしら。人と犬の関係は対等で、飼う、飼われるというつながりではなかったのよ。互いの集団が一緒の場所にいるというだけ」

「あのぉ、それっていつ頃ごろの話なんですか？」

　どうも智宏には静江の話がピンと来なかった。ペットではない犬となると猟犬などが思い浮かぶが、それでも昔話に登場する犬はたいてい人に飼われていた気がする。

「そうね……歴史の教科書がいうところの、縄文時代頃かしら？」

「そんな昔の話なんですか!?」

　せいぜい鎌倉時代より少し前ぐらいの話かと、智とも宏ひろは思っていた。

　そんな大昔に人と犬がどんな関係だったかなど、いままで考えたこともない。

「ヤマイヌは山に生きるモノの中でも、とても古く、そしてとても人間側に寄ったモノよ。ねえ、珠たま枝えちゃん？」

「奴やつらは人間にとって、とてもわかりやすい『教訓』だからな」

　珠枝は上出来の冗談を言ったというように、ひとりでクックッと笑っているが、智宏にはなんのことかさっぱりわからなかった。

　そんな珠枝の言葉の意味がわかっているのか、静しず江えは少しだけ悲しげに眉まゆをひそめる。

「人が田畑を作るようになってからは、人と犬の関係も変わってきたわ。人は山を下りて里を作り、犬は家畜となったけど、ヤマイヌは山に残り続けたの。だけど、時折、山を歩く人のあとをつけては家まで送ってあげたそうよ」

「なんでそんなことを？」

「人が転ばないかどうかを見守っていたの」

「見守る……？」

　人を見守って家まで送るというのは、真ま希きから聞いたヤマイヌのイメージとはずいぶん違う。どちらかと言うと好この香かの言っていたことのほうが正しいようだ。

「この前、ヤマイヌが人を食べるという話も聞いたんですけど」

「ええ、そうらしいわね」

　静江はこともなげにそのことを肯定した。

「人間と仲がいいのに、なんでそんなことを？」

「彼らは転んだ人しか襲わないわ」

「でも、転んだ人は食べてしまうんですよね!?」

　なぜ静江がそんなに当たり前のように言うのか、智宏にはわからない。

「……それは自然の摂理のようなもの。私たちが非難することではないし、人間だってちょっと前まではやってきたことよ。学校ではそんなことは教えないし、智宏君には意外かもしれないけど――ほんとうに最近まで続けられてきたことなのよ」

「山の古い掟おきてだ。智宏は知らずとも良い」

　まるで表情を隠すかのように、窓の外を見つめたまま珠枝は言った。

　二人が何を言っているのか、いまの智宏にはよく理解できなかった。

「そもそも『転ぶ』ってなんなんですか。足を滑らして転ぶのとは違うんですか？」

「そうね、転ぶという言葉には、いまはあまり使わなくなった意味が込められているわ。いろいろなニュアンスが込められているから一言で正確に伝えるのは難しいけど――この場合は、『気持ちが挫くじける』というのが近いかな？」

「はあ――」

　それは転ぶという言葉からは、あまりイメージのつながらないもので、智宏はいまいちピンと来なかった。

「昔は墓場で転ぶと、指を一本置いていかなきゃならないなんていわれたものよ。墓場みたいなところで気が挫くじけると、いろいろなモノにひかれるから気をつけろという戒めなんでしょうね。そして、山も墓場と同じように転んではいけない場所だった」

「でも、それはヤマイヌがいるからでしょ？　だとしたら、やっぱりヤマイヌは危険な妖よう怪かいなんじゃないんですか」

「これ以上のことは、あなたがヤマイヌに会って判断することね――さて、なんだか学校の講義みたいになっちゃったけど。とにかくあなたたちはヤマイヌに会いたいのね」

　静しず江えはそう言って、手をパンと叩たたいた。

「あ、そうです。そうでした」

　智とも宏ひろはその言葉で自分がここに来た用事を思い出した。

　いつのまにか、静江の話にすっかり引き込まれてしまっていた。

「まだ時間はあるわよね。ちょっと待ってくれれば、ヤマイヌと縁をつなぐモノを作ってあげるわよ？」

「縁をつなぐ？」

「なんだったら、手伝ってくれる？」

「はあ……」

　老人らしくない行動力で、静江はさっさと席を立った。

　そんな静江のあとをついていく前に、智宏はさっきから気になっていたことを珠たま枝えに尋ねた。

「おまえ、静江さんのことが嫌いなのか？」

　いま会ったばかりで好きも嫌いもないとは思うが、静江に対する珠枝の様子はさっきからどうもおかしい感じがする。

「……嫌いではない。ただ、ああいう物知り婆ばあさんはやりづらくて苦手なのだ」

　珠枝は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして答えた。

「なんでだよ、いい人じゃないか？」

「ワシらのようなモノは、人間たちには得体がしれないと思われているほうが居心地がよいのだ。あのように、すべて見透かしているような態度をされると、どうにも気がそわそわして落ち着かん」

「なんだ、そういうことだったのかよ」

　実は、智宏もそんな珠枝の気持ちがわからないでもなかった。

　確かに静江と話をしていると、見透かされているとまでは言わないが、それに近い気分にはなってくる。

「昔はああいう物知りの年寄りが里にひとりはいたものでな……よく悪戯いたずらをしようとした妖怪が、逆にひどい目にあわされたりしたものだ」

　そう言って、珠枝は思い出し笑いをする。

　そんな珠枝の様子からすると、心配するほど静江のことを嫌っているというわけではないようで、智とも宏ひろは安心した。

「ほらほら、いつまで人のことで内緒話をしているの？」

　そんな二人に、部屋の外から静しず江えが呼びかけた。

「どうだ、やはり見透かされているだろう？」

「ああ、そうみたいだな」

　智宏と珠たま枝えは顔を見合わせ苦笑いをしたあと、急いで部屋を出た。



「こっちよ」

　案内されたのは、この家の台所だった。

　他ほかの部屋は洋風なのに、台所は妙に古い和風の造りである。きっと昔からずっと大事に使ってきた台所なのだろう。

「ヤマイヌはね、お赤飯が大好物なの」

　手際よくせいろなどの準備をしながら、静江は説明した。

「ほんとうは一晩小豆を水につけて、ゆっくり作ったほうが美お味いしいんだけどね」

「ほお、赤飯か！　それは楽しみだな」

　珠枝は準備を進める静江の手元をのぞき込みながら、行儀悪く舌なめずりなどをしている。

「おまえ、赤飯好きだったっけ？」

「ああ、大好きだぞ。毎日、赤飯でもいいぐらいだ」

　弾んだ声で答えながら、珠枝は並べられた調理道具をひとつひとつ点検している。智宏には馴な染じみの無いものもあるが、珠枝にはどれもが懐かしい道具らしい。

「そんなに好きだったら、母さんに言って作ってもらえばいいのに」

「うむ……しかし、美み雪ゆきさんは忙しい人だからな」

　珠枝は少しだけ声のトーンを落として言った。

　どうやら珠枝が赤飯をねだらないのは、智宏の母親に気を遣っていたかららしい。

「珠枝ちゃん、お赤飯を食べたくなったらいつでも遊びに来ていいのよ」

「い、いや……さすがにそんな厚かましいことは」

　また静江に心を見透かされてしまったようで、珠枝は真まっ赤かになって断った。

「あら、神様がお供え物を遠慮するなんて変よ？」

「む、むぅ……供え物というのだったらしかたないのぉ。では、季節の変わり目には――いや、ふた月に一度ぐらいはお邪魔しようかの」

「おや、残念ね。うちではひと月に一度はお赤飯を炊くのに」

「そ、それなら最初からそう言え！　じゃあ、毎月……来させてもらうぞ……」

　珠枝は流しの縁を指でグリグリといじりながら言った。

「暇な年寄りは、お客さんをもてなすことぐらいしか楽しみがないの。遠慮無くいらっしゃいな」

　鍋なべに小豆をいれた静しず江えは、今度は餅もち米ごめを研いでいる。

　ザシュザシュという小気味よいリズムに合わせ、珠たま枝えはふんふんと鼻歌を歌いながら首を縦に動かしている。さっきは苦手と言っていたくせに、その様子は祖母と孫のようだ。

　手伝えと言われて来た智とも宏ひろだったが、まったく無駄なく台所を動き回っている静江を見る限り、とても自分が手を出せる余地は無さそうだった。

　せめて邪魔にならないようにと台所の隅で、静江と珠枝の後ろ姿を眺めている。

　くつくつと音をたてている鍋。

　珠枝の鼻歌。

　外の雨の音。

　それらが混ざり合い、とても心地よいハーモニーを奏でだす。

　智宏はしばし時を忘れて、そんな日常が生み出す音楽の中に身を委ゆだねていた。



　せいろから立ち上る湯気に、餅米特有の甘い香りが混ざりだした頃ころ、突然、珠枝は鼻をひくつかせて辺りを見回した。

　最初、赤飯の匂においを嗅かいでいるのかと思ったが、どうもそうではないらしい。

「気配がする……」

「どうしたんだ？」

　珠枝は智宏の脇わきを通り抜け、台所の出口へと近づく。

「……そこにいるな、おとなしく出てこい」

　智宏のことは完全に無視で、珠枝は廊下をにらみつけている。

「わんわん」

　廊下から、うす茶色の子犬がトコトコと顔を出した。

　豆まめ柴しばというやつだろうか。柴しば犬いぬのような姿だが、体つきはずっと小さくて丸っこい。

「えっ、こいつがヤマイヌ？」

　予想していたよりも、ずっとおとなしそうだった。

　というか、どこからどう見ても、ただの座敷犬である。

「うみゃ～～っ！」

　子犬が姿を現した途端、珠枝は奇声をあげつつピョ～ンとひとっ飛びをして襲いかかった。

「た、珠枝!?」

　まさか、いきなりとっくみあいの格闘を始めるとは予想もつかなかった。

「こ、こら、おとなしくしろ！」

　珠枝は子犬を抱きしめながら、ゴロゴロと床を転げ回っている。巨大ムカデの妖よう怪かいでさえ、バスタオルを畳むようにあしらった怪力の持ち主である珠枝にしては、かなり苦戦している様子だ。

「おい、大丈夫かっ!?」

　智とも宏ひろは隙すきあらば珠たま枝えに加勢しようと身構えたが、やがて様子が少しおかしいことに気づいた。

「……珠枝、おまえなにやってるんだ？」

「智宏、智宏、智宏っ！　すごいぞ、こいつは。なんというもふもふ感なのだっ！」

　抱きかかえた子犬を両手でもみながら、珠枝はキラキラした目で叫んだ。

「はあ～？」

　子犬のほうはちぎれんばかりに尻尾しつぽを振りながら、ペロペロと珠枝の顔をなめている。それはどう見ても争っているのではなく、子犬による最大級の愛情表現のようだった。

「この暖かでふわふわの手触りと、冷たい肉球のぷにぷに感があいまって……うむむむっ、これは石の怪に勝るとも劣らん逸材だっ！」

　珠枝は上気させた頬ほおを、さかんに子犬にすり寄せながら感激している。

「……で、そいつが例のヤマイヌなのか？」

　念のため智宏は聞いてみた。

「ああん、何を言っておる。なんでこいつがヤマイヌなのだ？」

「ああそう、やっぱりな」

「どうした、智宏。なぜそんな変な顔をしておる？」

「いや……別に」

「なんだおまえも触りたいのか？　尻尾の先ぐらいなら触ってもいいぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言いながらも、珠たま枝えは子犬を全身で抱きしめたまま少しも手放そうとはしない。

「あら、タロウ。よかったわね、可愛かわいがってもらっちゃって」

　赤飯の蒸し具合を確認していた静しず江えも、ようやくこの騒ぎに気づいたようだった。

「うむ、可愛がらせてもらっているぞ！」

「わんわんわん」

　珠枝はすっかりタロウに夢中である。よほど欲求不満が溜たまっていたのだろう。タロウのほうも遊びたいさかりの年とし頃ごろらしく、大喜びで珠枝にじゃれついている。

「どうしちゃったの、珠枝ちゃん？」

　さすがに珠枝の様子がおかしいと思ったのか、静江は珍しく不思議そうな顔をして智とも宏ひろに尋ねた。

「すみません。ちょっとの間、タロウを貸してやってください」

　何でも知っているように思えた静江も、どうやら珠枝の特殊な嗜し好こうまでは知らなかったようである。



    

  
    
      
第四章　ふり続ける雨の中で





「珠たま枝えちゃんがあんなに犬が好きだとは知らなかったわ」

「いや、犬ではなくてもふもふしたモノが好きみたいなんです」

「もふもふ？」

「なんというか……とにかく、タロウみたいな手触りが好きみたいなんですよ。梅雨のせいでしばらくそんな手触りにご無ぶ沙さ汰ただったから、あんなに夢中になってたんです」

「それにしても、よっぽど楽しかったようね」

　静しず江えはクスクスと笑いながら、後ろを振り返った。

「はあ、すみません」

　二人から少し遅れて、珠枝はぐったりと放心したような顔でノロノロと着いてきている。

　あれから赤飯が炊きあがり、たくさんの赤飯おむすびを作り終えるまで、珠枝はずっとタロウと遊び続けていた。おむすび作りは智とも宏ひろもおよばずながら手伝ったが、結局、珠枝はなにひとつ手伝うことなく、智宏はすっかり静江に恐縮していた。

「いいのよ、タロウも遊んでもらえてとても喜んでいたし」

　三人は赤飯おむすびを詰めた重箱を持って、雨のたんぼ道を歩いていた。

　静江によると、こうして赤飯を持って歩いていれば、そのうちヤマイヌと会えるだろうという。理由はよくわからないが、それが縁というものなのだそうだ。

「静江さんも妖よう怪かいが見えるんですか？」

「うーん、たぶん智宏君よりは見えないと思うわよ」

「だったら、なんでそんなに妖怪たちのことに詳しいんですか？」

　静江の雰囲気は、兼かね康やすや真ま希きのように仕事で妖怪の相手をしている人たちとは、少し違う気がしていた。

「私はおばあちゃんからいろいろ教えてもらったの」

「じゃあ、おばあさんが妖怪の見える人だったんですね」

「いいえ、たぶん私と同じだったと思うわよ」

「そうしたら、おばあちゃんは――」

「そのまたおばあちゃんに聞いたそうよ。その前も、その前も……」

　なんだかうまく誤ご魔ま化かされたような気がしないでもないが、きっとそれは真実なのだろう。珠枝も言っていたが、昔は静江のような物知りの老人が里にひとりはいたという。

　どこの里でも、たくさんの知恵や知識が、老人から子供に受け継がれてきた。その流れが断ち切られてしまったのは、ほんの最近のことなのだろう。

「あとは大学で少しだけ彼らのことを研究したけど、それはあまり役には立たなかったかも」

　静しず江えは苦笑いを浮かべた。

「きっと、智とも宏ひろ君もこれからいろいろ見て、経験し、教わっていくと思うわ」

「ですかね」

「そして、私のように歳としをとったら、誰だれかにそれを伝えてあげなさい」

　まだ智宏には自分が老人になった姿は想像できなかったし、まして自分が静江のような歳の取り方をできるかも自信はなかった。だが、珠たま枝えたちとの関かかわりの中で経験したことを、いつか誰か別の人に伝えることはとても大切なことだと確信が持てた。

　先のことはわからないが、この言いつけだけは守りたいと思い、智宏は大きく「はい」と答えを返した。



　しばらくして、前のほうから誰かが歩いてくるのに智宏は気づいた。

　それは意外な人物で、ずっと学校を休んでいた本ほん間ま先生だった。

　トレーナーにジャージズボンという、いつもの本間先生の姿に比べるとかなりラフな格好をしている。

　近くの店に買い物にでも行く途中なのだろうか。

「どうも、先生」

「こんにちは、稲いな村むら君」

　本間先生は少しばつの悪そうな顔をして挨あい拶さつをした。学校を長い間休んでいるのに、外を出歩いているところを見られて気まずく思ったのかもしれない。

「どうしたんですか、ずっと学校を休んで？」

「ええ、ちょっと具合が悪くてね」

　顔の半分が傘に隠れてしまってよく見えないが、声には元気が無い。だが、ひとりで出かけられるのだから、それほど重病というわけでもないのだろう。

「そうですか――」

　どうも本間先生の返事は素っ気なかった。

「じゃあ、お大事に……」

「ありがとう。それじゃあね」

　これ以上、立ち入ったことを聞くのもなんだか失礼のような気がしたので、智宏は会釈をして別れようとした。

　だが、そのとき智宏の頭にちょっとした悪戯いたずら心が生まれた。

「早く学校に来て、俺おれの質問の答えを教えてくださいよ」

　それは本間先生が休む前に、智宏がした授業の質問のことだった。

　ところが、その呼びかけに本間先生は反応することなく、するっと通り過ぎていく。

　聞こえなかったのかな、と智宏が思ったとき、急に背筋にぞくっと冷たいモノを感じた。風邪のひきはじめに感じる、急に肩が重くなるようなそんな悪寒だった。

　智とも宏ひろは驚いて振り向いたが、本ほん間ま先生の後ろ姿はもう遠くにあった。

　遅れてきていた珠たま枝えが、ちらりと本間先生のほうを見てから、こちらに急ぎ足で駆け寄ってくる。

「あてられたな」

　珠枝は智宏の背中をじろじろ見ながら言った。

「なんのことだ？」

「気にするほどのことでもないがな」

　そう言った珠枝は、ふぅっと智宏に息を吹きかけた。すると、肩から黒いホコリのようなものが空中に霧散して、同時にいままで背筋に残っていた悪寒がスッと消えた。

「なんだ、いまのは？」

「風邪みたいなものだ。もう消えた」

「先生とすれ違ったときに妙な感じがしたんだけど」

「なるほど、あれがおまえの先生か。確かに良くない転び方をしているな」

　珠枝は合点がいったとばかりに、大きく二度ほどうなずく。

「転ぶって……辰たつ則のりのときみたいなことか？」

「それにしても、教え子のほうが転び方が上う手まいとは、最近の先生というのはどうにも頼りないのう」

　珠枝はやれやれと肩をすくめた。

「まさか、先生も妖よう怪かいに取り憑つかれているのか？」

「子供のおまえが心配するようなことではない。こういうことのために役所の拝み屋がいるのだ。やつらに任せておけばよい」

「けど――」

「なんでも首を突っ込もうとするな。いずれ痛い目に遭うぞ」

　辰則のときには珠枝にも心配をかけてしまったので、そう言われてしまうと智宏は何も反論できない。

「それに目当てのモノが来たようだぞ」

　不満げな智宏に、珠枝はたんぼ道の先を顎あごで指し示した。

　振り返ると、いつのまに現れたのか智宏たちから数メートル先のところに、目が覚めるような鮮やかな黄色い傘を持った子が立っていた。

「この子が……？」

　そんな智宏の呟つぶやきに、静しず江えは黙ってニッコリとうなずいた。

「こんにちは」

　静江がいつもの通りの良い澄んだ声で呼びかける。

「んー、いまあのお姉たんのあとをつけてたんだけどー」

　黄色い小さな傘をクルクルと回す、その少女の背格好。

　それは智宏に見覚えのあるものだった。

「呼び止めてごめんなさいね。ちょっとあなたとお話がしたいの」

「……静しず江えたん、変なモノに憑つかれているのね。追い払ってあげよーか？」

　傘をあげながらそう言ったのは、やはり瑞みず穂ほが親しん戚せきの子といっていたあのマヤだった。

　だが、不思議と智とも宏ひろには驚きはなかった。やはり、初めて会った日に違和感を感じてから、どこかでマヤが人ならぬモノであることを予感していたのかもしない。

「大丈夫、この子たちは私のお友とも達だちなのよ」

　静江はマヤに対しても、いつもの穏やかな口調で答えた。

　するとマヤはまた傘をクルクル回して、ちょっと怪け訝げんそうに珠たま枝えたちのほうを見た。

「お兄たんはいいけど、そっちの子は余よ所その山のモノだよー？」

「ええ、知っているわ。珠枝ちゃんて言うの。仲良くしてあげてね」

　いきなり珠枝の正体を見破ったことからして、やはりマヤがヤマイヌであることは間違いないようだった。しかし、そんなヤマイヌに対して、まるで近所の子のように接する静江もただ者ではないと思えた。

「でも、余所の子だしな～」

　マヤは口を尖とがらせて、ぴちゃぴちゃと水たまりを蹴けっている。そんな仕草は人間の子供そっくりである。

「あらあら、そんなことを言うの？　せっかくこれをみんなで一緒に食べようと思ったのにな～？」

　そんなマヤに、静江は少しもったいぶった動作で、風ふ呂ろ敷しきに包まれた重箱を見せた。

「んふーっ？」

　赤飯おむすびの効果は抜群で、いきなりマヤの目つきが変わった。

　フリルで膨らんだスカートの中から、ぴょこんと白い尻尾しつぽが飛び出して、ふりふりと左右に動く。さらには、寝癖かと思っていた左右にはねた髪の毛までが、ぴこぴこと動いている。どうやら、あれはヤマイヌの耳にあたる部分なのだろう。

「この匂においは――小豆たっぷりのお赤飯！」

「しかも、ごま塩もたっぷりかけた、特製おむすびよ」

　調子を合わせるように静江が言葉をつなぐ。

　マヤのほうはもう辛抱たまらないといった顔つきで、いまにもこちらに飛びついてきそうだった。その姿は静江の家にいたタロウに似ている気がする。

「んーと、静江ちゃんのお願いならわかったの。仲良くしてあげてもいいの！」

　マヤが折れてくれたのはありがたいが、智宏としては珠枝のほうが心配だった。マヤにあんな言い方をされたら、意固地なところがある珠枝のほうが怒り出すと思ったからだ。

「う、うむ、こちらこそよろしく頼むぞ！」

　ところがその心配は無用だった。

　なぜなら、珠枝のほうも赤飯おむすびにすっかり心を奪われていたからである。



　　　　　◆◇◆



　静しず江えがマヤに、雨がしのげてゆっくりと食事ができるところを教えてくれとお願いすると、三人は山にほど近いところにある公園まで案内された。

　地元民である智とも宏ひろでさえ知らないような、予算と土地が余ったのでとりあえず造りましたといったような何もない公園だったが、一番奥まったところに割としっかりした造りの東あずま屋やが建っており、みんなはそこに座って重箱を開くことにした。

　東屋には壁が無いので、三百六十度全部が雨降りの景色だ。

　前方は見渡す限りの田んぼ、背面はうっそうと木々の茂る山。

　すべてに平等に雨が降り注ぎ、世界は雨色に染められたかのようだ。

　東屋の木造の屋根を叩たたく雨音も心地よく、ここにいると梅雨時のじめっとした空気が、打ち水をしたときのような涼しげな空気に感じ取れるから不思議である。

「いいところね」

　屋根のおかげで濡ぬれていないベンチに腰をかけながら、静江はほうっとため息をつくように呟つぶやいた。

「そうですね。こんなところ知らなかったです」

「うむ、道案内は得意と見える」

　珠たま枝えも同意見のようで、珍しく素直にマヤのことを認めていた。

「んふふふ」

　みんなに誉ほめられて、マヤは身体からだをもじもじさせながらくすぐったそうに笑っている。

「それに今日は可愛かわいい服を着ているのね？」

　静江はマヤの服装に関心を持ったようだ。今日のマヤも、瑞みず穂ほの母親の趣味である例のゴスロリファッションだった。

「んーふふふ、着せてもらったんだぁ～」

　マヤはふわりとしたスカートの両端をつまんで自慢げに見せびらかす。

「よかったわね～、とても似合っているわ」

　孫と接するような態度で、静江はマヤの頭を撫なでてやる。

「ん～ふふふっ！」

　するとマヤはくすぐったそうに身をよじった。頭を撫でられると嬉うれしいようだが、同時にくすぐったくもあるらしい。

「じゃあ、暗くならないうちに食べましょう」

「わ～い！」

　そう言って静江が重箱を開くと、珠枝とマヤは両手をあげて嬉しそうに歓声をあげた。

　その様子を見て、なんとなくこの二人は似ているなぁと思っていた智宏だったが、気づくと、今度は自分のほうが二人にじい～っと見られていた。

「な、なんだよ？」

「智とも宏ひろ、おまえは嬉うれしくないのか？」

「お兄たんは嬉しくないの？」

　珠たま枝えとマヤが二人がかりで不満そうに尋ねる。

「いや……そんなことないよ。おいしそうだと――」

　智宏はさっきからじっと向けられている視線の意味をしばし考えてから、観念したように二人に習って両手をあげた。

「わ～い、いただきまぁ～す！」

　かくして、東あずま屋やに三人の歓声が響いたのだった。



　――それにしても、珠枝とマヤは実によく食べる。

　たぶん、二人とも智宏の倍は食べている。

　作ったおむすびは大きな重箱に三段分なので、大人四人でも食べきれないぐらいの量だったが、気づくとおむすびは最後の一個になっていた。

　先に手を伸ばしたのは珠枝だったが、手に取る寸前にそれが最後の一個だと気づいたようで、ぴたりと手を止めた。

「む、食べたかったら食べて良いのだぞ？」

　そう言って、珠枝は重箱をマヤのほうに向ける。

「ホントに？」

　マヤは大喜びでその最後の一個を手に取った。

「あら、珠枝ちゃんは偉いわね」

　そんな二人の姿を見て、静しず江えは感心したように珠枝を誉ほめた。

　ところが、せっかくおむすびをもらったマヤだったが、珠枝ばかりが誉められているのが面白くないらしい。そこで、マヤは名案がひらめいたとばかりにおむすびをふたつに割って、もう一方を珠枝に差し出した。

「んー」

「おおっ、くれるというのか？　これはすまんな」

　半分になったおむすびを珠枝に渡すと、マヤは目をキラキラさせながら静江のほうを見つめた。

「はい、ヤマイヌも偉いわね」

　静江はにっこり笑って、マヤの頭を撫なでた。

「んーふふふふふふふっ！」

　静江に頭を撫でてもらって、マヤはとてもご満悦だ。

　もっと誉めて欲しいのか、自分のもっていたおむすびの半分をさらにふたつにわけて静江に差し出す。

「あら、私にもくれるの？」

「んーっ！」

　マヤはこくこくとうなずく。

「むむむむむっ……」

　それを見ていた珠たま枝えは、マヤに負けじと自分の手にあったおむすびをふたつにわけたのだが、上う手まく二等分に割れなかったようだ。大きいおむすびと小さいおむすびを、まるで難解な数学の問題を解こうかといった真剣な顔つきでにらみつけている。

　そして、ようやく解を求めることができたのか、しぶしぶながら大きいほうのおむすびを智とも宏ひろに差し出した。

「おまえも一緒に食べろ」

「あ、ああ、ありがと。でも、俺おれは小さいほうでいいよ」

　そんな両親に生涯の別れを告げるときのような顔をされて、どうして大きいほうを受け取ることができようか。

「そ、そうか？　しかし、おまえは育ち盛りなのだからたくさん食べないといかんぞ」

「いや、もう腹もいっぱいだし」

「ふむ、それではしかたないな。腹八分目ともいうしな」

　そう言って、珠枝は小さいほうのおむすびを智宏に渡すと、自分は大きいほうのおむすびを至福の表情で口に運んだ。

　おむすびを食べ終えると、珠枝とマヤはすっかり満足しきった顔になっていた。

「ふう、満腹だ。少し暗くなってきたことだし、そろそろ帰るとするか」

　珠枝はぺろりと指先を舐なめて言った。

　マヤもそれを真ま似ねて、ぺろぺろと自分の指先を舐めている。

「そうね、雲が黒くなっているし、もしかして雷になるかもね」

　静しず江えは重箱を片付けながら、空模様をうかがった。

　確かにだいぶ雲の色が黒くなっている。遠くにゴロゴロという雷鳴が、かすかに聞こえた気がした。

「じゃあ、さっさと帰るか――って、違うだろ！」

「どうした、智宏？」

「町内会の話もしてないし、肝心の辰たつ則のりのことも聞いてないし、これじゃあただ赤飯食べに来ただけじゃないか！」

「赤飯を食べるだけで十分ではないか」

　珠枝は素で驚いた顔をしている。どうやら本気で町内会のことなどは忘れてしまっていたらしい。

「おまえはそれでいいかもしれないけど、俺にはマヤちゃんに聞きたいことがあるの」

「……人間のおまえが妖よう怪かいにか？」

「そうだよ。なにをいまさら」

　いままでだって智宏はたくさんの妖怪たちとつきあってきたというのに、珠枝は急に非難がましい口調で言った。

「まあよい、では話せ」

　珠たま枝えは投げやりな態度でそっぽを向いた。

　さっきまであれだけ上機嫌だったくせに、本当に気分屋な家神だ。

「マヤちゃんは妖よう怪かいの町内会長なんだよね？」

「そうだよー」

「みんなマヤちゃんがいなくて困ってるみたいだよ。戻ってあげたら？」

「けど、マヤはお姉たんの家で暮らすことにしたからなー」

　いきなり話は、智とも宏ひろが内心一番聞きたかった核心部分に突入した。

「……なんで、瑞みず穂ほの家で暮らすことにしたんだい？」

　智宏は少し緊張しながら尋ねた。

　いくら幼い女の子の姿をしているとはいえ、相手は人を喰くらうこともあるといわれている妖怪である。機嫌を損ねたら、なにが起きるか予測もつかない。

「山が退屈だったから。みんな、どっか行っちゃったの」

　マヤはあっけらかんとした顔で答えた。

「仲間がいなくなっちゃったの？」

　智宏とマヤの話を黙って聞いていた静しず江えが、会話に入ってきた。

「ん～っ、ガーンガーンって石を叩たたく音がうるさいから、みんなどっか別の山に行っちゃったの」

「そうか……」

　マヤの言っているのは、例の道路工事のことだろう。

「ヤマイヌはね、群れをつくるモノなの。ひとりきりになって寂しかったから里に下りてきたのね」

　静江はマヤの頭を撫なでてあげる。そうされることが大好きなマヤは、目を細めて「んーふふふ」とくすぐったそうに笑った。

「けど、なんで瑞穂の家なんかに……？」

「お姉たんはたんたんと一緒だったから、マヤも一緒にいさせてくれるかなー、って思ったの」

「たんたん？」

「大きな顔した、柿かきのたんたん。山ではお友達だったの」

「ああ、たんころりんのことか……」

　どうやらマヤは一緒に暮らしやすい相手を探しているときに、たんころりんをぶらさげた瑞穂と出会ったらしい。それで、たんころりんと暮らしている瑞穂ならば、自分も一緒に暮らせると思ったのだろう。

「あとは、ちょっとだけムニュニュ～ってして、お姉たんたちがマヤのことを仲間と思うように化かしたけど」

　そう言って、マヤは両手の指をワキワキと動かした。

「ふ、ふ～ん」

　ムニュニュ～というのはよくわからないが、おそらく妖よう術じゆつかなにかのことなのだろう。

　そのおかげで、瑞みず穂ほはマヤのことを親しん戚せきの子と思いこんでしまったようだ。見た目はただの女の子のくせに、ちゃんと妖よう怪かいっぽい力も持っているらしい。好この香かが霊格の高い妖怪だといっていたのは本当のことのようだ。

「それなら私の家に来ればよかったのに……」

「んー、静しず江えたんはマヤのことをわかってるから」

　寂しそうな顔をしている静江を見て、マヤは困ったように彼女の頬ほおを撫なでた。

「妖怪は自分の正体を知っている人と一緒だと落ち着かないんだそうですよ」

　智とも宏ひろはさきほど珠たま枝えに聞いたことを静江に教えてやった。

「あらっ、そうなの？」

　静江は驚いたような顔をして、マヤと珠枝の二人を交互に見た。

「んふふふ、静江たんといると、少しだけくすぐったいかなー」

「ばあさんはモノを知りすぎるのだ。正体を知られていても、智宏のようにからかいがいがあると一緒にいて楽しいものだがな」

「んーふふふっ！」

　マヤが同意するようにコクコクうなずきながら笑った。

「まあっ、すごいショックだわ～！　みんなのことを知りたくて、いろいろ教わったり、勉強してきたのに」

　ぴしゃりとおでこを叩たたくと、静江は大げさな身振りで天を仰ぎ見た。

「まず最初に、そのことを知っておくべきだったな」

　やられっぱなしの静江に、少しだけやりかえすことができたとばかりに、珠枝はニヤリと笑った。

「ところで、辰たつ則のりに取り憑ついたのはマヤだったのか？」

「だ～れ、それ？」

　マヤは首を傾かしげている。

「この前、俺おれぐらいの歳としの男に取り憑かなかったか？」

「マヤは知らないなー？」

「でも、マヤはあとをつける妖怪なんだよな？」

「そうだよー」

　真ま希きはヤマイヌを疑っていたようだが、やはり辰則に取り憑いていたあの妙なモノはマヤとは関係ないのだろうか。智宏の眼力で見ても、辰則の部屋で感じたモノと、マヤの雰囲気はまったく異なっている気がした。

「あー、智宏。面倒だから教えてやるが、おまえの友達に憑いていたモノは『びしゃがつく』というモノだ。だから、ヤマイヌは無関係だ」

「びしゃがつく？」

　それは初めて聞く奇妙な響きの名前だった。そもそもそれが妖よう怪かいの名前なのかどうかもわからない。

「人のあとを『びしゃびしゃ』と足音をたててつけてくるから、びしゃがつくというんだ。霊格の低いモノで、ワシらのように個として存在しているわけではない」

「びしゃがつくなら知ってるよー。黒くてもわもわしてるやつだけど、あんなのとマヤは違うんだなー」

　いつも楽しそうなマヤにしては珍しく、眉まゆ根ねを寄せて少しだけ機嫌悪そうに言った。

「このあたりの山ではそれほど目立たんモノだったが、ヤマイヌが山からいなくなったせいで調子に乗ってナワバリを広げているのだろう」

「知ってたのなら、なんで教えてくれないんだよ？」

「知って、おまえはどうするというのだ」

　珠たま枝えは、また突き放すような素っ気ない口調で言った。

「それは……」

「最近、おまえはこっちのことに関かかわりすぎている。いい加減にしたほうがいいぞ」

「そうかもしれないけど、しょうがないだろ。辰たつ則のりが取り憑つかれたりしているんだから」

「そうして相手の正体を暴いて、またワシに退治をさせるつもりなのか――この前の大ムカデのときのように。もしも、このヤマイヌがおまえの友達に取り憑いたモノだったとしたら、ワシに退治をさせるつもりだったのか？」

「珠枝ちゃん、智とも宏ひろ君はそんなつもりで調べていたんじゃないと思うわよ」

　珠枝の追及に言葉を詰まらせた智宏の代わりに、静しず江えがなだめるように言った。

「同じことだ。ワシらのようなモノは領分にズカズカ立ち入られることを好かん。そのことは肝に銘じておけ」

「ズカズカ立ち入るって……そんな言いかたないだろ！」

「おまえのしていることはそういうことだというのだ」

　珠枝は苛いら立だたしげな表情をしながら、すくっと席を立った。

「珠枝！」

「こちらのモノたちは、おまえの思っているようなモノばかりではない。深入りすれば、いずれは痛い目にあうだろう。よく心しておけ」

　そう吐き捨てるように言い残すと、珠枝は両手を羽ばたくように大きく動かした。

　すると、雨粒の混ざったつむじ風が巻き上がり、一瞬だけ視界が奪われる。

　風はすぐにやんだが、再び智宏が目を開けたとき、そこに珠枝はいなかった。このような力を使って珠枝が姿を消すことは滅多にない。

　なぜ珠枝が急にそんなに怒り出したのか、智宏にはわからなかった。

「静江さん、俺おれが妖怪たちのことに首を突っ込むのはいけないことなんでしょうか？」

　助けを求めるような気持ちで、智宏は静江に尋ねる。

　しかし、静江の口から出た言葉は、智宏の期待に添うようなものではなかった。

「私がこれまで多くの人たちから受けてきた忠告の言葉を借りるのなら――珠たま枝えちゃんの言うとおり、それは良くないことだわ」

「そんな……」

「彼らに関かかわりすぎれば、それだけ人の世との関係が希薄になる。人間には器が決められているから、ふたつのものを入れようとすればどちらかが溢あふれる――と、私に諭してくれた親友もいたわ」

「そんな単純なものじゃあないでしょ？」

　生意気とはわかっていたが、智とも宏ひろはその意見には反論したくなった。

「それはあなたがまだ若くて、器に余裕がたくさんあるからよ。でも、やがてあなたにも人が結べる縁というものに限度があると気づく日が来るかもしれない。そのとき、あなたはどちらかを選ばねばならなくなるかも」

　そう言って静しず江えはきょとんとした顔で話を聞いているマヤの両りよう脇わきに手をいれると、ひょいと自分の膝ひざの上に乗せた。

「んーふふふふ」

　マヤは嬉うれしそうに静江の胸に顔をすり寄せている。

「そして……あなたがあちらを選んだとき、それは人間としての幸福を捨てることになるのかもしれないわ」

　静江はマヤのさらさらした銀髪に頬ほおを寄せて、じっと目を閉じた。

「――静江さんも、珠枝と同じ意見なんですね」

「いいえ、これは単なる私の体験談。それを自分に当てはめるかどうかは、あなたが決めることよ。私とは違って、あなたにはまだたくさんの時間が残されているのだから」

　それは子供を諭すようなものではなく、別の可能性を持つ対等な人間へ向けられた真しん摯しな言葉だった。そこには、静江の秘められた願いが込められているように感じられた。

「俺おれ、珠枝を探しにいきます」

「そうね。こんなところでおばあちゃんの相手をしている時間なんて、あなたにはないわよ。すぐに行ってあげなさい」

　すると静江の膝の上で、マヤがクンクンと鼻をひくつかせた。

「たぶん、あっちかなー？　そんなに遠くないよ」

　マヤが指さす方角――そっちには珠枝が行きそうな場所の心当たりがひとつある。

「ありがとう、マヤちゃん」

「んふふふ、仲良くねー。転んじゃだめだよ」

　そう言ってニィッと笑うと、マヤは頭を智宏のほうに突き出した。

「ああ、わかってる」

　智宏がお礼代わりにマヤの頭を撫なでてやると、マヤはまたくすぐったそうに笑った。



　　　　　◆◇◆



　どんどん暗くなる雨空の下で、智とも宏ひろはある場所を目指して駆けていた。

　一応、傘は差しているがほとんど全身びしょ濡ぬれの状態だ。

　やがて雨で灰色に染まった田んぼの中に、目的地が見えてきた。

　こんもりと黒い塊が、田んぼの中に孤島のようにぽつりと浮かんでいる。

　あれはお稲荷いなりさんの境内の林。

　水たまりだらけだが、その代わり近道になるあぜ道を抜けて、智宏は細い裏道から境内へと入った。子供の頃ころには、よくこの道を利用したものだ。

　小さな社に比べると、不釣り合いなほどに大きな鳥居。

　くすんだ灰色の砂利に覆われた境内には、人の気配はない。いつもは子供たちでにぎわうこの場所だが、さすがにこの雨では誰だれも遊びには来ないだろう。

　智宏は息を落ち着かせながら、境内の真ん中の道を抜けて、あたりを見回す。

　ひときわ大きな桜の木。

　その根元に、珠たま枝えは立っていた。

「雨宿りか？」

　少し離れた場所から、智宏は声をかけたが、珠枝は顔も上げようとしない。

「こんな日は誰も遊びに来ないぞ？」

　智宏は傘を閉じて、珠枝の隣に立った。



    

  
    
      



    

  
    
      　よく生い茂った桜の葉は、雨を完全に遮ってくれている。

　智とも宏ひろが無言のままでいると、やがてしびれを切らしたのか珠たま枝えのほうから口を開いた。

「なぜ、黙っている？」

「前にも言っただろ。相合い傘をしているとき、男は無口になるんだよ」

「……そうだったな」

　珠枝はうつむいていた顔をあげると、二人が雨宿りをしている桜の木を見上げた。

　そんな珠枝の横顔を見つめながら、智宏はゆっくりと考えた。

　もしかすると、自分は珠枝たちの世界に身勝手に立ち入りすぎたのかもしれない。

　以前、自分は珠枝のことなど理解しようともせずに、昔の言霊にだけ縛られて余よ所その人からこの家神を守り続けてきた。

　そして、この前のことで言霊からの縛りが消え、自分が珠枝を守ろうとしていたことは、単なる押しつけでしかなかったことに嫌というほど気づかされた。

　だが、それでもなお、智宏にとって珠枝は守りたい存在に変わりはなかった。

　言霊の縛りが消えたからこそ、自分が珠枝のことを家族として大事にしていきたいという想おもいを再認識できたのだった。

　だから、今度はもっと珠枝のことを理解して、いままでのようないびつなモノではない関係を築きたかったのだ。そのために、智宏は珠枝たちのこと――妖よう怪かいたちの世界をもっと知りたかったのだが……

　もしかすると、少し焦りすぎていたのかもしれない。

「俺おれが無神経だったのかな？」

「そうだな、少し急ぎすぎるところがあるな」

　珠枝はいつもよりも穏やかな口調で答えてくれた。

「以前のおまえは、何も知らずにワシのことを家神として守り続けた。ワシはそのことを不安に感じつつも、そこに安らぎを覚えていた。なぜなら、言霊に縛られている限り、おまえはワシのことを嫌うことはないのだからな」

　珠枝の言うとおり、以前の智宏には珠枝を守らないという考えは存在しなかった。

　口では喧けん嘩かしても、いつでも珠枝のことを最優先にしてきたのだ。だから、学校の友達を家に呼ぶことすら拒絶してきたのだ。

「だが、いまのおまえはどんどん変化していく。ワシのことを知り、ワシらのようなモノのことを知っていく」

「ああ、そうだな」

　それこそ智宏の望むことだ。

　それなのに、なぜ珠枝はこんなに悲しそうな顔をしているのだろう。

「そして、いずれワシらが本当に人間とは異質なものであると思い知るときがくるだろう」

　コヒロの言葉が不意に甦よみがえった。

　自分の黒く鋭い爪つめを見せて、コヒロが言った言葉。

『異質なモノを避けるのは生き物として当たり前のこと』

　あのとき、コヒロのかぎ爪づめの鋭さに恐ろしさをまったく感じなかったといえば、それは嘘うそになる。もっと多くのことを理解したとき、自分は珠たま枝えの中にもあのような異質な恐ろしさを見いだすことになるというのだろうか。

「そのとき、おまえはワシを嫌うだろう」

　珠枝はそんな智とも宏ひろの心を読んでいたかのように呟つぶやいた。

「そんなことは……」

　反射的に智宏は否定した。

「いや、あるのだよ。ワシらのことを一番よく知っている連中の態度を見れば、それがわかるだろう？」

「静しず江えさんはおまえたちのことを嫌ったりしていないぞ」

「違う、ワシの言っているのは役所の拝み屋たちのことだ。古い時代から、ワシらのことをもっとも深く理解してきたのは、あの連中たちなのだ」

　珠枝の言う拝み屋とは、兼かね康やすと真ま希きのことだ。いつも珠枝は少し馬ば鹿かにしたように、二人のことをそんな呼び方をする。

「あの小娘は言うに及ばず、兼康だってワシらのことを畏おそれて敬いはするが、決して好いてはおらん。それは、あの連中とワシらが出会ってからずっと続いてきた関係だ」

「あの二人はそういう仕事だからだろ？」

「他ほかの人間に求められ、その代理でしている仕事だがな……まあいい。そんなことはどうでも良いのだ。ワシにとって大切なことは、おまえのことだけだ」

　いままでずっと遠くを見ていた珠枝は、急に智宏のほうに向き直り、射抜くような目でじっと見つめた。

　目の錯覚だろうか。その目は黄色く輝いているように見えた。

「ワシはおまえの目に力を与えたことを後悔している。おまえが多くのことを知ってしまう前に、もう一度、縛り付けておきたいという気持ちになる。以前のように、おまえがワシのこと以外を見なくなるように――それが無理ならば、その両の眼まなこを潰つぶしてやりたいと思うことさえある」

　そう言って、珠枝は髪をかき上げ、上目遣いで智宏のほうを見つめ続ける。

　細く長いまつげは珠枝がまばたきをするたびに蝶ちようのように優雅に動き、湿っているはずの髪は白く細い指の間をさらさらと清流のように流れ落ちる。まるで年上の女性のようにその仕草は魅惑的で、智宏は視線をそらすことができなかった。

「……ワシらのようなモノは、独占欲が強いのだ。好いたモノは誰だれにも渡さない。ひとりで大事に腹の中に抱えておく」

　智宏はまるで髪の動きに酔わされているかのように軽いめまいを感じ、心が落ち着かなくなった。

「けど……父さんは……おまえのことをよく知っていたんだろ？」

　心乱されつつも、智とも宏ひろはずっと胸に溜ためていた言葉をなんとか口にした。

　そして、その言葉を聞いた珠たま枝えは、髪をもてあそぶのをピタリとやめた。

「……おまえは孝こう二じ郎ろうとは違う」

「そりゃあそうだけど、だからって俺おれがおまえのことを嫌うなんて決めつけるなよ」

　智宏は珠枝の両肩に手を置いて言葉を続ける。無意識のうちに、珠枝にまた髪をいじらせないようにしていたのかもしれない。

「俺はおまえのことを嫌いになりたくて、いろいろ知りたいんじゃない。おまえのことをもっと好きになりたいから、もっといろいろ知りたいんだ」

　驚いたような顔をして智宏を見ていた珠枝は、やがて自分の表情を隠すように頭を下げた。

「……そうか」

　珠枝の小さな声が聞こえた気がした。

　智宏はしゃがんで、珠枝の隠れた顔を見上げた。

「珠枝……」

　智宏と正面から向き合った珠枝は、視線から逃れるように目をきゅっと閉じた。

　だが、その口元には少し笑みが戻っている。

　そんな珠枝の姿をじっと見ていた智宏は、しばらくしてからそっとその頭を撫なでた。やわらかい髪の感触がとても心地よく、そして暖かかった。

「……なにをしておる？」

　しばらくして、珠枝が目を半分だけ開けて尋ねた。

「な、なにって、頭を撫でてるんだけど」

　あらためてそう聞かれると、智宏も照れくさいものがある。

「馬ば鹿か者……こういうときはもっと気の利きいたことをするものだ」

　珠枝は顔を赤らめつつも、不機嫌そうに口を尖とがらせた。

　さっきまでの大人びた憂い顔とはまったく違う、いつもの子供っぽいふてくされかただった。

「気の利いたって、どんなことだよ？」

　智宏には珠枝の言っていることがさっぱりわからない。

「なっ、ワシの口から言わせる気か!?　この罰当たりめ！」

「なんだよ、頭を撫でられるのは嫌なのか。マヤちゃんは好きだぞ」

　子供扱いされているのを怒っているのかと思い、智宏は撫でるのをやめた。

「いや、そういうわけではない。ええい、あんなヤマイヌを撫でてやるぐらいなら、もう少しばかりワシを撫でていろ」

　そう言って、珠枝は腕を組むと、心持ち智宏のほうに頭を傾ける。

「なんだかよくわからないなぁ」

　智宏が首を傾かしげながらも、そんな珠枝の頭を再び撫でてやると、さっきよりちょっと暖かいような気がした。どうしてかはわからないが、頭に血が上っているらしい。

「ふん……やはり、おまえたちは親子だな。もう少し教育上悪いものも学んだほうが良いのかもしれん」

　そんなことを呟つぶやきながら、珠たま枝えはう～んと一人で考え事をしている。

　いったい何を考えているのやらと思いつつも、智とも宏ひろは珠枝の頭を撫なで続ける。その髪の手触りはとても心地がよく、正直、やめるのが惜しいぐらいである。

「なるほどね、こんな感じなのかな」

　珠枝がもふもふしたものを触りたがる気持ちを、少しだけ理解できた智宏であった。



　　　　　◆◇◆



　智宏と珠枝が家に戻ると、なにやら応接間のほうが騒がしかった。

　母親が帰ってきているのかと思ったが、玄関に母の靴は無く、その代わりに小さな草履がいくつか転がっていた。

「なんだこりゃ？」

「むう、好この香かのやつめ、留守番もろくにできんのか」

　そう言うが早いか、珠枝はつかつかと応接間のほうに向かい、勢いよく戸を開けた。

「こらっ、なにを人の家で騒いでおるか！」

　智宏もあわてて靴を脱いで、珠枝の後ろから部屋の中をのぞいた。

「なっ！」

　その光景にさすがの智宏も驚きの声をあげた。

　応接間の中にはざっと数えて十人ぐらいの妖よう怪かいが大集合していた。

　目玉のついたワタボコリや大蛇は以前も会ったことがあるが、他ほかにも見たこともないモノたちもいる。そして、そんな連中に取り囲まれるように中心には正座をした好香がいた。

「なにしてるんだ、おまえら!?」

　すると半べそをかいていた好香は、妖怪のひとりの頭を踏み台にして、ぴょ～んと智宏に抱きついてきた。

「ああ～ん、智宏さん。待ってたんですからぁ～！」

　いきなり首根っこにしがみつかれ、智宏は苦しさに目を白黒させる。

「お、落ち着け。いったいどうしたんだ？」

「みんなが……みんながいじめるんですよ～」

　小さな女の子のようにめそめそと好香は泣いているが、どうもわざとらしく見える。

　他の妖怪たちもそれはわかっているようで、冷たい目でじとっとこちらをにらんでいる。その雰囲気はただ事では無さそうだった。

「あ、お邪魔をしております」

　そんな中で一番馴な染じみのある妖怪である石の怪が、ぴょこっと立ち上がり挨あい拶さつをした。

「こんなに集まって、なにかあったのか？」

「わたくしたちは好この香かさんに町内会の分配金のことで用がありまして」

「分配金……って、なんのことだ？」

「わたくしたちは月に一度、お稲荷いなりさんのお賽さい銭せんの一部をみんなで分けているんです。ところが、今月はまだそれが配られていないものですから、こうしてみんなで好香さんに催促をしに来ているというわけです」

「ちょっと待て。おまえら賽銭を盗んだりしているのか!?」

「盗むだなんて人聞き悪い。ちゃんとお稲荷の主あるじ様さまにも許可はもらってますよ」

　石の怪はパタパタと手を振って抗議をした。

「そうなのか？」

　さっきからずっと抱きついたままの好香に、智とも宏ひろは尋ねる。

「ええ、本当です」

「あっそう、ならいいんだけど……そもそも、おまえらお金なんて必要なのか？」

「そりゃあ、時には甘いモノとか食べたくなりますからねぇ。そういうときはこっそりとお店に行って、品物とお金を交換してるんですよ」

「へえ、そりゃあ偉いな」

　姿が見えないのだからこっそり持っていってしまえばいいのに、案外と律儀なところがある連中だ。

「そんなわけで好香さん。さっさと分配金の支払いをお願いします！」

　智宏と好香の間に、石の怪はずいっと丸い頭を割り込ませて言った。

「ひぃ～ん、だからいま智宏さんがヤマイヌさんを探してきてくれているんじゃないですか～！」

「あ、悪い……そのことなんだけど……」

「あれ、そんな……まさか……」

　歯切れの悪い返事をする智宏に、好香は本気で泣き出しそうな顔をする。

「ごめん、連れてこれなかった」

　智宏は素直に詫わびた。

「ええ～っ、そんなぁ～！」

「聞いての通りです。もう助けは来ません。さあさあ、分配の続きをしてもらいましょうか」

　悲鳴に似た叫びをあげる好香の手を、妖よう怪かいたちが引っ張っていく。

　そのまま好香は座卓の前に正座をさせられると、まるで取り調べを受けているかのように妖怪たちに取り囲まれた。

　座卓の上には、数枚の五百円玉を含めた小銭がいくつかの山になって置かれてある。ほとんどが十円以下の小銭なので、おそらくこれが分配金としてお賽銭から分けられたものなのだろう。

　ざっと見て金額は二千円ぐらいといったところか。これだけたくさんの妖よう怪かいが集まって大騒ぎをしているわりには、その金額はたいしたことがない。

「あと少しですよ、頑張ってください」

「あっと少し、あっと少し！」

　妖怪たちは声をそろえて好この香かを急せかしている。

「うえ～ん、もういや～！」

　好香は座卓に置かれていた長い菜さい箸ばしを手に取ると、机の上にある小銭を怖こわ々ごわとつまみ上げては、別に分けてある山に移動させている。

　その様子はまるで黒くて足の速い虫でも扱っているかのようだ。

　最初、智とも宏ひろは何をしているのかわからなかったが、もしやと思って山の数を数えてみる。

　なるほど、山の数は集まっている妖怪たちの人数と同じだった。

　しかし、そうだとすれば別の疑問が頭に浮かぶ。

「おまえ、もしかしてそれでお金を分けようとしてるの？」

「そうですよ～、みなさん計算が苦手なものだから、こうやって私に押しつけているんです～」

「そんな、じゃんけんで負けたのは好香さんでしょ！」

「しかも、途中から三回勝負とか言い出して！」

「そのうえでまた負けたくせに！」



    

  
    
      



    

  
    
      　石の怪を始めとして、妖よう怪かいたちは揃そろってブーイングを飛ばした。

「だって、私、小銭は苦手なんだも～ん！」

　なんでも桜の精である好この香かは金属製のものを嫌う性質があり、その中でも小銭は大の苦手なのだそうだ。だから、直接触らないように箸はしを使って分けているのだろう。

「そんな言い訳は通用しません。さあさあ、早く分配してください」

「ひぃ～ん！」

「いや、けどさぁ……さっきから見てると、百円玉も一円玉も同じように分けているように見えるんだけど」

　智とも宏ひろはようやくずっと抱えていた疑問を口にすることができた。

「へっ？」

　目をまん丸にした妖怪たちの視線が、一斉に智宏に集まった。

「いや、だから、この分け方じゃあ小銭の枚数は同じでも、金額はバラバラになっちゃうぞ。ほら、ここは百円玉が三枚もあるのに、こっちは一円玉ばかりじゃないか」

　智宏の指摘を受けて、妖怪たちは円く輪を作ると、頭をつきあわせてゴニョゴニョと相談を始めた。

　好香は何もわかっていないというきょと～んとした顔で、小銭の山を見比べている。

「そうです、そのとおりですよ！　さすがは智宏さん！」

　長い相談の末、ようやく結論が出たのか、石の怪がこぶしを握りしめて叫んだ。

　もはやこれは計算が弱いとか、そういうレベルの問題ではなさそうな気がする。

「ええ～っ、そんなぁ。ちょっとぐらいの差なんていいじゃないですか～！」

　好香は猛然と抗議をするが、一度、真実に気づいてしまった妖怪たちはそれを即座に却下した。好香には悪いが、この分配法で分けられた金は、ちょっとぐらいの差とはとても言い難いものがある。妖怪たちの要求は正当と言えるだろう。

「もうっ、智宏さんのバカバカバカ～！　なんでそんな意地悪を言うんですかぁ～！」

「いや、意地悪のつもりはなかったんだけど……」

　好香に背中をポカポカ叩たたかれながら、智宏は困り顔をする。

「やっぱりここは寺子屋でそろばんを学ばれたという、珠たま枝え様にお願いするしか！」

　そう言って、好香は両手を合わせて珠枝を拝む。

「えっ、珠枝様ってそろばんできるの？」

「すげー、僕なんて読み書きも危ないよ」

「そろばんってな～に？」

　他ほかの妖怪たちもざわざわしながら、みんな珠枝のほうを期待に満ち満ちた顔で見つめた。



「……ふ～ん、ワシに町内会長をさせようというのは、そんな小銭の計算を押しつけたいがためだったというわけか」

　このとき、すぐ近くで激しい雷鳴が響いた。

　空は暗雲に覆われ薄暗くなり、大粒の雨が屋根を派手に叩たたいている。

　しかし、いま部屋の中では誰だれ一人言葉を発することなく静まりかえっていた。

　顔色のわかるモノも、わからないモノも、そもそも顔の無いモノも、みんな一様に珠たま枝えの静かなる怒りに青ざめていた。

「な、なんかお邪魔してしまったようで……」

　石の怪はそそくさと小銭を風ふ呂ろ敷しきの中に戻していく。

「わかっているなら――さっさとワシの前から消え失うせろ～っ！」

　再び部屋の中と外で雷がどんがらがっしゃ～んと落ちた。

「しっ、失礼しました～！」

　妖よう怪かいたちは転がるように部屋から飛び出すと、あっという間に姿を消してしまった。

「ふんっ、この罰当たりどもめ！」

　頭から湯気を出しそうな勢いで、珠枝はドンドンと床を踏みしめながら怒っている。

「とかなんとか言って、ホントはおまえも計算が苦手なんじゃないのか？」

「ばっ、馬ば鹿かにするな～っ！」

　智とも宏ひろの余計な一言のおかげで、またもや部屋には雷が落ちたのだった。



    

  
    
      
第五章　瑞みず穂ほとマキマキ





「辰たつ則のり、もうどこも調子は悪くないのか？」

「大丈夫だって。そもそも母さんが大げさに心配していただけで、最初からどこも悪くなかったんだから！」

　その日の放課後、智とも宏ひろは辰則と瑞穂の三人で下校していた。

「それより心配なのは本ほん間ま先生だよ。まさか今日も休みだなんて……俺おれ、寂しくてホントに病気になりそうだぜ」

「そういや、おまえ見舞いに行ったとか言って無かったか？」

　辰則が珠たま枝えの言う『びしゃがつく』に取り憑つかれていたときに、そんなことを言っていたはずだった。

「あれ、よく知ってるな。クラスの連中には内緒で行ったんだけどな」

「それでどうだったんだよ」

「元気はなかったけど、あんまり具合が悪いって感じでも無かったけどなぁ」

「ふーん、だったらもうすぐ復帰するだろ」

「だといいんだけど。じゃあ、また明日な」

　いつもの分かれ道で、辰則は智宏たちと別れた。辰則の家は学校からちょっと遠いので自転車通学なのだ。

　智宏としては、本間先生の体調よりも辰則の様子のほうが気がかりだったが、いまのところ、智宏の眼力で見てもどこにもおかしなところは見えない。

　どうやら完全に治ったらしい。もう心配することはないだろう。

　珠枝はあまりこの眼力のことを好ましく思っていないようだが、こうして友人の様子を『見る』ことができるのは便利なものだ。

「じゃあ、行くか」

　やがて辰則の姿が見えなくなったことを確認してから、智宏は瑞穂と一緒の道を歩く。

　こちらは智宏の家の方向ではない。

　実は、辰則がまた変な誤解をすると面倒なので黙っていたが、瑞穂が何か相談があるというので、これから彼女の家に寄り道をする予定なのだ。

　智宏としても、瑞穂の家に居候しているヤマイヌの様子も見ておきたかったので、タイミングの良い誘いであった。珠枝や静しず江えたちは心配無いというが、このまま瑞穂にマヤのことを何も知らせずにおいて良いものなのか――智宏はずっと迷っていたのだ。

「マヤちゃんは、どんな感じだ？」

「毎日、お母さんの着せ替え人形にされてるよ」

「おばさん、意外な趣味があるんだな」

「私がね、ああいう服はちょっと苦手なのよ。でも、マヤちゃんは似合うでしょ。だからお母さんったら、もう舞い上がっちゃって」

「おまえも着てやればいいのに」

「私には似合わないわよ」

　智とも宏ひろは苦笑いをしている瑞みず穂ほの姿を、じっとながめた。

「そうかもな」

　確かにああいったフリフリの服を着ている瑞穂の姿はあまり想像できない。そんなことを思いながら軽く返事をしてしまったのだが、口に出してから智宏はマズイと気づいた。

　案の定、瑞穂は頬ほおを膨らませて、不機嫌そうな顔をしている。

「いや、だから、ああいうひらひらした服は瑞穂には似合わないけど――」

「うん、大丈夫。自分でもわかってるから」

　智宏としては、瑞穂の服装のセンスは好きだった。あまり飾りやアクセサリーをつけていないのに、上着やスカートの絶妙な色の組み合わせのおかげで、とても女の子らしく見えて、瑞穂によく似合っていると思っていた。

「そうじゃなくて……俺おれが言いたかったのは――」

「けど、私、ちょっとだけマヤちゃんに妬やいているのかも」

　そんな瑞穂の意外な発言に、智宏は言葉の途中で口を閉じた。

「妬いてる？」

「時々、マヤちゃんによそよそしくなっちゃうときがあるの。ずっと昔から知っている子なのに、変だよね」

「いや、それは――」

　たぶん、マヤの術じゆつによって瑞穂が化かされているからだ。

　マヤと一緒に暮らすことが瑞穂にとって良いことなのか悪いことなのか、それが智宏にはわからない。

　自分は家神である珠たま枝えとの生活をとても大事に思っている。それなら、瑞穂とマヤの生活にも同じことが言えるのではないだろうか？

　ただ、そこには互いを理解したうえでの生活と、一方に化かされての生活という前提条件の差があるのも事実だ。以前、智宏が自分自身も知らないままに言霊に縛られ、珠枝を守っていたときのように、それはフェアな関係とは言えない気がする。

「ごめんね、変なこと言って。心配しないで、私、マヤちゃんのことは大好きよ。ウチに来てくれてから、ホントに楽しいし」

「ああ、わかってるよ。だから、そんなことあまり気にするなよ」

　いろいろ考えてしまったが、結局のところは瑞穂とマヤが仲良くしてほしい――それだけが智宏の望みだった。

　瑞穂をだましているようで心苦しかったが、こうして悩むことも静しず江えの言っていた二つの世界に縁を持つということなのだろう。

　自分はそれを受け入れるつもりだ。

　では、瑞みず穂ほは――？

　すべてを知ったとき、瑞穂はどうするのだろう。

　自分がマヤの正体を明かさないのは、もしかして瑞穂が出すその答えを知るのが怖かったからかもしれない。

　しばらく歩いて、瑞穂の家が見えてきたとき、智とも宏ひろはふとそんな考えが頭に浮かんだ。



　幸か不幸か、瑞穂の家にマヤはいなかった。

　瑞穂の母親の話によると、なんでも友とも達だちが訪ねてきたので一緒に遊びに行ったらしい。

　マヤの友達というのがいったい誰だれなのか、智宏としては気になったが、最近知り合った地元の子だと言っていたらしい。

　あまり根掘り葉掘り問い詰めるのも不自然だと思い、智宏は気にはなりつつもその話題は保留にして、二階の瑞穂の部屋へとあがらせてもらうことにした。

「おじゃまします」

　小さい頃ころはよく遊びに来た瑞穂の部屋だが、この歳としになると少し意識をしてしまい照れくさい。この前、ここに来たときはそれどころではなかったし、真ま希きやコヒロも一緒だったが、今度は瑞穂と二人きりだ。どうしてもいろいろなことを想像してしまう。

「また模様替えしたのか？」

　智宏は照れ隠しに部屋の中を見て回る。あまり部屋に物を置かないタイプの智宏に比べると、瑞穂の部屋はいろいろ小物が多い。その中でも、机の上に飾られたガラス細工は瑞穂自慢のコレクションだった。

「え～と、まずはこれね」

　そんな智宏に、瑞穂は手に載るぐらいのダンボール箱を差し出した。

「また、お土産か？」

　瑞穂の家族は旅行好きで、よくお土産を買ってきてくれる。

　なぜか瑞穂は地元の名物などには目もくれず、どこに行ってもガラス細工を探してきて、それをお土産にすると決めているらしい。だが、いつもの瑞穂のお土産に比べると、その箱は妙に飾り気が無い。まるで、電気部品でも入っていそうな箱だった。

「これはマキマキからよ」

「マキマキ？」

「楠くすの木き真希ちゃんよ。智ちゃんも会ったことあるでしょ？」

「ああ、真希のことか」

　いつのまにそんなあだ名で呼び合う仲になったのだろうと智宏は思ったが、そう言えば、この前、真希が瑞穂とメールのやりとりをしていると言っていた。

　それにしても、対照的な性格の瑞穂と真希が、なぜそんなに仲良くしているのか智宏にはよく理解できなかった。

「そのマキマキから、智ちゃんに渡してくれって」

「真ま希きが……なんでだ？」

「私はよくわからないけど」

「……呪のろいのアイテムとかじゃないだろうな？」

「そんなわけないでしょ。なんか智ちゃんに悪いことしたから、そのお詫わびだとか言ってたけど」

「へえ、あの真希が詫びねぇ～」

「あっ、これホントは口止めされていたんだった。いまのは、マキマキには内緒ね！」

　智とも宏ひろとしては、真希に悪いことをされたという覚えなら、前回の事件から数えて、両手で足りないほどある。ただ、あの真希がその詫びに贈り物をするというのは、ちょっと意外だった。

　なにかの罠わななのではと半分疑いながら、智宏は恐る恐る箱を開けた。

「なんだこりゃ？」

　中に入っていたのは、やはり呪いのアイテムではと疑いたくなるような、銀色に輝く不気味な髑どく髏ろであった。

「シルバーリングじゃないの？」

　瑞みず穂ほが箱の中をのぞき込んでいった。

「リングにしちゃあ、ずいぶんでかいな……」

　手に取ってみるとずっしりと重く、ごついパンクな外国人とかがはめていそうな代物だ。造りは精巧で買ったらかなりの値段がしそうに見えるが、智宏の正直な感想は、こんなものを指につけていたら邪魔でしょうがないのではないかというものだった。

「マキマキらしいね」

　確かに智宏の知り合いで、こんなものを贈ってくるような友達はいない。

「う～ん、たぶんいいものなんだろうけど、俺おれに似合うかな」

　首をかしげながら、智宏はリングを指にはめてみた。それほど体格が良いわけではないので、手元がリングに負けて逆に貧相に見える気がする。

「智ちゃんも、もっとワイルドな感じにイメージチェンジしてみる？」

　きっと、さっきの仕返しなのだろう。瑞穂は意地の悪い笑いかたをして言った。

「いや、遠慮しておくよ」

　智宏はリングを指から外すと、箱に戻した。

「あと、これマキマキからのお手紙ね」

　白く細長い和風の封筒には、薄緑の夏草のすかしのある便びん箋せんが入っていた。

　これが真希からの手紙とは意外である。智宏的には、真希はコピー用紙に手紙を書くようなイメージだった。

　便箋を開いてみると、またも意外なことが待っていた。

　やたらと達筆で女性らしい文字で書かれた手紙は、時候の挨あい拶さつから始まり、最後は「かしこ」でしめくくられている。智とも宏ひろはあまり手紙の作法には詳しくないが、これが正しい作法にのっとった手紙であるだろうということはなんとなくわかった。

「これ、コヒロからの手紙じゃないの？」

　彼女ならこうした手紙を書きそうだ。

「どうして？」

「いや、真ま希きはこんな手紙書かないだろ」

　そう言われて、瑞みず穂ほは少し遠慮がちに智宏の手紙の中をのぞく。

「そうかな。マキマキらしい手紙だと思うけど」

「ホントかよ？」

　もしかして、瑞穂のいうマキマキというのは、実はあの楠くすの木き真希とは別人物のことなのだろうかと、智宏は真面目まじめに思った。

「あの子、メールにもいちいち『拝啓　平素はひとかたならぬご厚情を――』とか書いてくるのよ」

「嘘うそつけぇ～」

「ホント、ホント。あんまりメールとかに慣れてないみたい」

「そうかなぁ？　なんかバリバリやってそうな感じがするけど」

　すると瑞穂は急に真面目な顔をした。

「マキマキってね、中学生の頃ころからずっといまの仕事をしているんだって。だから、あまり同い年ぐらいの友達がいないみたいなの。メル友もあまりいないんじゃないのかな？」

「ふ～ん、そうなのか」

　そういえばいままで考えたことがなかったが、国土交通省で働いているということは、あたりまえのことだが就職しているということである。高校受験を終えてホッとしている智宏にとって、就職などまだまだ考えもしていないことだ。

「それに中学は女子校だったから、男子とかとあまり話をしたことがないんだって」

「女子中学校なんてあるのか？」

「私立だとあるみたいよ。私はその中学校のことは知らなかったんだけど、先生に聞いてみたら、すごいお嬢様学校だって言ってた」

　あの真希がお嬢様女子中学校出身だとは、智宏にとってはかなり意外だった。

「けど、男子と話したことないとか言っても、俺おれにはすごいでかい態度で滅茶苦茶なこと言ってくるぞ」

「照れ隠しなんじゃないのかな。男の人でまともに話せるのは、兼かね康やすさんぐらいしかいないって言ってたし」

　なるほど、だから真希はブラコンになったのかと、智宏は納得した。

　それにしても、そんな個人的なことまで話し合う仲だとは、智宏が想像していたよりも瑞穂と真希の関係は親密なものらしい。

「で、手紙にはなんて書いてあったの？」

「あ、ああ、まだ読んでなかった」

　智とも宏ひろはいつもの真ま希きのイメージとはかけ離れた、行儀の良い手紙をざっと読んだ。

　内容を要約すれば、コヒロと縛鎖の小人が世話になったから、このリングはそのお礼だというものだった。世話といっても兼かね康やすからもらったおかきをあげただけなのだから、やはり瑞みず穂ほが言ったように、その真意は智宏に迷惑をかけたことへの詫わびの気持ちからなのかもしれない。

　ただ、追伸にはちょっと気になることが書いてあった。

『そのリングは金気が強いので、桜の精にたぶらかされそうになったときのお守りになります。あの妖よう怪かいの色香に惑わされて、瑞穂さんを悲しませることのないように』

　好この香かが金物が嫌いなのは、智宏も知っている。これをつけていれば好香が近寄れないということなのだろう。

　確かに、ところかまわず抱きついてくる好香にはいろいろやっかいな目にあわされたこともあるが、だからといってこんなモノを使って追い払うというのは気が引ける。やはり真希にとって妖怪は祓はらうべきモノということが、この追伸からもうかがえる。

　そして、それは智宏の考えとは相あい容いれないものでもあった。

「この前、コヒロたちの相手をしてやったから、そのお礼だってさ」

　追伸のことは隠して、智宏は手紙の内容を伝えた。

「コヒロさんの相手？」

「い、いや、ウチに小人たちとかと来たから、ただお茶を出してやっただけだよ」

　うっかり口が滑ってしまい、智宏はあわてて弁明する。

「それって、あの鎖をもった可愛かわいい子たちのこと？　ああ、また会いたいな～」

　瑞穂も縛鎖の小人には一度だけ会ったことがある。あのちいさくてにぎやかな連中は、瑞穂もおきにいりのようだ。

　智宏は、なんとかうまく誤ご魔ま化かせたことに安あん堵どした。

「で、相談ってこのことなのか？」

「違う、違う。これもそうだけど、もっとすごい話があるの」

　瑞穂はその生き真面目まじめそうな顔をずいっと近づけて言った。

「なんなんだよ、いったい？」

　そんな顔をしたって、どうせたいした話ではないだろうと、内心で智宏は高をくくっていた。これまでにも何度も『すごい話がある』と言って、いまみたいな顔をして迫ってきたが、いつもどうでもよいような話ばかりだった。

　おそらく女子と男子では『すごい』の意味が違うのだろう。

　隣のクラスの女子がピアス穴をあけたことと、横綱がプロレスラーに転向したことは、同じ言葉で表現されるべき事柄ではないからだ。

「あのね、この前、お見舞いに行ったときに見ちゃったんだけど――マキマキのお兄さんと本ほん間ま先生が付き合っているかもしれないのよ！」

「なんだって～っ!?」

　前言撤回。確かにそれは『すごい』話だった。



　　　　　◆◇◆



　そんなわけで、事の真相を確かめるべく、相変わらず降り続ける雨の中、智とも宏ひろと瑞みず穂ほは本間先生のアパートへと向かっていた。

　もし、瑞穂の言っていることが事実だとすれば、いろいろ頭の痛い問題が出てくる。

　一番の問題は、ブラコン疑惑が確定した真ま希きのことだ。

　もし、あの真希が兼かね康やすと本間先生が付き合っていると知ったら、心中穏やかに二人の関係を見守るなどありえないことだろう。

　そして、そのとばっちりは、たぶん、おそらく、なぜか、確実に自分に降りかかってくる気がする。そうなる前に、智宏としては事実関係を確認しておきたかった。

「うわっ、ホントにあった……」

　本間先生のアパートの前には、智宏も見覚えがある車が駐車してある。

　黒塗りの高級セダン。間違いなく兼康の車だった。

「あれ、智宏君じゃないか」

「ど、どうもこんちは」

　タイミングが良いのか、悪いのか、ちょうど兼康が車から降りてきたところだった。

　いつもの黒いスーツに、相変わらず耳にはイヤホンをつけてラジオ番組を聞いている。

　兼康は耳にこだまという妖よう怪かいを飼っており、ラジオの音はその餌えさなのだという。

「二人一緒でデートかい？」

「いや、そんなんじゃなくて……」

　智宏は兼康の手元に注目する。

　洋菓子店の袋をさげている。その形からして、中はきっとケーキだろう。

　いったいこの状況をどのように分析すれば良いのやら。どんどんと智宏にとっては嫌な結論への証拠がそろいつつある。

　智宏が思い悩んでいると、瑞穂が先を越して核心をついた質問をした。

「兼康さんって、本間先生とお知り合いなんですか？」

　そんな質問をする瑞穂の顔は、好奇心と興味本位と野次馬根性がほどよくミックスされたものである。

　友とも達だちの兄貴とクラスの担任がつきあっているなどという面白そうなネタは、そうそう転がっているものではない。やはり瑞穂も、そういった話題に興味津々の年とし頃ごろということなのだろう。

「知り合いというか、ちょっとカウンセリングみたいなことをしていてね」

「カウンセリング……って？」

「簡単に言えば、悩みの相談とかそういったことかな。で、きみたちはどうしたの。先生のお見舞いかい？」

　瑞みず穂ほの質問責めが始まる前に、兼かね康やすは素早く話題を切り替えてきた。

「は、はい、そうなんですよ。先生、ずっと休んでいるんで心配で」

「それは感心だね。じゃあ、濡ぬれちゃうから早く行こう」

　てっきり止められるかと思っていたが、兼康はあっさりとそう言ってアパートの階段を登っていく。

　智とも宏ひろは少し小走りで兼康を追いかけると、小声で尋ねた。

「先生って、なにか良くないモノに目をつけられているんじゃあ？」

「どうしてそれを？」

「この前会ったとき、様子が変だったから。もしかして、びしゃがつくとかいう妖よう怪かいと関係しているんじゃないんですか？」

　それを聞いた兼康は、少し驚いた顔をする。

「よくその名を知っていますね。珠たま枝え様から聞いたのかな？」

「先生は大丈夫なんですか？」

「まあ、いまのところはね。転びさえしなければ、びしゃがつくはそれほど危険なモノではないから」

　また『転ぶ』という言葉だ。あとをつける妖怪には、この『転ぶ』がつきものらしい。

「いったいどんな奴やつなんですか、それは？」

「妖怪とも呼べないほどのモノですよ。人の不安を嗅かぎつけてあとをつけてくるモノでね」

「ヤマイヌみたいに？」

「うーん、だいぶ違うね。びしゃがつくの目的は人の不安を糧にして、ただ増えて広がっていくことだけ。妖怪というよりは、伝染病といったほうがイメージが近いかも」

　そう言われてみると、智宏はたんぼ道で本ほん間ま先生とすれ違ったとき、風邪をうつされたような悪寒を感じた。あれはびしゃがつくに取り憑つかれたせいだったのかもしれない。

　となると、辰たつ則のりが取り憑かれたのも、本間先生を見舞ったことが原因なのだろうか。

「そんな妖怪がこの土地に広がっているんですか？」

「いやいや、今回は早期対応ができたし、珠枝様にも協力してもらったから、ほとんど祓はらい終わっている。実のところ、残すは先生のところだけなんだけど……これが根強くて困っていたところなんだ」

　兼康の話しぶりは、まるで害虫駆除かカビ掃除の話題をしているかのようだ。

「いまさらですけど、俺おれたちなんかがお見舞いしてもいいんですか？」

　いくら心配だからといって、変に首を突っ込んで兼康や本間先生に迷惑をかけるのは気が引けた。

「まあ、きみたちは転びそうにないから大丈夫でしょう。それに教え子が見舞いに来たとなれば、先生も元気を出してくれるかもしれないし」

「ならいいんですけど」

　それにしても、いつも優しくてクラスの人気者の本ほん間ま先生が転びそうだというのは智とも宏ひろにとってはちょっとショックだった。明るく見える先生でも、何か悩みや辛つらいことがあるというのだろうか。

「こんにちは、楠くすの木きですが」

　兼かね康やすはドアを軽くノックして呼びかけた。

「は～い」

　ドアの向こうから、本間先生の返事が聞こえた。

　思ったより明るい声――というか、その声は学校にいるときよりもハツラツとしているような気がする。

「いらっしゃ……あら？」

　自宅療養中とのことなので寝間着姿かＴシャツのようなラフな部屋着を予想していたが、ドアを開けて出てきた本間先生は薄いブルーの半はん袖そでブラウスに、膝ひざぐらいまでの薄い生地のティアードスカートという、なんとなく学校のときよりもお洒落しやれな服装だった。

　そんな本間先生は、智宏と瑞みず穂ほがいることに気づいて驚いた顔をしていた。

「ど、どうも……」

「どうもこんにちはー！」

　歯切れの悪い智宏とは対照的に、瑞穂は元気よく挨あい拶さつをした。

「どうしたの、あなたたち？」

「いや、そこでばったり会いましてね。先生のお見舞いに来たそうですよ」

「まあ、ありがとう。心配させちゃってごめんなさいね」

　本間先生は、この前にたんぼ道で会ったときよりはだいぶ元気な様子だ。

「またあがらせていただいてよろしいですかね？」

「ええ、どうぞどうぞ」

　本間先生はすぐに三人を中に招いてくれた。

　独り暮らしにはちょうど良い１ＤＫのアパート。小物やぬいぐるみなど、瑞穂の部屋にありそうな子供っぽいものが置いてあったりと、本間先生のちょっと意外な一面を見た気がした。もっとも、それは智宏の乏しい想像力の中での大人の女性の部屋というイメージがあっただけで、実際の独身女性の部屋はこんなものなのかもしれない。

　ただ、部屋の広さに比べてやや大きい本棚に、難しそうな本がずらりと並べられているのは、さすが国語教師といったところだろう。この前の授業で智宏が質問をした、安あ部べ公こう房ぼうに関する本も並んでいた。

　部屋の中が不自然なほどに綺き麗れいに片付けられているところからすると、兼康が来ることを待っていたのだろうか。

　智宏としては兼康がぽろりと漏らした『また』という台詞せりふが気になっていた。

　いったい兼かね康やすは何度この部屋を訪ねたのだろうか。これは瑞みず穂ほならずとも興味深いものがある。

　当然、瑞穂もそのことが気がかりな様子で、猫じゃらしを追いかける猫のような目で、本ほん間ま先生と兼康の様子を交互に観察していた。

「二人に紹介するわね。このかたは楠くすの木きさんといって国交省のかたなの」

「あらためまして、どうも。楠木です」

「は、はあ……」

　智とも宏ひろはぺこりと頭を下げた。

　どうやら兼康としては、自分たちと知り合いではないというポジションで行くつもりらしい。確かに、自分たちと兼康が知り合いだということになると、いろいろと説明が面倒なことになりそうなので、智宏もここはその作戦に乗らせてもらうことにした。

「道路工事による交通量の増加や騒音問題などで、地域住人のかたにご迷惑をおかけしていないか聞き取り調査をさせてもらっています。先生が具合の悪くなった原因も工事に関するストレスがもとではないかと思われるところがありましてね」

「そんなことはないと思うんですけど……」

「いえいえ、日常生活の些さ細さいな変化から体調を崩されるかたもいらっしゃる。特に若い女性に多いんですよ、そういうことは」

　兼康はスラスラと嘘うそ八はつ百ぴやくを並べ立てる。よくもまあ、平気な顔でそれだけもっともらしいことを言えるものだと感心するぐらいだ。

　しかし、それに騙だまされてしまう本間先生のほうにも問題アリという気もする。

　兼康の話を聞いているその顔は、すっかり信用して頼り切っているといった表情だ。

「先生のあんな顔、初めて見た気がするね」

　瑞穂が智宏に囁ささやいた。

　瑞穂の言うとおり、それは学校で生徒たちには見せたことのない、本間先生の素顔のような気がした。

「そう言えばケーキを持ってきたんですが。しまったな、こんなことだったらもっと買ってくるんだった。二つしかないから、よかったらきみたち食べないかい？」

「いつもすみません。二人ともせっかくだからいただきなさい。楠木さんの持ってきてくださるケーキはとても美お味いしいのよ」

　そう言って、本間先生はお茶をいれるために台所に向かった。

　まるで恋人か夫婦といった息の合いかたである。

「兼康さん、ずいぶんと先生と仲がいいじゃないですか～」

　本間先生が席を立った隙に、瑞穂は身を乗り出して兼康に詰め寄った。

「カウンセリングは互いの信頼関係が第一ですからね」

「そうじゃなくて、もっと別の意味でですよ」

「きみたちが想像するような関係じゃないことだけは確かだから、安心していいですよ」

「ホントかなぁ？」

　真ま希きのこともあってか、瑞みず穂ほにしては珍しくしつこく絡んでいる。

「それより、きみたちは先生の悩みに心当たりはないかい？」

「大人の人の悩みなんて、私たちには……ねぇ？」

　逆に兼かね康やすに質問を返されて、瑞穂は困った顔で智とも宏ひろのほうを見た。

「俺おれたちにはちょっとわかんないですよ、そういうの難しくて」

「悩みに大人も子供も無いよ。大人だってつまらないことで思い悩むことがあるものなんだから」

「そりゃあそうかもしれないけど」

　テレビドラマや映画などでは大人の悩みも簡単に描かれているが、現実となると智宏には手の出せない遠い世界の話のような気がする。真希が就職をしているということを知ったとき、急に遠い存在に感じられたように、高校一年生の智宏にとって、それは妖よう怪かいの世界と同じぐらいに知らないことの多い世界だ。

「おまたせ」

　本ほん間ま先生が紅茶とケーキを持ってきてくれた。

　三人のカップはお客用らしい洒落しやれたもので、本間先生が自分の前に置いたのは智宏も知っているカモメッピというファンシー系のキャラクターがプリントされたマグカップである。よく見るとこの部屋にはこのカモメッピの小物が多く、どうやら本間先生のおきにいりらしい。

　湯気の立ち上る紅茶を眺めながら、智宏は本間先生が瑞穂たちと楽しげに話をしているのを聞いていた。

　兼康が言うような悩みがあるとは思えないぐらい、本間先生は元気に見える。

　同じびしゃがつくに取り憑つかれてあんな姿になっていた辰たつ則のりも、あの日の翌日から平気な顔をして学校に復帰していたぐらいだ。

　この様子なら、本間先生もじき学校に来ることができるだろう。

　ひとりそんなことを考えていた智宏は、なんとなく会話の中に入り込むタイミングを失ってしまい、ちょっと退屈しながら本棚を眺めていた。そして、その中に自分が参考にした安あ部べ公こう房ぼうに関する本を見つけた。辰則が図書館から借りてきて、智宏に押しつけた本で、かなり難しい内容だったことだけは憶おぼえている。

「先生もあれ読んだんですか？」

　先生と同じ本を読んでいたことがちょっと嬉うれしくて、智宏は何気なく尋ねてみた。

「ええ……稲いな村むら君も読んだの？」

「はい、授業の参考に」

「そうなの……こんな専門的な本を……偉いのね」

「いや、たいしたことないですよ」

　もし辰則に借りなければこんな難しい本など、絶対に読む機会はなかったはずだ。

「先生ももっと勉強しなきゃね……」

　さっきまで楽しげな雰囲気だった場の空気が一気に冷めた。

「うっ……」

　智とも宏ひろは背筋にぞわっと悪寒を感じた。それは以前、たんぼ道で本ほん間ま先生とすれ違ったときに感じた、あの感覚と同じだった。

「おっと……」

　いままで和やかに談笑していた兼かね康やすの顔が、少し険しくなり、胸のポケットに入っているラジオのボリュームを下げた。

「兼康さん？」

「わかってます。きみはあてられぬように気を張っていなさい」

　兼康は聞き耳をたてるようにしながら、小さく囁ささやく。

「ウチのクラスの男子はすごいよね。みんなしっかり勉強しているし……」

　そう言いながら、本間先生は瑞みず穂ほの前に置いてあったケーキを自分の手元に引き寄せた。

「えっ、先生？」

　ようやく瑞穂も本間先生の様子が妙であることに気づいたようだ。

「私なんてまだ大学出てから二年しか経たってないから、わからないことだらけで本当に情けなくなるときがあるわ」

　それは誰だれに向けて話しかけているのかわからない。視線は智宏たちではなく、虚空に向けられている。

「担当科目ですらまともに授業できなくて……」

　本間先生はぶつぶつと呟つぶやきながら、忙せわしげに自分の手元にカモメッピのぬいぐるみや小物を寄せ集める。

「再来年はみんなの進路も考えなきゃならないのに……」

　本棚からも次々と本を抜き取り、塀でも作るように自分の周りに並べていく。

　その中には例の安あ部べ公こう房ぼうの本も含まれていたが、本間先生はふとそれに目をとめる。

「……これはいらない」

　本間先生は安部公房の本を手に取ると、まるで子供のような仕草で放ほうり投げた。

　その直後、いままであたりに漂っていた無色透明だったモノが急激に黒く染まりながら、一気に本間先生の身体からだの内側へと飛び込み、凝縮していくのが見えた気がした。

「いけない、瑞穂さんを外に――!?」

　兼康が立ち上がろうとしたとき、本間先生がその手を引っ張った。

「楠くすの木きさんもこちらにどうぞ……」

「えっ、私ですかっ？」

　これには意表をつかれたらしく、兼康は裏返った声で聞き返した。

　本間先生は熱っぽい眼まな差ざしを向けながら、こくりとうなずいた。瑞穂が大喜びしそうな大胆発言だったが、いまの状況はそんなことを言っている場合ではない。

「どうぞ……こちらに……」

　いつの間にか本ほん間ま先生の周りには壁のようにカモメッピを始めとした雑多なモノがうずたかく積み上げられていた。そこにできたわずかな隙すき間まから、本間先生は兼かね康やすに手を伸ばしている。

「う～ん、それはちょっとできかねますね」

　変わった動作で兼康が自分の手首を返すと、しっかり握っていたはずの本間先生の手はあっさりと離れた。合気道か何かの技かもしれない。

「えっ、なんで……」

　本間先生の目が大きく見開かれる。

　身体からだの内側に集まった黒いもやが透けて見えているような、そんな真っ黒な瞳ひとみ。

　人間とは異質な光を宿すその目には、もう何も映っていない。



　そして、闇やみがあふれ出した。



　匂においもない。

　感触もない。

　音もない。

　霧のような闇が、本間先生の作った壁の中からあふれ出し、一息の間に、部屋は完全に飲み込まれてしまった。

　視界がゼロになり、上も下もわからなくなる。

　足場を失ったような浮遊感と、息苦しさ、さらにあの悪寒が背筋に走る。

　そのとき、智とも宏ひろは声を聞いた。

「あなたはいらない……」

　それは本間先生の声。

　その直後、智宏はまるで掃き捨てられるかのようにポイッと放ほうり出され、気づくとアパートの玄関前に尻しり餅もちをついていた。

　続いて、兼康も部屋から飛び出してきた。

「いらないって……なにそれ？」

　なんだかよくわからないが、智宏はひどく心が痛かった。

「いやはや、これはどうも。お互い嫌われたようで」

　ドアの向こうを見ながら、兼康は苦笑いをしている。

　その奥は黒いもやに遮られ、何も見えない。

「そうだっ、瑞みず穂ほは!?」

「まだ中のようですね。どうやら彼女は先生のおきにいりのようです」

「すぐに助けなきゃ！」

「大丈夫、そのへんはぬかりありませんって」

　そう言いながら、兼かね康やすはそそくさとアパートの階段をひとりで降りていく。

「って、おい！　どこ行くんだよ!?」

「そこにいると危ないですよ。こっちに降りてきなさい」

「馬ば鹿か、なんで逃げてるんだよ。瑞みず穂ほを助けろよ！」

　あっという間に下に降りた兼康に、智とも宏ひろは二階の廊下の手すりから身を乗り出して文句を言う。

「だから、ちゃんとやってますよ。ああ、頭に気をつけて」

「ええっ、なんだって？」

　兼康が何を言ったのか、智宏には良く聞こえなかった。

　その代わり、兼康の手元から何か紐ひものようなものが、智宏のほうに向けて伸びているのに気づいた。

「……なんだこれ？」

　それは赤と白の糸で編まれた美しい組くみ紐ひもで、本ほん間ま先生の部屋の中に伸びている。

「よっこらしょっとおっ！」

　親父おやじ臭いかけ声と共に、下で兼康が紐を引っ張った。

　部屋の奥でガラガラと何かが崩れる音がしたかと思うと、驚くほどの勢いで何かが紐に引かれて飛び出してきた。

「うわっ！」

　智宏はとっさにしゃがみ込んでそれをかわしたが、ゴツゴツと何かが頭に降ってきた。

　拾い上げてみると、それはカモメッピがプリントされたペンケースやスリッパである。

「なんだよ、いまのは？」

　顔を上げた智宏の眼前に浮かんでいたモノ――それは、本やぬいぐるみ、カモメッピがプリントされた食器や、薄いピンク色のブラジャーまで混ざった、本間先生の持ち物によって形作られた巨大な卵。

　それが兼康の紐に引っ張られ、凧たこのように空中に浮いている。

「瑞穂は……？」

　反射的に智宏は本間先生の部屋をのぞき込んだ。

　荷物の半分近くが無くなったガランとした部屋に、瑞穂の姿はない。

　となると、外の卵の中に捕らわれているとしか考えられない。

　智宏は外の階段を降りて、兼康に合流した。

「あれが本間先生なんですか？」

「そうです。完全にびしゃがつくに取り憑つかれてしまったようですね」

「辰たつ則のりのときとは全然違うけど」

「あれは決まった個を持たない霊格の低いモノなんです。取り憑いた人間によって、その姿は千差万別です。だからこそ捉とらえづらく、理解しづらい」

「さっきは危険なモノじゃないって言ってたじゃないか！」

「まさか、きみが先生の悩みの原因だとは思ってなかったものでね」

「ええっ、俺おれが？」

「まあ、その話は後にして、いまは本ほん間まさんと瑞みず穂ほさんを助けるのが先決です」

　そう言って、兼かね康やすは紐ひもを少しずつたぐり寄せる。

「そうだ、たんころりんは？」

　今日、瑞穂はここに来る前にカバンからたんころりんを外して一緒に持ってきていたはずだった。

「私もそう思って、ずっと組くみ紐ひもを通して呼びかけているのですが、なぜか反応が無くて」

「くそっ、なんでこんな大事なときに！」

　余計なときばかりでかい顔して現れるくせに、この肝心なときに寝ているとは、それで子こ守もり柿がきなどとよく言えたモノだ。

「んーとね、たんたんはいまおやすみ中なの。じめじめが嫌いなんだねー」

　智とも宏ひろの視界の隅に見慣れた黄色が見えた。

「ま、マヤちゃん？」

　まるでずっとここにいたかのような当たり前の顔をして、すぐ脇わきに黄色の傘を差したマヤが立っていた。

「お兄たん、探してたんだよー」

　マヤは傘をよけて智宏のほうを見上げると、袖そでをぎゅっと握ってきた。

「探してたって？」

「珠たま枝えたんが探してこいって言うの」

「なんで、珠枝が……って、そんなことより、あの中に瑞穂が捕まっているんだ。なんとかならないか？」

「んー、たんたんを起こせばすぐに出てくるの」

　そう言ってマヤは空中に浮かぶ卵を見上げると、口を大きく開けて咆ほう吼こうした。

「んおおおお～～～んっ！」

　それはマヤの小さな身体からだのどこから出しているのか不思議に思えるほどの大きな叫び声で、すぐ隣にいた智宏は全身がびりびりと振動するのを感じた。聴覚が常人よりも敏感な兼康は智宏以上に堪こたえているようで、すごい形相をしながら両手で耳を押さえている。

「たっ、たたっ、たぁんこぉろり～ん！」

　死人でも目を覚ましそうなマヤの大声に、たんころりんもようやく気がついたらしい。

　卵の内部から夕日と同じ色のオレンジの光が漏れたかと思うと、一部がボロリと崩れ、たんころりんと瑞穂が飛び出してきた。

「たんころり～ん」

　そのまま落下する二人だったが、たんころりんがクッション代わりになって無事に着地を決めた。

「よくやったぞ、たんころりん！」

　まだマヤの声のダメージが抜けていない兼かね康やすを置いて、智とも宏ひろは瑞みず穂ほのもとに駆け寄った。

「あ～っ、急に落っこちるんだもん。びっくりした～っ！」

　たんころりんの上で、瑞穂は見当違いなことに驚いている。

　ともあれ、無事であることに間違いはないようだ。

「なんなんですか、この子は……」

　耳につけたイヤホンをいじりながら、すっかり参った顔をして兼康は文句を言った。

「ああ、この子は――」

　瑞穂の前で正体を明かしてよいものか、智宏が躊ちゆ躇うちよしていると、マヤが代わりに返事をした。

「マヤはヤマイヌだよ」

　突然、マヤの双そう眸ぼうに青白く燐りん光こうのような光が宿ったかと思うと、風もないのに銀色の髪がザワザワと揺らめき、その長さを増していく。

「ヤマイヌ……!?　いや、待ってください。この人はただ――」

「この人、転んじゃったね」

　ヤマイヌの名を聞いて急にうろたえだした兼康に、マヤはいつもとはまったく違う冷たい口調で告げた。

　長くなっていく髪は繭のようにマヤの身体からだを包み込んでいき、今度はムクムクと大きく膨れあがっていった。

「くそっ、なんでこんなときにヤマイヌが！」

　兼康は悪態をつくと、本ほん間ま先生の卵につながっている紐ひもを引っ張った。

　すると、紐は一気に短くなり、空中に引き上げられた兼康は卵にしがみつく。

　そんな兼康のただ事ではない焦りようを見て、智宏に恐ろしい考えが思い浮かんだ。

『転んだモノをヤマイヌは喰くらう』

　それはいままで何度も聞かされてきたこと。



　まさか、マヤは本間先生を喰らう気なのか？



「んおおおお～～～んっ！」

　さきほどの声とは比べものにならない大きな咆ほう吼こうが頭上から聞こえてきた。

　アパートの屋根やガラス窓が、暴風に晒さらされたかのようにビリビリと震えている。ただ、不思議なことにその声は鼓膜にはそれほどダメージを与えなかった。耳よりも腹の底に響く、そんな鳴き声だった。

「あああ…………」

　智宏はさっきまでマヤのいた場所を見上げ、愕がく然ぜんとする。

　そこにいたのは見たこともないモノ。

　山のように巨大で、雲のように白く、闇やみのように恐ろしい。

　おおきな、おおきな――おおきな犬。真の姿を現したヤマイヌだった。

　智とも宏ひろはその姿に戦せん慄りつした。

　これが人間と近しい存在？

　そんなはずはない。

　人間はこんなモノと一緒に生きてはいけない。

　もし、昔の人間がそうしていたというのなら、それは智宏たちとは別の人間だ。

　もう人間は変わってしまった。

　これを受け入れることのできる人間など、いまの世の中にいるはずがない。ずっとずっと昔に、ふたつのモノは道を分かれてしまったのだ。

「マヤ……やめてくれ、マヤ……」

　智宏は足がすくんで動くこともできず、ただその場に立ちつくしていた。

　そんな智宏を横目で斜めに見下ろしながら、ヤマイヌはゆっくりとまるで見せびらかすかのように口を開いた。

　黄色く鋭い牙きばが並ぶ巨大な口。それはテレビで見たワニの口を智宏に思い起こさせた。

　そして、開いた口はいずれ閉じられる。それは当然のこと。

　ヤマイヌはパクリと口を閉じた。

　本ほん間ま先生の入った卵と、それにしがみついていた兼かね康やすを丸ごと飲み込んで。

「ば、馬ば鹿か野郎……」



    

  
    
      



    

  
    
      　足の力が抜けて、智とも宏ひろはその場に膝ひざをつく。

　ヤマイヌの口の端からもわもわと黒い煙が立ち上る。辰たつ則のりのときにも見た、びしゃがつくの煙だった。

　それはしばらくヤマイヌの鼻の先を漂っていたが、やがて雨にかき消されるように空中に霧散していく。智宏の目には、それはびしゃがつくがひとつに集まる力さえ失ったため消えてしまったのだと見えた。

　だが、そんなことはどうだっていい。

　智宏は力の入らない足でヤマイヌの足下に這はい寄ると、かすれた声で訴えた。

「マヤ……本ほん間ま先生と兼かね康やすさんを返してくれ」

　その声が届いたのか、ヤマイヌはゆるりと首を動かして、智宏に燐りん光こうのように青白く輝く目を向けた。

「それはできないの。ヤマイヌはこういうモノなのだから」

　マヤの声とは違う、大地を震わす低く重い声だった。

「それはわかってる。けど、頼むから……」

　いったいなんと言って説得すれば良いのだろうか？

　自分が相手にしているモノは、そういうモノなのだ。

　そこには悪意も害意も無い。

　それは、彼らが昔からずっと続けてきたこと。

「どうして、おまえは喰くらうんだ……？」

　身体からだが押しつぶされそうな絶望の中でも、智宏はヤマイヌから目をそらさなかった。

『よく見て、理解すること』

　それが智宏にできる唯一のこと。

　それをやめてしまったら、ヤマイヌに問いかける資格すら失ってしまうだろう。

「転んだモノは群れの足手まといでしょ。だからヤマイヌが始末するの」

　ヤマイヌの目はじっと智宏を見つめている。そこには獣とは違った、理知的な光が宿っていた。

「それが山の掟おきてなのか」

　あのサンルームで珠たま枝えと静しず江えがかわした会話――その意味がようやく理解できた。

　わかってしまえば、それは誰だれにでも容易に理解できる掟だ。

　転んだモノ、挫くじけたモノ、弱いモノは始末される。

　それが群れを作るモノの掟。

　とてもわかりやすい理屈。

　テレビの自然ドキュメンタリー番組で飽きるほどナレーションが言っている言葉。

　ヤマイヌはその代行者。

　もしもヤマイヌの前で転んだら――そのモノは群れから始末される。

　これが彼らの世界。

　かつて山に暮らしていた人間たちもいた世界。

　智とも宏ひろが見て、理解しようと望んでいた、もうひとつの世界の残酷な真実。

　コヒロは自分のことを「優しい」と言ってくれた。

　自分も妖よう怪かいたちのことを理解できると思っていた。

　しかし、それはとんだ勘違いだった。

　自分は何も知らなかっただけだ。だから、優しくもできたし、理解できると誤解していた。

「それがおまえたちなのか!?」

　智宏の叫びにヤマイヌは燐りん光こうを宿す目を細め、口の端をあげることで同意を示した。

　そこにいたのは、やはり智宏とは異質なモノ。

　巨大で揺るぎなく圧倒的なヤマイヌの気は、智宏の心を鉛筆の芯しんのように軽くへし折ってしまった。



「どうした、智宏。嫌いになるために知ろうとしていたのではなかったのだろう？」

　珠たま枝えの声が背後から聞こえた気がする。

「おまえの目は、また片方しか見ていない。世界はいくつもあることを忘れている」

　穏やかに珠枝は語り続ける。

「なぜ、おまえたちは転んだあとのことばかりを考える。転ばぬようにはできんのか？」

　智宏はぼんやりとその声を聞いていた。ゆっくりと珠枝の言葉に耳を傾けているようにも、ほんの刹せつ那なの時間に記憶がフラッシュバックしているようにも思える。

「奴やつらの存在は『教訓』だと、ワシは言ったはずだぞ。こんなにわかりやすいモノすら理解できないでどうする？」

　そんなことを言われても、自分にはなにもわからない。

　これまで出会ったことも、考えたことも無いのだから。

「ヤマイヌはな――転ぶモノを追いかけているのではない。転ばぬように見守っているのだぞ」

　だからどうしたというのだ。

　それでも本ほん間ま先生は転んでしまい、それをヤマイヌは喰くらってしまった――

「ワシらはおまえたちの作った善悪に縛られはしない。自分の望むままに在り続けるモノだ」

「うるさい、二人が――二人が喰われちまったんだよ！」

　智宏は叫んだ。

　珠枝の言っていることはわかる。理解していなかったのは自分のほうだ。

　だが、わかってはいるが、それでも智宏は叫ばずにはいられなかった。

「……そして、ワシも望むままに在る」

　珠枝の声が遠くに聞こえた。



「うみゃ～～っ！」

　珠たま枝えの奇声で智とも宏ひろは正気に戻った。

　それは珠枝がタロウを見つけたときにあげた声と同じだった。

　同時に、ヤマイヌの白い巨体が大きく揺らぐ。智宏は潰つぶされないようにとあわてて後ろに下がった。

「たっ、珠枝!?」

　ヤマイヌの背中には、Ｔシャツとスパッツ姿の珠枝がまるでセミのように貼はりついていた。白い毛皮の中に、珠枝の小さな身体からだは半分ほど埋まってしまっている。

「んきゃん、んきゃん！」

　やがて、ヤマイヌはその巨大な身体で身もだえを始めた。

　手足をばたつかせ、ゴロゴロと転がりまわる。一戸建ての家ぐらいの大きさのものが、まるで子犬のように暴れまわるのだから、まわりにいるものは生きた心地がしない。

　たんころりんは瑞みず穂ほを背負って、ぴょんぴょん跳ねて避難している。

　智宏もその場から逃げ出したかったが、珠枝のことが気がかりで、ヤマイヌの動きに警戒をしながら近くをうろうろとした。

「こやつめ、こんなもふもふの毛皮をしていたとは……なぜそれを早く言わんのだっ！」

　半ば予想していたことだが、やはり珠枝の目的はヤマイヌのもふもふな毛皮のようだ。

　マヤの姿のときもくすぐったがりだったが、大きくなってもその体質は変わらない――いや、よりひどくなっているようだった。

「んぎゃっぷ！」

　やがてヤマイヌがくしゃみのような大きな鳴き声をあげると、口の中から白い玉を吐き出した。運動会の大玉転がしに使いそうな玉である。

　その玉は地面に落ちると、毬まりのように大きく弾む。

　本ほん間ま先生の入っていた卵とはまた違う、表面の滑らかな完全な球体だった。

「な、なんだ!?」

　智宏が驚きの声をあげると、その玉は空中で形を崩した。表面がバラリと細い紐ひもになり、玉の中からは本間先生を抱きかかえた兼かね康やすが姿を現す。

　玉を形作っていた紐は、今度は地面に落ちて絡み合い、二人をクッションのように受け止める。

「いや～っ、危なかった！」

　無事に着地した兼康が腕を振るうと、あれほど大量にあった紐の塊がキュルキュルと金属質な音をたてて、スーツの内側へと巻き戻されていった。

「ぶ、無事だったんですか？」

　二人に智宏が駆け寄る。

「組くみ紐ひもで結界を作ってこらえていたのですが……あと少しで潰されるところでした。ヤマイヌに喰くわれるなんて、もう二度と経験したくは無いですね」

「本ほん間ま先生は!?」

「ヤマイヌに喰われたときにびしゃがつくはほとんど逃げ出したので……あとちょっとですね」

　そう言って、兼かね康やすは本間先生の頬ほおを軽く叩たたいた。

　すると、本間先生はうっすらと目を開けて、兼康と智とも宏ひろのほうを見上げた。

「先生、こういう悪ガキには、こうしてお仕置きしてやればいいんですよ」

　兼康はいつもの苦笑いとは違った、もっと子供っぽい笑みを浮かべると、智宏の頭を拳げん固こでゴツンと叩いた。

「いってぇ～」

　いきなり頭を殴られた智宏だったが、その途端、本間先生の身体からだから黒い霧がすうっと抜け出すのを見て、痛みもどこかへ吹き飛んだ。

「まあ、もっと気楽にやりましょうや」

「……はい」

　本間先生は小さな声でそれだけ返事をすると、また兼康の腕の中で気を失う。

　もう、その身体からはびしゃがつくの陰気の気配は感じられない。いつもの本間先生の雰囲気に戻っていた。

「だいたいのことは組くみ紐ひもを通して聞くことができました。先生にたちの悪い悪戯いたずらをするのは感心できませんね。大人だって、ほんの些さ細さいなことで転ぶこともあるんですよ」

「先生が転んだのは……俺おれのせいだっていうのか？」

「子供はもうちょっとわかりやすい悪戯をしたほうが可愛かわいげがありますよ。ところで、よかったら外で何が起きていたのか教えていただけませんかね？」

　兼康が向けた視線の先を追うと――いつのまにかヤマイヌの巨体は消えていた。

　その代わり、白い犬のきぐるみのようなものを着たマヤが、珠たま枝えにガッシリと組み付かれてくすぐったそうにもだえている。

「むふふふふ、よいではないか、よいではないかっ！」

「んきゃん、んきゃん！」

　珠枝の執しつ拗ような責めに、マヤは人間の姿に戻ったというのに犬のような鳴き声をあげている。

　一方、珠枝のほうはシャツがめくれてへそが丸出しになっているのもお構いなしで、無我夢中でマヤの身体の感触を味わっている。よほどマヤの毛皮が気に入ったのだろう。

　仰あお向むけになっているマヤに珠枝は覆い被かぶさり、両手をその脇わきの下に入れてさかんに頬ずりをしている。マヤはそれがくすぐったいらしく、なんとか逃れようと身をよじるのだが、珠枝は細い両足を絡めて、それを阻止していた。そんな二人がもつれあう様子をしばらくじっと眺めていた智宏と兼康だったが、だんだんと顔が赤くなってきた。

「あー、うほん……ちょっと教育上よろしくないので、智宏君、すこしあっちを向いていましょう」

「あ……うん」

　兼かね康やすと智とも宏ひろはそろって珠たま枝えたちに背を向けた。

　背後からは、なんとも艶なまめかしい二人の声が聞こえ続けている。

「どうしたの、二人とも？」

　そんな二人に、いままで避難していた瑞みず穂ほがたんころりんに乗って戻ってきて、不思議そうに尋ねた。

「ああ、いや別になんでもないんだ」

　ようやく珠枝たちの声も聞こえなくなっていたので、智宏は後ろを振り返った。

　珠枝とマヤはペタリと地面に座り込んでいる。

　マヤはくたびれた顔でぐったりしているが、珠枝のほうは疲労の中にも充実した時間を過ごしたという満足感に満ちた表情をしている。なんとなく肌つやも良くなっているようにさえ見えた。

「いや～っ、実に素晴らしかった！」

　珠枝はパンッと膝ひざを叩たたいた。風ふ呂ろ上りのビールを飲んだ親父おやじのような仕草だ。

「おまえ……先生たちを助けてくれたのか？」

「ん、なんのことだ。ワシはワシの望むままのことをしただけだぞ」

　それが珠枝の本心なのかどうかはわからない。

　それに珠枝の望むこととはなにを指しているのかさえ、まだ智宏にはわからないことだ。

「けど、助かったよ」

「……勘違いをしておるかもしれんがな。まだ、ヤマイヌはそいつを見逃したわけではないぞ」

「えっ？」

「そうだよ、お兄たん」

　座り込んだままの姿勢で、マヤは智宏を見上げている。その目には――まだあの青白い燐りん光こうの輝きが残っていた。

「その人は転ん――」

　マヤの可愛かわいらしい小さな口がニコリと開かれ、その奥に黄色く鋭い牙きばが顔をのぞかせた。

「いいえ、転んだのではありませんよ。この人は少し休んでいるだけです」

　兼康が眠り続けている本ほん間ま先生の肩に手を置いて、穏やかな声でヤマイヌに言った。

「んー、そうなの？」

　マヤは不服そうに口を尖とがらせると、クンクンと匂においを嗅かぐような仕草をする。

「はい、ですからしばらくそっとしておいてあげてください」

　自信に満ちた口調で兼康ははっきりと言い切った。

　そんな簡単な言いくるめでマヤが納得するとは思えなかったが、その反応は智宏にとって意外なものだった。

「んふふっ、わかったよー」

　マヤの目からろうそくの火が消えるように、ふっと燐りん光こうの輝きが失うせた。

「では、これは送ってくださったお礼です」

　兼かね康やすは地面に転がっていたスリッパの片方をマヤに手渡した。

「んー、ありがとー！」

「ええっ、そんなんでいいのかよ？」

　いくらなんでもスリッパの片方がお礼とは……

「履き物の片方や、おむすびを供えるのは、古くから伝わるヤマイヌをやりすごすおまじないなんです。さっきは間に合いませんでしたけどね」

　兼康の言葉どおり、マヤはもう完全に本ほん間ま先生への関心を失ってしまったようで、その視線はすでに瑞みず穂ほのほうに向けられていた。

「正体ばれちゃったかなー？」

　マヤは首をかしげながら、瑞穂に問いかけた。

「マヤちゃん……」

　すべての術じゆつは解けてしまったらしい。

　瑞穂がマヤを見る目は、いままでとは変わってしまっていた。

　そこに嫌悪や恐れが無かったのは救いだったが、少なくともそれは親しん戚せきの子を見る目ではない。

　それは異質なモノを見る目。

「化かしたりしてごめんなさい。ちょっとだけ誰だれかと一緒にいたかったの」

　あまり悪びれた様子を見せずに、マヤは明るく笑いながら言った。

「わ、私はマヤちゃんといられて楽しかったよ！　でも、最初から言ってくれればよかったのに……」

「んふふっ、それだと一緒にいるのとは違うんだなー」



　そう言い残し、マヤは瑞穂の目の前で忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。



　マヤが求めていたモノは、群れの仲間だった。

　異質なモノとして共に暮らすということとは違う。

　瑞穂にはそんなマヤの心が理解できるだろうか？

　智とも宏ひろでさえ、まだなにひとつ理解していないというのに。

　マヤの本性を見せつけられたとき、智宏は気づいてしまった。

　異質なモノに恐怖した、人間としての自分がいたことに。

「マヤちゃん、無理して強がってた……」

　瑞穂は智宏の手をとって、ぽつりと呟つぶやいた。

「ああ、俺おれもそう思う……けど、たぶんまた会えるよ」

　瑞みず穂ほの言葉が、落ち込んだ智とも宏ひろの心を少しだけ救ってくれた。

　いまはそれしかわかってやれなかったが、それはとても大事な一歩。

　拒絶することなく、理解しようとさえしていれば、少なくとも距離が広がることは無いはずだ。

　智宏はそのことを気づかせてくれた瑞穂への感謝の気持ちを込めて、その手を強く握り返した。

「ふん、ヤマイヌには用事があったのだが、今日のところは見逃してやろう。どうせ遠くにはいくまい」

　珠たま枝えは向こうに見える山を眺めながらひとりごとを呟つぶやく。

「さて、あとはおまえたち人間の仕事だ」

　そんな珠枝の言葉に、まだ目を覚まさない本ほん間ま先生を抱きかかえた兼かね康やすはこくりとうなずいて応こたえる。

「智宏――今日はおまえが瑞穂を送ってやれよ」

「ああ、わかってるよ……」

　空を見上げると、いつのまにか雨はやんでいた。

　梅雨はもう終わりのようだ。



    

  
    
      
終章





　あのあと、智とも宏ひろは兼かね康やすにクドクドと叱しかられた。

　本ほん間ま先生の悩みは、クラスの男子によるわざと難しい質問をして先生を困らせるという悪戯いたずらが原因だったらしい。その中でも智宏の質問はかなり難しかったようで、その答えがわからないばかりに、本間先生はノイローゼ気味になってしまったのだという。

　今度、そのようなことをしたら文部科学省経由でしかるべき処置をすると、兼康は真顔で脅してきた。それがいったいどのような処置なのかはわからないが、その目つきからするとかなり恐ろしいものなのだろう。

　おかげで智宏はクラスの男子にこんな悪戯はやめるように説得をする役目を負うことになってしまった。本間先生の名誉を守りつつ、男子たちを納得させるのは難しかったが、意外なことに辰たつ則のりも味方をしてくれたので、なんとかうまく言いくるめることができた。

　びしゃがつくが祓はらわれた本間先生は、すぐに職場へ復帰するだろう。

　そう言えば、梅雨が明けたということは、すぐに期末試験がやってくる。

　帰ったら各科目の試験範囲の整理をしなければ。確か数学の範囲が泣きが入るほど広かったはずだ。

　そんなことを考えながら智宏が重い足取りで家路についていると、後ろから何かがついてくる気配を感じた。

　ぽふぽふという軽い足音が、すぐ背後から聞こえてくる。

　この道は長い一本道だというのに、なぜこんなに近づかれるまで気づけなかったのか？

　智宏はギクリとしながら振り返った。

「ん～ふふふっ」

　視界の下で、白くて尖とがった耳がぴょこぴょこ動いていた。

「マヤちゃん!?」

「お兄たん、一緒に歩こっ！」

　今日のマヤはあのゴスロリメイド服ではなく、最後に別れたときの白い犬のきぐるみ姿だった。この雲ひとつ無い夏日の天気にこんな格好をしているということは、もしかするとこれがマヤの本来の姿なのかもしれない。

　その姿は、珠たま枝えでなくてもおもわず撫なでたくなるような愛らしいものだった。

「帰ってきたの？」

「んー？　マヤはどこにも行ってないよ」

　マヤは首を傾かしげている。

　智宏は自分の問いが愚問であることにすぐに気づいた。

「そうか……で、瑞みず穂ほの家には行ったのか？」

「んふふふ、正体のばれたところには行けないなー」

「なんでだよ？」

「鶴つるの恩返しと同じだよ」

　それは智とも宏ひろも知っている昔話だ。

　人間に化けた鶴は正体がばれると、その家から去ってしまった。

　確かにマヤの状況と似てはいるが……

　マヤにとって、自分の正体がばれるということがどんなことなのか。それは智宏にはまだわからないことだ。

「でも、瑞穂のやつ、さびしがっていたぞ」

「んーふふっ」

　マヤは含み笑いを浮かべるだけで、なにも答えなかった。

　きっと、それもマヤなりの理由はあるのだろう。

　いずれは、もっとマヤたちの気持ちがわかるようになるだろうか？

　だが、その前に、もっと自分の気持ちをぶつけてみよう。

　もっと、たくさん話をしよう。

　そうだ、今度、また静しず江えさんに頼んで赤飯を炊いてもらおう。そして、それを持って瑞穂と一緒にあの東あずま屋やへ行くのだ。

　きっと、マヤはふらりと現れて「んーふふふっ」といつものように笑ってくれることだろう。
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「おかえりなさ～い！」

　マヤと二人で帰宅した智宏を迎えたのは、なぜか桜色のバニーガールの格好をした好この香かだった。

「な、なんだ、そのイカレた姿は!?」

「ラウンドガールですよ～、ほらほら～！」

　そう言って、好香は手に持ったプラカードのようなものを智宏に見せた。

『世紀の大決戦　珠たま枝えvsマヤ　本日開催！』と毒々しい原色のペンキで書かれたその文字の最後には『会場：‥稲いな村むら家応接間』とまでご丁寧に書かれている。

「わー、待ってましたー！」

「おかえりなさ～い」

　応接間から、先日の町内会長騒ぎのときにやってきていた妖よう怪かいたちが、わらわらと顔を出して智宏たちを騒がしく迎える。

「……どういうことだ、これは？」

「わ、私に怒らないでくださいな。これは珠たま枝え様に言われてやってることなんですから」

　静かな怒りを溜ため込んでいる智とも宏ひろに、好この香かは少しおびえたように言った。

「珠枝に？」

「そのみょうちくりんな格好までは頼んでいないが、おおむねそのとおりだ」

　応接間からゆらりと珠枝が現れた。

　今日の珠枝は白い和装という、例の正装をしている。

「こういう機会がないと、こんな服は着れませんからねぇ。どうですか、これ。可愛かわいくないですか？」

　好香は握った両手を胸の前に持ってきてウサギのポーズを取ると、ぴょんぴょんと跳ねる仕草をした。上下の動きに合わせて好香の頭のウサ耳がぷらんぷらんと揺れたが、智宏の視線はもう少し下の部分の揺れに釘くぎ付づけになっている。

「ま、まあ、悪くはないと思うぞ」

　その圧倒的なインパクトの前に、珠枝の前だというのに智宏も思わず本音を漏らしてしまった。

「ええい、そんなことよりヤマイヌは来たのか？」

　アピールを続けている好香の背中を押しのけて、珠枝がわめいた。

「おまねきいただいて、どうも～！」

　智宏の後ろからマヤがひょこっと顔を出す。

　すると、玄関に集まっていた妖よう怪かいたちは、そんなマヤに道をあけて歓声を送った。

　まるでプロレスの試合でも始まるかのような雰囲気だ。

「珠枝、いったいなにをする気だ？」

「ふん、ワシとヤマイヌ、どちらが優れているのか皆に教えてやろうと思ってな」

　そう言って、不敵な笑みを浮かべる珠枝。

　一方、マヤのほうはこれから起きることがわかっているのかわかっていないのか、歓声をあげる妖怪たちに上機嫌で手と尻尾しつぽをパタパタ振っている。

「さぁてと、いっちょう始めるとするかぁ！」

　意気揚々と応接間に入った珠枝たちの前には、座卓に積まれた小銭が待ち構えていた。

「――なにこれ？」

　実のところは、この状況を見てだいたいのことは理解できていたのだが、それでも誰だれかに聞かずにはいられなかった。

「ふっふっふっ、驚くなかれ。これこそは珠枝様とヤマイヌさんによる、世紀の計算勝負なのです。あの見ているだけでぞわぞわ～っとする小銭を、いかにして二人がさばいていくのか、そこが一番の見所ですよ～」

　いつのまにか、好香はプラカードを孫の手に持ち替えていた。たぶんマイクのつもりなのだろう。それにしても、小銭を見てぞわぞわするのは好香だけだろうに。これほど己の主観が入った実況者はあまり見たことが無い。

「おまえ、町内会長なんかやりたくないんじゃなかったのか？」

　やる気満々で妖よう怪かいたちの声援に応こたえている珠たま枝えに、智とも宏ひろはひそひそと囁ささやいた。

「会長になろうとは思っておらん。ただ、あのヤマイヌよりも、ワシのほうが計算が得意であることを証明したいだけだ。だいたい、おまえもワシのことを疑っておったろう？」

「そんなつまらんこと、まだ憶おぼえていたのか……」

「この前はびしゃがつくのせいであとまわしになってしまったが、今回は証人もこれだけ集めたからな。おまえもよく見ておけ」

　どうやら、この前、珠枝が好この香かたちを追い払ったときに智宏が言った「計算が苦手なんじゃないのか」という冗談を、いまだに根に持っていたらしい。

「さてさて、みなさんお待ちかねのようですから、さっそく本日のメインイベントを開催いたしましょう。まずは突然の職務放棄のうえ、ミステリアスな失しつ踪そうを遂げていた我らが町内会長――ヤマイヌさんで～す！」

　ラウンドガールから実況者に転身した好香が口上を述べると、観客の妖怪たちは太鼓やらラッパやらをドンドンパフパフ鳴らして大騒ぎをしている。

　近所迷惑も甚はなはだしい連中だ。

「やっほー！」

　ヤマイヌはぴょんと座卓の上に飛び上がって、みんなの歓声にノリノリで応えた。他ほかの妖怪たち同様に、マヤもこういった馬ば鹿か騒ぎは大好きらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「まずはヤマイヌさんから、この大判小判がざっくざっくな大金を公平に分配していただきましょう。なお、勝負の公正を期すため、前回、誰だれひとり気づかなかった些さ細さいなミスを指摘して、私の必死の努力を無にしてくれた冷血人間コンピューターこと、ミスター智とも宏ひろに特別審判員としておこしいただいておりま～す！」

　先日の恨みが若干こめられた好この香かの紹介アナウンス。やはりこの実況者は主観が入り込みすぎている。

「お母ちゃん、冷血人間コンピューターだって！　怖いよ～っ！」

　それを聞いたタヌキの子供は、親ダヌキに抱きついて怯おびえた声をあげる。

「大丈夫だよ。もしあんたに変なことしたら、母ちゃんがドロンって化かしてやるから」

　そんな、自分のことでなければ微笑ほほえましいやり取りを聞きながら、智宏はいったいどこから突っ込んだら良いのかと思い悩む。

　そして、そんなことを悩んでいる間に、黙って二階の自分の部屋に戻ってしまうのが最善の策だと気づくのが、少しばかり遅れてしまった。

「では、ヤマイヌさん、始めていただきましょ～う！」

「んーふっふっふっ、まーっかせるのー」

　マヤは軽快な動作で座卓から飛び降りると、ちょんと小銭の前に正座した。

　幼い顔立ちながらも、その目には真剣さが帯びる。

　マヤの外見年齢ぐらいの人間の子だったら、ちょっと難しいがなんとかできるぐらいの算数の問題だ。はてさてお手並み拝見とばかりに、さっきまでうんざりしていた智宏も少しだけ興味を持ってその成り行きを見守る。

「んーと、んーと？」

　マヤは数枚の小銭を両手に持ち比べては、どんどんと小分けにしていく。

「ちょっとこっちが重いかなー？」

　そんなことを言いながら、あっちの山にチャラチャラ、こっちの山にチャラチャラと小銭を足したり、引いたりを繰り返している。

　妖よう怪かいたちは無言のまま、まるで神聖な儀式を見守るかのように、そんなマヤの動きを固唾かたずを呑のんで見つめていた。

「…………はあぁぁぁ～」

　その様子をしばらく眺めてから、智宏は深いため息をついた。

　どうやら、やはり自分が指摘するしかないらしい。

「マヤちゃん――もしかして、それって小銭の重さで分けようとしてる？」

「そうだよー」

　マヤは天てん秤びんのように左右の手を動かしては、小銭の重さを量っている。

「はい、マヤちゃん、失格～！」

　智宏は審判員としてジャッジを下した。

　無理矢理に押し付けられた審判員の仕事だったが、これを認めてしまっては世界の数学者たちに申し訳が立たない。

「なんで～!?」

「冷血人間コンピューターの審判は絶対です。抗議は受けつけません！」

　マヤはびっくりした顔でブーブー文句を言っているが、智とも宏ひろは手をバッテンにしてそれを拒絶した。

「んわぁ～～っ、やぁられたぁ～！」

　そのバッテン攻撃がなぜか効いたらしく、マヤは反対方向にコロコロと転がっていった。もしかすると、怪獣ゴッコかなにかと勘違いしているのかもしれない。

「すごいよ、お母ちゃん。あのヤマイヌさんを一発でコロリだよ！」

「やっぱり人間は怖いわね～。坊やはあまり近づいちゃだめよ」

　足元で囁ささやきあうタヌキの親子の会話が耳に入ったので、智宏は鬼の形相で「ぐわ～っ！」とか叫びながら、二匹の眼前にもバッテンをつきつけた。

「うわ～ん！」

　するとタヌキの親子もびっくりして、丸くなり尻尾しつぽを抱えながら転がっていく。なんだか、どちらが妖よう怪かいなんだかわからなくなってきた。

「ふっふっふ、馬ば鹿か者め。貴様のやりかたでは日が暮れてしまうわっ！」

　真打登場とばかりに、珠たま枝えは胸を張り、腕を組んだ堂々とした姿勢で言った。

「いや、時間がかかるとか、そういう問題じゃなくて――」

「わかっておる。わかっておるから、みなまで言うな。智宏――おまえがこの場で求めているのは、ズバリ『わりざん』であろう？」

　勝ち誇った笑みを浮かべつつ、珠枝はふんと鼻を鳴らした。

　確かに、言っていることは正しい……だが、そこまで偉そうにできるほど立派なことを言っているわけではないことも確かだった。

　ところが、この珠枝の割り算宣言に、好この香かを始めとした妖怪たちは大騒ぎである。

「ええ～、珠枝様、わりざんができるんですかぁ～!?」

「すごい、わたくしなんて引き算が精一杯ですよ」

「そもそもわりざんってなんなんだ？」

「かけざんの上等なやつだと思ったけど……」

　ざわめく妖怪たちに、珠枝は両手を広げて静まるようにゼスチャーする。

「まあ、黙って見ておれ。ワシのわりざんで、このような小銭どもなどあっという間に等分にしてくれるわ！」

　珠枝はまるで悪の改造人間に対する正義のヒーローのような動作で、ビシッと座卓の小銭の山を指差した。

「おお～！」

　珠枝の勝利宣言に、場内の興奮は絶頂に達する。

　おそらく、ここが稲いな村むら家の応接間であることなど、誰だれの念頭にも無いに違いない。

　智とも宏ひろだけが冷めた気持ちで、そのお祭り騒ぎを眺めていた。好この香かの言っていた冷血人間というのも、あながち間違いではないのかもなどと思いつつ。

「では、智宏。そろばんを出せ」

「えっ、なんだって？」

「そろばんだ、そろばん。早くしろ」

　珠たま枝えは差し出した手を、上下に動かして催促する。

「そろばんなんて、うちにはないぞ？」

「なんだと～っ!?」

　珠枝は髪を逆立てながら驚きよ愕うがくの声をあげた。

「いや……だって俺おれ、そろばんなんて習ってないし」

「だったら、おまえは学校でなにを習っているというのだ？」

「そろばん以外のことを、いろいろ習ってるけど……」

　愕がく然ぜんとしている珠枝の顔が妙に面白くて、智宏はしげしげとその様子を眺めていた。

「珠枝様～、早くわりざんを見せてくださ～い」

「わ～りっざん！　わ～りっざん！」

　世にも珍しい、妖よう怪かいたちによる「割り算」コールが巻き起こると、珠枝の顔が見る見る青ざめた。

「智宏っ、いますぐ瑞みず穂ほの家から借りてこい！」

「いや、あいつだってそろばんなんて持ってないと思うぞ」

「だったら、静しず江えばあさんだ。あれなら持っているはずだ！」

「そりゃあ、あの人なら持ってるかもしれないけど……もういいよ、面倒くさい」

　智宏は座卓の上の小銭を硬貨の種類ごとにチョイチョイと分けて合計金額を出すと、妖怪の頭数で割って一人当たりの分配額を計算した。金額が細かいので暗算では無理だったが、ちょっとメモ用紙を使えば簡単な問題である。

　計算が終わったら、あとは小銭をその金額に分けるだけだ。

「ほらよ、これでちゃんと分けられたぞ。割り切れなかったあまりの一円は、この子におまけしてやるけどいいよな？」

　そう言って、智宏はさっき親子で転がっていた子ダヌキに一円玉を渡してやる。

　一円玉を受け取った子ダヌキは、ぽかんとした顔で智宏のほうを見上げている。

「なんかすごく簡単にやってましたけど、本当に正しく分けられているんですか～？」

　好香は不審そうな目で智宏を見つめている。

「疑うなら、みんなで数えてみろよ」

　智宏がそう言うと、妖怪たちは分けられた小銭を各おの々おの手にとって一枚一枚数え始めた。

　小銭が苦手な好香は、石の怪に数えてもらっている。

　そして、数え終わった妖怪たちは順々に自分の小銭の金額を読み上げていった。

「す、すごいっ！　みんな同じ金額ですよ～っ！」

　石の怪が感激した声をあげた。

　馬ば鹿かにされているのではとも思ったが、どうやら本気で感激しているらしい。

「うわあ、冷血人間コンピューターってすごいんだね、お母ちゃん！」

「そうだねぇ、怖そうに見えるけどすごいんだねぇ」

　タヌキの親子も尊敬のまなざしで見つめている。

「さすがは智とも宏ひろさん。私、感動しました。もうこれは結婚しちゃうしかないですよ！」

　好この香かはバニーガールの格好のままで、智宏に抱きつく。いつもの着物よりも柔らかな感触がモロに伝わってきたため、智宏は何も考えらなくなり、好香の脈絡の無い申し出もそのまま受け入れてしまいそうになってしまった。

　そんな智宏を正気に戻したのは、ちらりと耳に聞こえてきた妖よう怪かいたちの呟つぶやきである。

「これはもう、智宏さんに町内会長をやってもらうしかないんじゃないですかね。どうでしょうか、みなさん？」

「異議な～し！」

「さんせ～い！」

「だいさんせ～い！」

　いっせいに鳴り物を取り出した妖怪たちは、智宏を取り囲んでドンドンパフパフと大騒ぎを始めた。

「ま、待て、俺おれは人間だし！」

「別にそんなの関係ないですよ～。これからは智宏さんも一緒にお稲荷いなりさんで宴会しましょうね」

　好香は嬉うれしそうにスリスリと頬ほおずりをしてくる。好香の身体からだから漂うほんのり甘い花の香りが、智宏の理性をこちょこちょとくすぐってくる。

「た、珠たま枝え、おまえからもなんとか言ってくれ！」

「そろばんが無ければなんの役にも立たんようなワシが、何を言っても無駄だろうよ」

　妖怪たちの智宏フィーバーの中にぽつんと取り残された珠枝は、完全にむくれてしまっていた。

「そうだ、マヤちゃんが帰ってきたんだから、マヤちゃんにやらせろよ！」

「お兄たんがやってくれたほうが、マヤも嬉しいなぁ」

　観客の妖怪たちに混ざってラッパをぷーぷー吹いていたマヤは、まったく邪気の無い笑みをこちらに向けている。

　このままでは間違いなく、妖怪町内会長とやらに就任させられそうだ。いままで学級委員長でさえやったことがないというのに、いきなりこんな問題児ばかりをまとめる役などまっぴらごめんだった。

「そ、そうだ、だったらいいものがあるぞ！」

　追い詰められた智宏に、このとき天啓とも思えるすばらしいことがひらめいたのだった。
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　その後、妖よう怪かい全員による壮絶なじゃんけん大勝負の結果、新町内会長の座を勝ち取ったのは石の怪だった。

　石の妖怪のくせにほとんどグーを出さず、そのくせここぞというときには必殺技とばかりにグーを出すという独特の戦法により得た勝利だった。

「みなさん、ありがと～。これからがんばりま～す」

　短い手をパタパタと振りながら、石の怪は就任の挨あい拶さつをしている。

「だ～か～ら～、ほんとにほんとは三回勝負じゃなくて、五回勝負だったのぉ～！」

　決勝戦で敗退した好この香かがさかんに抗議をしているが、お人好しの石の怪もさすがにそれには耳を貸さなかった。

　妖怪たちは、石の怪が両手に掲げ持っている勝利の証あかしを羨せん望ぼうの眼で見つめている。

　それは智とも宏ひろが商店街の福引かなにかで当てた、安物のカード電卓だった。

「これからなにか計算したいことがあったらわたくしに言ってください。足し算、引き算はあたりまえ。掛け算、割り算だってできちゃいますよ～！」

　妖怪たちはさかんに歓声をあげているが、どちらかと言うと石の怪に対してというよりは、カード電卓に熱狂しているといった感じだった。

「……智宏、あいつらにとって、おまえの価値などあの薄っぺらい機械にも劣るのだぞ？」

　部屋の隅で体育座りをして、妖怪たちの騒ぎを死んだ魚のような目で眺めていた珠たま枝えがぽつりと呟つぶやいた。

「……おまえだって、同じようなモノだろ」

　珠枝と並んで座っている智宏は疲れきった声で答えながら、膝ひざの間に顔を埋めた。

「まあ、これもワシらの世界だ。おまえも、よく見て理解するが良い」

　そう言って、珠枝は智宏の肩に頭を寄せて目を閉じた。この騒ぎに呆あきれたのか、くたびれたのかわからないが、そのおだやかな顔つきはいつもの珠枝よりも可愛かわいく見えた。

「これからわたくしのことは冷血妖怪コンピューターと呼んでください。むぉっほん！」

「わ～い、冷血妖怪コンピューター！」

「んーふふふ、石たんコンピューターだぁ！」

　石の怪の自慢げな声と、子ダヌキとマヤの無邪気な歓声を聞きながら、智宏はふと思った。

　もしかして、珠枝は自分を励ますためにこんな馬ば鹿か騒ぎを企画してくれたのではないのだろうかと……

　だが、智宏はその疑問を口にすることなく、よりそう珠枝に自分の頭を寄せた。

　珠枝のさらさらした黒髪が頬ほおに触れて、なんとも心地よい。

「そうだな……みんな楽しそうだな」

　そう呟いて、智宏は目を閉じると、肩に珠枝の体温を感じつつ、ゆっくりと眠りに落ちていった。

　きっと見るのは――楽しい夢のはずだ。



おわり



    

  
    
      
あとがき



　みなさまのおかげで「神様のおきにいり」も続刊を発売することができました。

　まずは深く御礼申し上げます。



　さて、今回、謎なぞのゴスロリ少女マヤを新キャラクターとして加えて、可愛かわいさ三割増でお送りしております本作。真さな田ださんの愛くるしい挿絵も冴さえ渡って、さらに可愛さ三割増（複利計算）かと。

　もちろん、前作に登場した妖よう怪かいたちも賑にぎやかに勢揃いしてます。

　コヒロや縛鎖の小人たちのちょっと意外な一面や、好この香かたち地元の妖怪たちの愉快な日常風景など、こちらも大幅増量中！

　それにしても、彼らは妖怪のくせにちっとも怖いという感じがしませんね。

　妖怪という自覚があるのでしょうか？

　困ったモノです。

　でも、実を言えば、私はあまりおどろおどろしい妖怪よりも、どこか間の抜けたユーモラスな妖怪のほうが好きだったりします。最初会ったときはビックリさせられますが、よくよく相手のことを知ったら仲良くなれそうな、そんな妖怪たちをどんどん描いていきたいものです。

　前作では、ほのぼのと終わった物語ですが、本作でもそれを引き継いでほのぼのとスタートします。

　ただ、珠たま枝えの心は長雨の続く梅雨空のように、ちょっとさえません。

　なぜなら、妖怪の世界に深入りしようとする智とも宏ひろが心配でならないからです。

　珠枝は神様ですが、どこぞの唯一神のように万能な存在ではありません。

　悩みもするし、間違いもします。わがままなところもあるし、やきもちなところもあります。食べ物に好き嫌いもありますし、機械音痴だったりもします。

　なんだか人間より人間らしい神様です。

　ですが、神様なのでどこか私たちとは違います。

　そして、その違いを一番わかっているのは珠枝自身であり、そのことがこの小さな神様の悩みの種なのです。

　前作で新しい関係をスタートさせた智宏と珠枝の物語は、まだまだ始まったばかりです。

　是非、みなさまにも、そんな二人の成長をこれからも末永く温かい目で見守っていただければ幸いです。
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　内山靖二郎（うちやま・やすじろう）

　　東京生まれ、東京在住。

　　とはいえ、幼少時代は田舎の野山を走り回っていました。

　　カエルの卵をバケツに入れて持って帰り、意味もなくオタマジャクシを孵化させて、そのあまりの多さにビックリしたことなど良い思い出です。

　　現在の趣味はＴＲＰＧというアナログゲーム。あとは美味しいモノを食べて、お酒を飲むこと。

　　最近、いろいろな人に飲みすぎと注意されています。気をつけねば。



　イラスト

　真田茸人（さなだ・たけと）

　　千葉県出身、千葉県在住。３月14日生まれ。

　　最近、うさぎを飼いはじめました。

　　垂れてる耳がかわいい、憎いヤツです。

　　ホームページ、ＰＣクラッシュで更新できなくなってしまい、移転しました。

　　ホームページ「pumpkin jet!」

　　http://pumpkinjet.web.fc2.com/
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